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			一章　炎竜王襲来

			二章　妖精の秘宝

			間章　襲来!?　土竜王！

			三章　欲望の大迷宮

		

	
		
			アリの巣ダンジョンへようこそ！②

			テラン

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			プロローグ

			　

			　ダンが運営するダンジョンの東には、巨大な山脈がそびえ立っている。

			　ルーナ山脈と呼ばれるそこでは、強大な力を持つモンスターたちが闊(かつ)歩(ぽ)し、古くより弱肉強食の世界が成り立っていた。

			　生態系の頂点に立つのは、山々を根城とする炎竜たちである。

			　その竜たちの頂点に立つもの。

			　灼熱の炎が凝縮したような、紅(ぐ)蓮(れん)の鱗(うろこ)に身を包む、見上げるほどに巨大な炎竜。

			　――炎竜王ルドニール。

			　それが、ルーナ山脈の王の名である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　雲を貫(つらぬ)く山々に囲まれた、ルーナ山脈の最深部。

			　大地から噴き出す膨大な量のマナが渦巻き、生命力に満ちた場所である。

			　しかし、今そこは、かすかなざわめきすら聞こえないほどに静まり返っていた。

			　辺りに満ちるマナはそのままであるが、モンスターはおろか、小さな虫の姿すら見えない。

			　青々と葉を茂らせる木々も、今日に限っては、じっと息をひそめているようだった。

			　生命の音が聞こえなくなったそこに、巨大な足音が響く。

			　一歩ごとに響き渡る重低音が、山々を揺らし、木々がざわめく。

			　その音を聞きつけ、天から紅蓮の竜が舞い降りた。

			　巨大な翼を羽ばたかせた竜。炎竜王は、山の奥からやってくるものを睨(にら)みつける。

			　竜の視線の先から姿を現したのは、あまりにも巨大なモンスターだった。

			　炎竜王は、高さ50メートル以上の巨(きよ)躯(く)を誇(ほこ)る。

			　だが、現れた化け物は、そんな炎竜王がまるで小鳥のように見えるほどに巨大であった。

			　例えるならば、それは頭でっかちの巨大なトカゲの化け物だ。

			　まず目につくのは、体の３割を占めるずんぐりとした巨大な頭部。

			　首から尻尾へは水晶のような結晶体があちこちから生え、光を反射して白く輝いている。

			『ようやく見つけたぞ。貴様が、我が土地を荒らし回っていた愚(おろ)か者か？』

			　炎竜王ルドニールが、巨大なトカゲの化け物に問いかけるが、答えは返ってこない。

			　彼の存在に気付いていないかのように悠々と闊(かつ)歩(ぽ)するそれは、その巨大な口で森をすくい取ると、土や岩ごと丸呑(の)みにした。

			『我を無視する無礼者か、それとも言葉の分からぬ痴(し)れ者か――まあよい。我が地を荒らした罪、その身で償(つぐな)ってもらうとしよう』

			　牙をむき出しにするルドニールの口から、炎が漏(も)れる。

			　ルーナ山脈に住む生き物たちが最初に気が付いたのは、地面が揺れているということだった。

			　次第に揺れは大きくなり、地下深くから途方もなく大きな力が漏れ始めた。

			　山に住む生き物たちは、次第に他の場所へと逃げて行き、最後には炎竜王だけが残った。

			　炎竜王はこの山の支配者である。王が逃げることなど許されない。

			　だからこそ、たとえ相手がどんなに強大であろうとも、立ち向かわねばならなかった。

			　生き物の気配が消えた山で、人知れず戦いが始まった。

			　炎竜王が爪を振るい、その体に食らいつくと、肉が裂け、わずかに赤い血が流れ出る。

			　灼熱のブレスを吹きかければ、肉の焦(こ)げるような匂いが周囲に漂った。

			　だが、そんな攻撃など意にも介さないかのように、化け物はそこにとどまり続ける。

			　炎竜王など脅威ではない――声はなくとも、そう物語るような化け物の姿に、炎竜王の攻撃は激しさを増していく。

			　何度も、何度も攻撃を繰り返す。

			　そのすべてが、おそらく無駄であろうと分かっていても、それでもルドニールが攻撃をやめることはなかった。

			　数百、数千にわたる猛攻の末、ついにそれが動き始める。

			　ルドニールが化け物の鼻面に燃え盛るブレスをかけてやったときだった。

			　今まで反応を見せなかった化け物が、彼を無機質な目で見(み)据(す)えると、その巨大な口を開く。

			　その中に広がる、深淵のごとき闇(やみ)を見て、ルドニールの本能が告げた――すぐそこに死の危機が迫っている。

			　慌てて奴の口の前から離れようとしたルドニールだが、遅かった。

			　彼が翼に力を込めた次の瞬間、闇の先から無数の何かが飛来する。

			　同時に、ルドニールの体のあちこちに激痛が走り、いったい何が起きたかも分からぬまま、彼は天から落ちていった。

			　――これで終わりか。

			　地へと落ちるさなか、どこか諦(あきら)めにも似た気持ちがルドニールの心のうちをよぎる。

			　しかし、あれだけの強者と戦った彼は満足だった。

			　今までに見たことも聞いたこともない、圧倒的な強者との一騎打ち。

			　冥(めい)途(ど)の土産にはちょうどよかろうと、そう満足したところで山の王の意識は途切れた。

		

	
		
			一章　炎竜王襲来

			　

			　辺りが夕闇に包まれ始めた頃、ルドニールは目を覚ました。

			　戦いを始めたのは、太陽が天(てつ)辺(ぺん)に昇る頃。気を失っていた時間はそう長くなかったようだ。

			　その姿は王と呼ぶには、惨(みじ)めなものであった。

			　自慢であった角は折れ、片方の目は無残にも潰れている。

			　光を受けて煌(きら)めき、あらゆる攻撃を防いでみせた鱗(うろこ)はところどころ剥(は)げてしまっている。

			　至る所に傷がつき、傷口からは血が流れ落ち、翼はすでにぼろぼろだ。

			　――だが、ルドニールは死んではいなかった。

			　目を覚ました彼の近くに、あの化け物はいなかった。

			　あの化け物にとって、ルドニールはその辺を飛び回る羽虫のようなものだったのだろう。

			　ただ羽虫がうるさいから振り払っただけ。それは戦いですらなかった。

			『我は、我は王なのだ！　このような無様が許されるものか！』

			　炎竜王の悔し気な咆(ほう)哮(こう)が天地に轟(とどろ)く。

			　情けなかった。

			　悔しかった。

			　その身の弱さがどうにも許せなかった。

			　強者との戦いであると意気込んでいたのは、彼だけだったのだ。

			　戦いですらない――それが一番許せなかった。腸(はらわた)が煮えたぎる思いであった。

			　だが、彼が化け物にとって取るに足らぬ存在であったことには間違いない。

			　また戦いを挑んだところで、結果は同じだろう。

			　すべての生き物が逃げ出し、無残に荒れ果てた彼の領土だった地に伏しながら、ルドニールは誓う。必ずや、あの化け物を下してみせると。

			　彼が山の王として誇(ほこ)っていた力は、相手にとっては戦うにすら値しないものだった。

			　ならば、さらに力を付けねばならない。化け物が無視できぬほどの高みに上るしかない。

			　ルドニールは、ぼろぼろになった翼を使い飛び上がると、西へと向かう。

			　かつて彼のご機嫌取りにやってきた、下級の竜から聞いた話を思い出したのだ。

			　ルーナ山脈の西に広がる森の中には、とある宝があると。

			　その宝は手にしたものに強大な力を与える力の秘宝。

			　聞いたときは鼻で笑い飛ばして、目の前にいた竜を消し炭にしてやったその話。

			　そんな宝など下らぬ、強者の力というのは自分で手に入れねば意味はない。力を求めて他のものに頼るのは、弱者のすることである――

			　そう思っていた彼だが、今は何としてでも力が必要だった。

			　竜の寿命は長い。それこそ不変の象徴として例えられるほどである。

			　だが、残りの寿命では、あの化け物と戦えるまでに鍛(きた)えるのは――不可能に思えた。

			『あの化け物を倒すためならば、悪魔にでも魂を売ってみせよう。強者たる誇(ほこ)りなき愚(おろ)か者と、後ろ指をさされようがかまわぬ。我はそれを甘んじて受け入れよう』

			　ルドニールはただひたすら西を目指す。

			　すでに日は暮れ、闇(やみ)が辺りを覆(おお)いつくしている。

			　体中に残る傷は深く、力が抜けそうになるが執念で飛び続ける。

			　ようやく見えた森は、闇夜の中にぼんやりと浮かぶように存在していた。

			　ルドニールは、森の上をゆっくりと旋回する。

			　森の中心に生える、永き時を生きたであろう巨木が目に入った。

			　周囲の木々をはるかに超えるその巨大さ、あふれ出るような生命力を感じて、ルドニールは宝があるならばここであろうと当たりを付けた。

			　ルドニールが強引に森へと降り立ち、木々を薙(な)ぎ倒す。

			『もう少しだ、もう少しで我は奴と戦うだけの力を手に入れることができる！　そしてあの屈辱を晴らすのだ！』

			　だが、大樹へとあと少しでたどり着こうかというときだった。

			　その周りに揺らめく何かが彼の行く手を阻む。

			『何者か！　我を阻(はば)もうという不(ふ)遜(そん)なるものは！』

			　見れば大樹の周りには小さな、ルドニールと比べるにはあまりにも小さな羽虫のような者たちが集まっている。

			『貴様らか！　奴のような強者ならまだしも、貴様らのような小さな存在が我を阻もうというのか！』

			　怒りに任せ、ルドニールは灼熱の吐息を羽虫たちに向けて放つ。

			　だが、その炎は羽虫たちを焼き尽(つ)くすかと思いきや、途中で掻(か)き消えてしまった。

			『許せぬ！　許せぬ！　許せぬ！　あのような虫けらに防がれるなど、断じて許すことはできぬ！』

			　ルドニールはなおもブレスを吐き続ける。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の業火が辺りの木々を焼き尽くし、焦(しよう)土(ど)へと変えてくが、その炎が結界を超えることはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――どれほどの時間が経ったであろうか。

			　ルドニールの攻撃を防いでいる結界の力が、ほんのわずかにだが弱くなっていた。

			　ルドニールが先ほどの戦いで受けた傷は、まだ癒(い)えておらず、体のあちこちから血が流れ出ている。

			　だが、彼が倒れるよりも、この結界が破れる方が早いだろう。

			　この森に炎竜王の脅威となるような力は感じず、どれも取るに足らないほどの小物ばかり。

			　この分ならば、敵を警戒して傷を癒(いや)す必要もないだろう。

			　なによりも、このような羽虫たちにまで虚(こ)仮(け)にされたまま、眠ることなど炎竜王たる彼にできようはずがなかった。

			　必ずやこの忌(いま)々(いま)しい結界を砕き、すべて焼き払ってくれると、ルドニールは大地にそびえたつ大樹へ向けて攻撃を再開した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リーアの街の冒険者ギルドには、本部からの応援部隊が到着していた。

			　多くの兵と冒険者を失った街から要請を受けて派遣されてきたのだ。

			　冒険者たちの顔合わせも終わり、そろそろ打ち合わせを――というときに、恐るべき情報がもたらされた。

			　ギルドマスターであるガルツの執務室の前が慌ただしくなり、乱暴に扉が開けられる。

			　飛び込んできたのは、全身に汗をかき、真っ青な顔をした職員だった。

			「何事だ！　今はここに来るなと伝えておいたはずだ！」

			　ガルツが立ち上がり職員に問いかけると、真っ青な顔をした職員は、ぜいぜいと息を乱しながら絞(しぼ)り出すような声音で報告を始める。

			「き、き、緊急事態です！　ひ、ひっひ、ひがし……東から、りゅ、竜が……」

			「竜？　とりあえず落ち着け！　竜がどうしたというんだ？」

			　落ち着くように言われ、深呼吸をする職員。

			　何度目かの深呼吸の後、ようやく話ができる程度に落ち着くと、なおも震える声で続けた。

			「すぅ……はぁ……ほ、報告します！　ここより東のルーナ山脈より、え、炎竜王が……炎竜王ルドニールが襲来しました！　現在ソナナの森中央付近に着陸！　辺りをブレスで焼き払っています！」

			　その報告に全員が凍り付き、ギルドマスターの部屋は静寂に包まれた。

			「――終わりだ」

			　誰かがつぶやいたその言葉を否定することのできる者はいない。

			　炎竜王とはそれほどまでの脅威――もはや、天災と呼べるレベルの存在だった。

			　２００年ほど前に一度大暴れして以降、炎竜王が己の縄張りから出ることはほとんどなかった。山脈周辺を荒らしたという報告も受けた覚えはない。

			　それなのに、なぜ――

			　なおも報告は続く。どうやら炎竜王はすでに全身がぼろぼろの状態らしい。

			　もしや何かに挑んで敗け、住処を追われたのではないか？

			　いや、あれに勝てる化け物がいるとは思えない。

			　ならば、なぜ――

			　その場に集まった人間たちの間で慌ただしく意見が交換されるが、答えは出なかった。

			　原因は分からない。

			　しかし、炎竜王は現にソナナの森へと現れている。

			　今は移動する様子はないようだが、いつ何時こちらへと向かってくるか分からない。

			　もしもかの炎竜王の襲撃を受けてしまえば、確実にこの街は滅びるだろう。

			　あの竜を足止めできるものなど、どこにもいない。

			　かつて召(しよう)喚(かん)された勇者ですら、あの竜の前ではなすすべもなく倒れたという。

			　ならば、彼らにできることはただ一つだけである。

			「リーアの街の冒険者ギルドのギルドマスターとして、非常事態宣言を発令する！　現在出ている依頼はすべて中止だ！　手の空いている冒険者を全部かき集めろ！」

			「りょ、了解しました！」

			　ガルツがそう叫ぶと同時に、職員たちが各々の役目を果たすべく、弾かれたように執務室から飛び出していく。

			　新しい領主のところにも、すでに同じ連絡が行っている頃だろう。

			　新しく決まった領主は、以前の領主よりもずっと慎重で堅実な人物だ。

			　もうすぐこの街および近隣の村々の住人の避難が開始されるだろう。

			　だが、大人数での移動には危険がつきものである。特に夜となればなおさらだ。

			　先に冒険者を送り、道中の危険を減らさねばならない。

			　果たして逃げたところで意味はあるのだろうか――ガルツの脳裏にそんな不安がよぎる。

			　もしも炎竜王に目を付けられたならば、どこまで逃げても意味はないだろう。

			　最後の職員が立ち去った後、ガルツが立ち上がり、本部から派遣されてきた応援部隊の面々へと顔を向ける。

			「さて、せっかく来てもらったところで済まないが、予定していたダンジョンの調査は中止だ。本部から派遣されてきた方々も、住民の避難を手伝ってくれると助かる」

			「ええ、もちろんです。ですが、竜の動向を見張る人員も必要でしょう？　それはどうなさるおつもりですか？」

			　一行の交渉役である男が、鋭い目を輝かせながらガルツへと問いかける。

			　そこそこ平和な土地であるため、この街のギルドに所属する冒険者の腕は平均程度でしかない。

			　一部、腕の立つ者はいるが、避難民の護(ご)衛(えい)と炎竜王の監視の両方を行うとなると、人員が足りなかった。

			「腕の立つ奴らは避難民の護(ご)衛(えい)に回したい。となると、俺が残るしかないな。万が一、俺に何かあってもギルドの業務自体は何とかなるようにしてある。これでも元はＡランクの冒険者だ。隠れて見張るだけなら、まあそうそう死ぬようなこともないだろうよ」

			　ガルツの答えを聞いた男は一瞬あっけにとられたようにその顔を見つめると、やがておかしそうに笑い始めた。

			「くっくっく。何を言い出すかと思えば……あの炎竜王を近くで見たくてたまらないと顔に書いてありますよ？」

			「ぐっ……」

			「さすがにギルドマスター殿にそのようなことをさせるわけにはいきません。代わりにこちらから何人か出しましょう。全員かなりの腕利きですよ」

			「……分かった、協力、感謝する。時間は少ない、さっそく我々も動くとしよう」

			　話が終わると、ガルツたちは行動を開始する。

			　住民たちにも情報が届き、一時パニック状態になるも、ギルド員たちの活動により何とか落ち着きを取り戻した。

			　本当に助かるのだろうか――住民たちは不安を抱えながらも、避難を始めた。

			　リーアの街の北東。

			　ソナナの森がある方角では、燃え盛る炎に照らされ空が赤く輝いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　すっかりと日が落ち、辺りが闇(やみ)に包まれ始めた頃。

			　大樹の根元にある妖精の里は、今までにないほどの大混乱に包まれていた。

			　その日もいつもと変わらぬ日であった。

			　妖精たちは笑い、遊び、思い思いに時を過ごしていたのだ。

			　きっといつまでも、このように平和な日々が続くのだろう。

			　里の誰もがそう思っていた。

			　だが、そんな妖精たちの想いは、はるか東より森へと現れた、強大な力を持つ炎竜王によってあっけなく破られることになった。

			　突然、恐ろしい見た目の巨大な炎竜が森へと降り立ち、大樹のもとへと来ると、轟(ごう)々(ごう)と燃え盛る灼熱のブレスによって、辺りの森を草木一本ない焦(しよう)土(ど)に変えてしまったのだ。

			　大樹を覆(おお)う結界の中にあった里は、その迫りくる業火から免れることができた。

			　だが、結界の外にあった木々はすべて燃え尽(つ)き、黒い煙(けむり)が立ち上るだけの焼け野原になってしまった。

			　美しかった花畑も、清浄な水をたたえていた泉も、そして森に住んでいた様々な生き物たちも、すべて紅(ぐ)蓮(れん)の炎に飲み込まれ、跡形もなく消え失せてしまったのだ。

			「じょおーさまー！　ほーこくです！」

			「い、今のところ全員無事であります！」

			「……そうですか、犠牲が出ていないようで何よりです」

			　どこか気の抜けたような声と、震えながらもきりりとした声が響く。

			　妖精たちの女王であるフロレーテは、眷(けん)属(ぞく)の妖精たちから報告を受けていた。

			　今のところ、里の中に逃げ遅れた妖精は１人もいないようだ。

			　あの炎竜王が襲い掛かってきたのがちょうど夕暮れ時だった、というのが妖精たちに味方したのだ。

			　日中は里の外に遊びに出ていた妖精たちも、日が暮れる前にはすべて里に戻ってきていた。

			　もし、日が高いうちの襲撃であったのなら、いったいどれだけの妖精たちが犠牲になっていたことか――その様子をほんの少しでも想像するだけで、フロレーテの背筋が寒くなる。

			「里の皆を集めてください。皆に伝えねばならないことがあります」

			「了解であります！」

			「おまかせあれー」

			　傍にいた２人の妖精たちはフロレーテの言葉に返事をすると、さっそく二手に分かれて別々の方向へと飛び立っていった。

			　２人を見送ったフロレーテは、結界越しにあの巨竜を眺める。

			　未だに、あの恐ろしい巨竜は結界の外でこちらに向けて攻撃を続けている。

			　大樹の力で作られた結界は、今のところは荒れ狂う炎を完全に防ぎ、里を守り切っている。

			　しかし、怒り狂った炎竜王の吐き出す灼熱の吐息の前では、それもいつかは破られてしまうだろう。

			　妖精は、とても弱い種族だ。

			　隠れることは得意であるが、戦う力はほとんどない。

			　もしあの結界が破られてしまったならば、この里の妖精たちは何の抵抗もできないままに焼き尽(つ)くされてしまう。

			　たとえ、運よく生き残ることができたとしても、外の世界は妖精が生きていくには厳しい。

			　そして、それはこの里を治めていた女王であるフロレーテでさえも例外ではない。

			「大樹様……どうかこの里をお守りください……」

			　フロレーテは里の中心に悠然とそびえ立つ巨木を見上げ、ぽつりと声を漏(も)らす。
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			　この大きな樹ははるか昔から――ここに妖精の里ができてから、ずっと里を優しく見守り続けてきたと伝えられている。

			　戦う力のないか弱い妖精たちが、今までこの森の中で危険な目にあうこともなく平穏に過ごすことができていたのは、この大樹の恩恵によるものだった。

			　この樹の力を借りて、代々の女王が結界を張り、里を守り続けてきたのである。

			　――だが、そのいつまでも続くと思えた平和が、あの巨竜の手によってついに破られようとしている。

			　あれだけの攻撃に何度もさらされてしまえば、結界の要(かなめ)である大樹にかかる負荷もかなりのものになる。

			　現に、今このときもほんのわずかずつではあるが、大樹はじわりじわりとその命をすり減らしていた。

			　妖精の里のはるか上、大樹の青々とした枝からはらりはらりと落ち始めている木の葉が、それを示す何よりの証拠だろう。

			　このままいつまでも炎竜王の攻撃が続いてしまえば、あと数日もしないうちに、里を守る結界は破られてしまう。

			　その先に待っているものは……。

			　妖精の里の壊滅。結界の外は渦巻く炎で満ちている。

			　あれを超えることなど、誰にもできそうにもない。

			　たとえ炎の先に抜けることができたとしても、あの巨竜は妖精たちを１匹たりとも逃がしてはくれないだろう。

			　それほどの怒りが結界を超えて、ビリビリとフロレーテの体を震わせる。

			　炎竜王の怒りにあてられ、動けなくなってしまう妖精までいるほどだ。

			　あの巨竜が、こうして執拗に結界に攻撃を加えてまでも里を襲おうとする目的は、フロレーテには分かっていた。

			　この里に、そこまでして欲する価値のある物など１つしかない。

			　妖精が大事に守り続けている秘宝。

			　生き物に、それが望む力を与えるとされる宝だけしか――

			「女王様！　皆を集め終えました！」

			「おえましたー」

			　フロレーテの下へと、先ほど里に眷(けん)属(ぞく)たちを集めに行った妖精が、戻ってきた。

			　里の中央にある広場には、里中にいるすべての妖精たちが集まっている。

			　フロレーテは不安を振り払うと、そこに集まった妖精たちに不安を見せぬよう凛(りん)とした声で告げる。

			「今、我らが妖精の里に未(み)曽(ぞ)有(う)の危機が迫っています。このままでは彼(か)の巨竜は大樹様が維(い)持(じ)する結界を破り、この里へと乗り込んでくることでしょう」

			　フロレーテの言葉に、集まった妖精たちがざわめく。

			　その言葉が信じられない者。その場で泣き出してしまう者。

			　妖精たちの反応は様々だった。

			　だが、そのすべてに共通するものは、今まで妖精たちを守ってきた里がなくなることへの恐怖である。

			「我々の弱い力では、彼の巨竜と戦うことはできません。このまま結界が破られてしまえば、あの燃え盛る炎に焼かれ、我らが全滅する未来は変えることができないでしょう」

			　おびえる妖精たちの姿を見て、フロレーテは心を痛めるが、なおも言葉を続ける。

			「それだけは何としても避けなければなりません。ですから、皆の力を貸してください。皆の力を合わせて、大樹様の結界を維(い)持(じ)するのです」

			　ここから見えるあの巨竜は、見たところ全身のあちこちに傷を負っている。

			　もしかしたら――もしかしたら結界を壊すことを諦(あきら)めるかもしれない。

			　あの傷を癒(いや)すために、この地を去っていくかもしれない。

			　もしくは――誰かがあの巨竜を追い払ってくれることもあるかもしれない。

			　巨竜の様子を見る限り、それらの可能性は限りなく低い。

			　森を焼き尽(つ)くす炎竜王を、追い払える者などいないかもしれない。

			　もしも彼女たちが助かるのならば、それはもはや奇跡に等しいと言ってもいい。

			　だが、フロレーテはそれを祈らずにはいられなかった。

			　奇跡にでも縋(すが)らなければ、この里はなくなってしまう。

			　彼女が、力の衰え始めた先代の女王からその座を譲り渡されて、永い時が経った。

			　その間、里は平和そのものであった。

			　妖精たちが元気に飛び交い、笑い声の絶えなかった里がなくなるなどと考えると、胸が張り裂けてしまいそうになる。

			　それに――

			「フィリオーネ、リリオーネ、あなたたちは無事でいるでしょうか……」

			　フロレーテは、この場に姿のない２人の妖精の姿を思い浮かべる。

			　彼女が、ハチミツを食べたフィリオーネを里から追い出したのは本気ではなかった。

			　妖精はもともといたずら好きな生き物である。

			　つまみ食いや落書きなんてことは、もはや日常茶飯事である。

			　時には寝床に虫を放り込み、相手を驚かせたりする者だっていたくらいだ。

			　つまみ食いをして、ハチミツを食べつくしてしまった程度ならば、まだかわいいものである。

			　だが、あのハチミツは、年に一度の大事な儀式に使うはずのものだった。

			　それを聞いて怒った彼女は、フィリオーネを少し懲(こ)らしめるために、追放だと言って里から外に出した。

			　里から離れすぎなければ、夜にならない限り危険は少ない。

			　だから、日が暮れる前にフィリオーネを迎えに行き、里へと連れ戻すはずだったのだ。

			　しかし、里の外へと出ていったフィリオーネは、いつの間にかいなくなってしまった。

			　慌てて里にいるすべての妖精を総動員して、森の中をくまなく探したのだが、結局フィリオーネが見つかることはなかった。

			　彼女を心配してついていったらしいリリオーネも、行方不明のままだ。

			　２人がいなくなる少し前、森で３人組の人間を見た者がいたらしい。

			　その男たちに捕まってしまったのかもしれない。

			　もしくはモンスターに襲われた可能性だってある。

			　数か月が経った今でも、フロレーテはあの時の選択を後悔していた。

			　里の中は大樹の結界に守られているから安全である。

			　だが、外の世界はそうではない。

			　いくら妖精が姿を消せるとしても、妖精を狙う悪い人間やモンスターは確かにいるのだ。

			　里と違って、安全とは程遠く、生き抜くだけでも苦労するだろう。

			　もしもどこかで生きているならば、いつの日かほんの一目でもいいから元気で過ごしている姿を見せて欲しい。

			　そして、たとえ許してくれなくてもいいから、あの時のことを謝らせて欲しい。

			　それがフロレーテの望みだった。

			　――だが、ここで里がなくなってしまってはそれも叶(かな)わない。

			　里がなくなれば、フィリオーネとリリオーネが帰ってくることもできない。

			　もしかしたら、ここへ戻ってきたときに、滅んで誰もいなくなった里を見て泣き出してしまうかもしれない。

			　だから、ここで里がなくなってしまうのは避けなければならないのだ。

			　たとえ起こるはずのない奇跡に縋(すが)ることになってでも――

			　フロレーテは顔を上げると、妖精たちに大きな声で告げた。

			「さあ、皆さん。大樹様に力を注ぐのです！　きっと、きっと私たちは助かります！」

			　フロレーテの言葉を聞いた妖精たちは、大樹の下へと飛び立っていく。

			　だが、中には泣き続けたまま、その場から動けない妖精たちもいた。

			　――きっと助かる。その言葉は自分自身に向けたものなのか、それとも里の妖精たちに向けたものなのか。

			　もはや、そんなことはどちらでも良かった。

			　今はただ、希望を捨てずに大樹の結界の維(い)持(じ)に努めるだけだ。

			　たとえ、自分の命が尽(つ)きることになってでも、結界を維持し続けてみせる。

			　フロレーテは悲壮なまでの決意をもって、大樹へと力を注ぎ始める。

			　やがて、女王の並々ならぬ決意に感化されたのだろうか。

			　地面にへたり込んで泣いていた妖精たちも涙をぬぐい、１人、また１人と大樹の下へと飛び立っていく。

			　妖精たちの顔は、いつにもなく真剣なものであった。

			　いたずらばかりしていた者も、いつも怠けてばかりいた者も、そのすべてが一丸となって里を守るために動き出す。

			　――そして、妖精たちの絶望的なまでの籠城戦が始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「まるで怪獣映画だな……」

			　目の前に浮かぶウィンドウには、50メートルはあろうかという巨大な赤い竜が、ダンジョンの西側にある森の中で暴れまわっている光景が映っている。

			　まるで特撮物の怪獣映画でも見ているかのような迫力だ。いや、本物なのだから、それも当然だろう。

			　森へと降り立った竜は、その中心部にそびえ立つ巨大な樹に向け、ブレスを吐き出しているが、樹の周りに揺らめく結界によって防がれて、中へは届いていない。

			　このことをフィーネとリリーネに教えるべきだろうか？

			　いつだったか――あの樹を見たフィーネが、故郷である妖精の里について語ってくれたことがある。

			　フィーネたちが住んでいた里は、ダンジョンの西に広がるソナナの森の中、まさにあの大樹の根元にあるそうだ。

			　あそこには、仲の良かった妖精の仲間たちが住んでいるのだと、笑顔を浮かべながらどこか懐かしそうに語る姿は、少しだけ寂しげだった。

			　あの大樹の周りに張られた結界が竜の攻撃に対して、どれだけの間もつのかは分からない。

			　もしかすると、あの巨大な竜の攻撃など、簡単に防ぎきれる程度のものなのかもしれない。

			　しかし、もしあの結界が竜の攻撃を防ぎきれないとしても、俺に何ができるだろうか。

			　仮にあの巨竜と戦ったとしても、ほとんど勝ち目はないように見える。

			　アントたちを送りだしても、あの竜の前にはまさしく虫けらのようなものでしかないだろう。

			　立ち向かい、そしてたやすく蹴(け)散(ち)らされ、焼き尽(つ)くされる光景が思い浮かぶ。

			　フィーネたちは今日もダンジョンの中に遊びに行っている。今ならば、まだ彼女たちに知られないままにしておくこともできるだろう。

			　本来ならば、伝えるべきなのだろう。いくら追い出されてしまったとはいえ、あそこは彼女たちの故郷なのだから。

			　もっとも、故郷が襲われているのを、ただここで何もできずに眺めているだけなんてのは辛いに決まっている。

			　ならば、これを伝えない方が良いのではないだろうか。

			　だが、自分たちの知らぬうちに故郷が滅びたと分かったとき、フィーネたちはどう思うのだろうか。

			　それにたとえ真実を隠そうとしても、いつまでも隠せるようなものでもない。

			　それを知ったときのフィーネたちの悲しみは、きっと大きいだろう。

			　伝えるべきか、伝えないべきか。どちらが正解なのだろうか。

			　故郷のことを思い出せない俺にとっては、どちらが辛いことなのかはよく分からない。

			　だが、それでも、どちらを選んだとしても、耐えがたいほどに辛いものだろうということくらいは分かる。

			　どうする。伝えるべきだろうか、それとも――

			　その時だった。

			　ふと後ろに気配を感じて振り返ると、そこには静かにウィンドウを見つめるフィーネとリリーネがいた。

			　どうやら悩んでいるうちに、ダンジョンから戻ってきてしまっていたらしい。

			「ふ、２人とも……帰ってきていたのか……」

			「「………………」」

			　彼女たちは何も言わない。ただその眼からぽろぽろと涙をこぼしながら、じっとウィンドウに浮かぶ映像を眺めている。

			　まるで、消えゆく故郷の最後を看取ろうとするかのようなその姿を見ていると、胸が締め付けられ、もやもやとした感じがする。

			　いっそのこと何も言わずに泣き続けるのではなく、里を救ってくれ、あの竜を倒してくれと泣きついて欲しい。

			　故郷の記憶も家族の記憶もなく、自分が何者だったのかすらも思い出せない中で、たった１人でダンジョンを作り続けるだけの日常を変えてくれた、家族であり相棒――

			　フィーネたちが望むのならば、きっと俺は勝ち目がなくてもあの竜と戦い、フィーネたちの故郷を救おうとするだろう。

			　その先に、蹂(じゆう)躙(りん)され、全滅する未来が待っていても、可能性があるならば手を伸ばす。

			　だが、きっとフィーネたちはそれを言わない。

			　彼女たちにも分かっているのだ。

			　自分がダンに里を救って欲しいと願えば、ダンはきっとそれを叶(かな)えようとする。

			　そして、あの竜に挑み――敗けるだろうことを。

			　だからこそ、彼女たちは何も言わず、ただそこで涙を流し続けているのだ。

			　このまま、彼女たちの故郷が焼き尽(つ)くされて滅んだあとでも、フィーネたちは変わらずにダンジョンの中で生活していくだろう。

			　どうして故郷を救ってくれなかったんだと、俺を責めることだってない。

			　いつものように笑い、ダンジョンで遊び、そして誰もいないところで、故郷を思い出して泣く――

			　その姿を想像してしまい、胸の内のもやもやとした感覚が強くなる。

			　そんな２人の姿を見た日には、なぜあそこで戦おうとしなかったのかと後悔し続けるに決まっている。

			　なにより、そんな彼女たちの様子を見て見ぬ振りすることなど、絶対に耐えられない。

			　何せ、今ここで泣いている彼女たちの姿を見るだけでも、叫びだしたくなるほどに辛いのだから。

			　湧(わ)きあがる胸の内のもやもやとしたこの感情。それを消す方法は分かっている。

			　あの巨竜から、フィーネたちの里を、仲間を守ればいい。ただそれだけで、この胸のもやもやはたちどころに消え去るだろう。

			　ならば、あの竜に立ち向かうのか？　本当に？

			　勝てる可能性は限りなく低い。いや、ほぼないと言った方が正しいか。

			　ダンジョンマスターとしては、このまま何もしないのが正解だ。

			　だけど――答えはもう決まっていた。

			　あの竜に挑む。たとえ勝てなかったとしても、フィーネたちの仲間くらいは逃がしてみせよう。

			　里がダメならば、ここに住んだっていい。森だってあるし、妖精たちが必要とするマナも豊富だ。

			　里にどれだけの妖精が住んでいたとしても、このダンジョンならば生活できる。

			　ならば決まりだ、フィーネの仲間たちを救うために戦おう。

			　フィーネが泣き続けることと、あの竜に挑むこと、どちらが嫌かと問われれば前者なのだから。

			　そうと決めると、今までくすぶっていた胸の不快感が嘘のように消えていく。

			　下に目を向けると、フィーネは地面にへたり込んで嗚(お)咽(えつ)を漏(も)らしている。その背中を、目を真っ赤にしたリリーネがそっとさすっていた。

			　２人をそっと掬(すく)い上げ、なおも泣きじゃくるフィーネの頭を撫でてやる。

			「フィーネ、あの竜と戦おう」

			「ぐすっ……無理だよ……敵(かな)いっこないよ……」

			「ならこのまま、フィーネの故郷が焼き尽(つ)くされるのを、黙って見ているのか？」

			「ひぐっ……やだよ……みんなが死んじゃうのはやだよ……」

			「なら戦うしかない。勝てなくても……２人の仲間たちくらいは助けてみせるさ」

			　フィーネは顔を上げ、涙でぬれた目でこちらを見上げる。リリーネもそれに続いた。

			　彼女たちに伝わるように、必ず助けるとの意思を込めてしっかりと頷く。

			「大丈夫、きっと助けるさ」

			「本当？」

			「ああ、本当に助ける」

			「本当の本当に、みんなを助けてくれますか？」

			　最初に出会った時も、こんな会話をしたはずだ――あの時は冗談を言って２人を泣かせてしまったのだったか。

			　いつかのように、涙をためた目でこちらを見上げるフィーネとリリーネを見て、出会った頃のことを思い出した。

			　だが、今度は違う。

			「本当の本当だ、必ず２人の仲間を助けてやる」

			「ぐすっ……うん……うん！　ありがとう、ダン！　みんなを助けて！」

			「ダンさん。ありがとうございます……」

			「ああ、任せておけ！」

			「うん！」

			「はい！」

			　２人に笑顔が戻った。やっぱり、彼女たちは笑っている方がいい。

			　さて、次はどうやって戦うかを考えなければ。

			　２人にはああ言ったが、確実に助けられる見込みなんてない。

			　それに、あの竜に立ち向かうアントたちには、まず間違いなくかなりの犠牲が出るだろう。

			　だが、俺にもフィーネたちにも、あの竜と戦う力はないのだ。

			　どうあっても、戦う力を持つアントたちに頼るほかはない。

			　――これはダンジョンを守るための戦いではない。本来ならば、アントたちには関係のない戦いだ。

			　ダンジョンと自分たちの身を守るだけならば、ただ閉じこもっていればいい。

			　もしも、あの竜が何かの拍子に襲い掛かってきても、ダンジョンの奥深くにいるならば何も問題はないだろう。

			　もしも、アントたちが話せたのならば、こんな戦いをさせようとする俺に何というのだろうか――フィーネが話してくれたアントたちの様子を思い浮かべる。

			　せめて、できるだけ犠牲が少なくなるようにしよう。それが、俺ができる唯一のことなのだから。

			　勝てる可能性は低いだろう。だが、負けるつもりで挑むわけにはいかない。

			　どうにかあの火竜を倒せる策を考えなければ。

			　まずは妖精の里に向かうとして、あの炎の中に飛び込むわけにはいかない。

			　となると、地中から行くしかないだろう。幸い、アントたちは土を掘るのは得意である。

			　あとはダミーコアの領域を繋げていけば、あそこまでは届きそうだ。

			　問題はそれまであの大樹の結界がもつのかどうかだ。

			　時間短縮のために、ダミーコアを使って妖精の里までの通路を掘る方法を考える。

			　コストはかさんでしまうが、今までの貯蓄分をフルに使えば、かなりの時間短縮ができるだろう。

			「そうだな……あの結界はどれくらいもつんだ？」

			「はっきりとは分かりません……ですが、あの結界は大樹様の力で維(い)持(じ)されていると聞いたことがあります」

			「それなら、大樹様が枯れるまでは壊れないはずだよ！」

			「大樹が枯れるまで、か――」

			　具体的な長さは分からないが、あの巨大な樹木が枯れるまでは結界を維持できるようだ。

			　モニターに映る大樹は、少しずつ葉を落としてはいるようだが、まだどっしりと大地に立っている。すぐに結界が消えてしまうということもないだろう。

			　ならば、結界が消える前に、妖精の里までのトンネルを作り上げることはできそうだ。

			　助けに行っても間に合わなかったという、最悪のケースは免れそうで一安心する。

			　もし可能ならば、あの竜が結界を壊そうとしている間に、こっそり妖精たちをトンネルから逃がしたっていいだろう。

			　さっそくダミーコアをいくつか作り、ＤＰを消費して作り上げた細長い通路に設置していく。

			　貯めに貯めたポイントは底をついたが、妖精の里までの道のりの７割ほどをショートカットできたようだ。

			　あとは、細長い通路をアントたちに拡張させつつ、その先のルートを掘ってもらうだけだ。

			　ダミーコアの領域内では転移機能が使えないため、掘削作業は普段よりも面倒だろうが、そこまで長い距離があるわけでもないので大丈夫だろう。

			　次は、もしもあの巨竜と戦闘になった場合、どう対処するべきかを考えるとしよう。

			　あの巨竜は空を飛んで森までやってきた。

			　万が一、戦闘中に空を飛ばれてしまっては、アントたちでは太刀打ちできない。そのまま上空からブレスなど吐かれてしまえばそれで終わりだ。

			　戦闘するならば、初手で飛行能力を封じなければ、戦う以前の結果になってしまう。

			　巨竜の背中には、巨大な翼が生えている。

			　あれほどの巨体が、あの翼だけで飛んでいるとは到底思えないが、翼があるということはそれさえ何とかすれば、飛行能力をつぶせるかもしれない。

			　まさか、あの翼が飾りなどということはないはずだ。

			　一つ、翼を奪うための策を思いついた。

			　うまく決まれば飛行能力を封じるとともに、その後の攻撃を牽(けん)制(せい)することができそうだ。

			　巨竜はあの場所からほとんど動くことなく攻撃を続けているようだ。

			　ならばきっと、今思いついた策を使うことは可能だろう。

			　あとは、時間ぎりぎりまでアントたちを強化し、結界が消えるまでに準備が完了するのを祈るだけだ。

			　倉庫に備蓄していたすべての魔石を、ダンジョン内のアントたちに与えていく。

			　もしものことを考えれば、戦力はほんのわずかにでも多い方がいいはずだ。

			「間に合ってくれよ……」

			　地下トンネルは急ピッチで掘られていき、その間に大樹も刻一刻と衰えていく。

			　ＤＰを使い果たしてしまった俺にできることは、作戦をひたすらに練り続けることだけだ。

			　フィーネとリリーネは、交代で休憩しながら大樹の様子を見守っている。

			　――行動を始めて２日後。ついに、妖精の里までの地下トンネルが開通した。

			　結界はまだ壊れていない。

			　だが、ここから見える大樹は、すでに葉も茶色く変わり、今にも枯れてしまいそうだ。

			　現在位置は、ダンジョン側のトンネルの入り口だ。ダミーコアの領域内ではダンジョンマスターの力が制限されてしまうため、トンネルが開通するまでここで作業していたのだ。

			　妖精の里までは、20キロメートルほどの距離がある。

			　歩いていけない距離ではないが、今は時間が惜しかった。

			　名前を付けたナイトアントのうちの１体を呼び出し、トンネルの先まで運んでもらうことにする。

			「目的地はトンネルの反対側だ。よろしく頼む」

			「ギギ」

			　呼び出されたナイトアントは、こちらの指示に一言だけ鳴いて肯定の意を示すと、足を曲げて体を屈(かが)める。

			「ファムちゃん、力を貸して！」

			「里の皆を助けたいんです！」

			「ギィ！」

			　ファムと呼ばれたナイトアントの背中にまたがり、フィーネとリリーネは俺の方へとしがみ付く。

			「さあ、出発だ！」

			「うん！　行こう！」

			「きっと、成功します！」

			　ナイトアントの背にまたがった俺たちは、開通した地下トンネルを通り、妖精の里へと向かう。

			　ナイトアントは力強く、俺たちの重さなど感じていないかのようにトンネルを駆け抜けた。

			　長いトンネルにずらりと並ぶアントたちが、次から次へと後ろへ過ぎ去っていく。その様子は、まるで俺たちの見送りをしてくれているかのように見えた。

			　ナイトアントの移動するスピードは高速で、俺たちは何とか背中にしがみ付くのがやっとだ。

			　ほんの十数分ほど、その背中にしがみ付いていただろうか。トンネルが急な上り坂に変わる。

			　妖精の里が近いのだ。

			　上り坂になっても、ナイトアントのスピードは変わらない。

			　その強(きよう)靭(じん)な６本の足で土を蹴り、トンネルの出口へと突き進んでいく。

			　あと少しで地上に到着するはず――だが、目の前に現れたのはまるで網のようになって行く手を阻(はば)む木の根だった。

			　先ほどトンネルが完成した時には、このような障害物はなかったはずだ。

			　しかし、確かに目の前の道は塞がれている。迂回することも考えたが、少しでも時間が惜しかった。

			「仕方ない、このまま強引に――」

			「待って！　止まって、ダン！」

			「フィーネ!?　くっ、止まれ！」

			　ナイトアントの突進力で、強引に障害物を乗り越えようとした時だった。

			　フィーネの制止の声が、耳元で響く。

			　とっさに停止の号令を発すると、ナイトアントはガリガリと地面を削りながら急停止した。

			　ナイトアントが停止すると同時に、フィーネは行く手を阻む根の下へと飛び立った。

			「……間違いないよ！　これ、大樹様の根っこだよ！」

			「大樹の根っこ？　どうしてこんなところに……それよりも、早く先に進まないと時間がないぞ！」

			　どうやら、行く手を阻んでいたのは大樹の根のようだ。

			「どうする……迂回するか？　だが他の場所も――」

			　大樹の根は突然通路に現れた。他の迂回路を作ったとしても、同じようにその通路が塞がれてしまう可能性がある。

			　根がない場所を探そうにも、大樹は妖精の里の中心に生えている巨大な樹木なのだ。下手をすれば里の地下すべてに根を張り巡らせているかもしれない。

			　強引に突破しようにも、大樹の根と分かってしまえば、それを傷つけてしまうのはためらわれる。

			　ダメージを与えてしまって、万が一里の結界が消滅してしまえば、それで終わりだ。妖精の里は、火の海に包まれることになる。

			　ここまで来て、あと一歩が届かないのか――

			　思わず、膝をつきそうになったそのとき、リリーネの声が通路に響いた。

			「大樹さま！　以前里に住んでいたリリオーネです！　声が聞こえていたら、道を開けてください！」

			　その小さな体から発せられたとは思えないほど大きな声が、薄暗いトンネル内でこだまする。
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			「私たち、みんなを助けに来たんだよ！　大樹さま、道を開けて！」

			　リリーネと共に、フィーネも大樹の根へと呼びかけ始める。

			　もう、迂回路を探している余裕はない。ならば、ここを通るしかないのだ。

			　大樹が意思をもってここを塞いだのならば、根をどけて道を開けることもできるだろう。

			　俺も前へ出ると、２人に並んで大樹の根へと手を伸ばす。

			「頼む。ここを通してくれ！　これ以上時間がかかれば、間に合わないかもしれないんだ」

			「お願いします、大樹さま！」

			「大樹さま！　お願い！」

			　その呼びかけが届いたのだろうか？

			　大樹の根が震え、その隙間から光が差し込む。

			　ずるずると根が移動して、トンネルの先に進むための道ができる。

			　その先には、外の光が見えた。

			　あの光の先が妖精の里だ。なんとか間に合った。

			　ここまでくれば、あとは歩いていける。里の妖精たちをパニックに陥(おちい)らせないためにも、モンスターであるナイトアントのファムはこの場で待機だ。

			「ファムちゃん。ありがとう！　おかげで間に合ったよ！」

			「ギ、ギィ……」

			「はい！　絶対に助けます！　だから、ファムさんはここで休んでいてください」

			　フィーネたちが、ファムへと感謝の言葉を掛ける。

			　ここまでの道中、全速力で休むことなく走り続けてきたのだ。

			　いくら体力に自信のあるナイトアントでも、何とか立っているといった様子だった。

			「よくここまで運んでくれた。あとはゆっくり休んでくれ」

			「ギギ……」

			　肯定の意を返したナイトアントが、その場に崩れ落ちる。どうやら、疲労が限界を超えて気絶してしまったようだ。

			　気絶する瞬間、ナイトアントは何かを求めるようにこちらを見ていた。

			　その視線が意味するものは、きっと――

			「あと少しで、妖精の里に着くぞ。２人とも、心の準備はいいのか？」

			　フィーネたちにとっては、追放されてから初めて故郷に戻ることになる。

			　もしかしたら、不安に思っているかもしれない……。

			　そう思い、振り返るが、２人の顔に不安の色は浮かんでいなかった。

			「うん！　早くみんなを助けに行こう！」

			「絶対に、みんなで帰りましょう！」

			　どうやら心配は無用だったようだ。

			「そうだな……よしっ！　いくぞ！」

			　そして、俺たちはトンネルを抜け、妖精の里へと足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――ダンたちが妖精の里へ到着する少し前。

			　依然、巨竜は休むことなく里を守る結界へと攻撃を続け、外は炎に包まれていた。

			　妖精の里では、妖精の女王フロレーテがその美しい顔に皺(しわ)を寄せ、焦(あせ)りの表情を浮かべていた。

			「このままでは……結界がもちません……」

			　最初の頃よりも勢いが落ちてはいるものの、炎竜王の口から吐き出される紅蓮のブレスは絶えず結界にダメージを与えている。

			　もし結界が破られたならば、この小さな里など一瞬で焼き尽(つ)くされてしまうだろう。

			　結界を維(い)持(じ)する要(かなめ)となっている大樹は、その葉を茶色く枯らし、何枚もの葉がパラパラと妖精たちの上へ降り注いでいる。

			　幹や枝も瑞(みず)々(みず)しさを失い、ひび割れがところどころに走っている。

			　このままでは、大樹の命が尽(つ)き果てるのもそう遠くはないだろう。

			「なにか……なにかないのですか……」

			　このままでは、じきに里を包む結界が破られてしまう。

			　大樹に力を注いでいた妖精たちも、すでに疲労困憊でこれ以上は力を注げそうにない。

			　あちらこちらで地面に座り込んでいたり、中には限界まで力を注ぎ、気絶してしまった者までいる。

			　これ以上の無理をさせてしまえば、力を使い果たして死んでしまうだろう。

			　結界も、おそらく日没まではもたない。

			　まさに万事休す、もはや死を待つ以外に何もできないという状況に、フロレーテがついに諦(あきら)めの涙をこぼしそうになったときだった。

			「女王様！　大変であります！」

			　休んでいたはずの妖精の１人が、慌てた様子でこちらへと飛んでくる。

			　その顔は、信じられないものを見たとでもいうような驚きに包まれていた。

			　いったいどうしたのだろうか。この状況で慌てて飛んでくるなど、ただ事ではないのだろう。

			　そうフロレーテが考えたとき、妖精の口から出たのは信じられない言葉だった。

			「２人が！　２人が戻ってきました！」

			「２人？　まさか――」

			「フィリオーネとリリオーネです！　それと、見たことがない人間が１人！」

			「ああ！　２人とも、生きていたんですね！　本当に良かった――」

			　フィリオーネたちが戻ってきた。

			　フロレーテの目の前にいる妖精は、確かにそう言った。

			　無事でいてくれた――そう思うと同時に、なぜこんな状態の里に戻ってきてしまったのかという思いも浮かぶ。

			　あの炎竜王が目に入らなかったはずはないのに、どうしてと。

			　しかし、フロレーテは疑問を感じる。

			　結界の外は炎竜王が吐き出すブレスによって、火の海になっている。

			　その灼熱の炎に包まれれば、たちまち焼け死んでしまうはずだ。

			　外から入ってくることは不可能。ならば、里の中にいたのだろうか？　いや、それもない。

			　ならばどうやって？　もしかしたら、里の皆が助かる方法があるかもしれない。

			　そう考えたフロレーテは羽を広げ、フィリオーネたちがいるという場所へと飛び立った。

			　なぜだかは分からないが、きっと皆が助かる気がする。そんな予感とともに――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「着いたよ！　ここが妖精の里だよ！」

			「みんな！　助けに来ましたよ！」

			　トンネルの先は、緑に覆(おお)われた美しい里であった。

			　周りを見回すと、辺りの木々には、小さな窓が取り付けられており、木々の中で妖精たちが暮らしていたということがうかがえる。

			　木の根元に生えているキノコ、そして地面に生えている草花。まるで絵本の世界にでも出てくるような、のどかな景色。

			　そう、揺らめく結界の外で怒り狂う巨大な竜と、周囲を包む炎さえなければ――

			　里の妖精たちは、いきなり現れた俺たちを、遠巻きにしてどこか不安げに見ている。

			　やがて、２人組の妖精がこちらへと飛んできた。

			「止まれ！　止まるであります！」

			「とまれー」

			　やってきたのは、とげとげとしたクヌギの帽子をすっぽりとかぶった生真面目そうな妖精と、こんな状況にもかかわらず、どこか眠たげな桜色の髪の妖精だった。

			　２人とも、その手には木の枝を削って作ったと思われる、槍(やり)のような棒を握っている。

			　察するに、２人はこの里の門番か、衛兵のような役割をしているのだろう。

			　とげとげ帽子の妖精がこちらに槍を突きつけ睨(にら)みつけたが、フィーネとリリーネの姿を見ると、プルプルと震え始めた。

			「フィーネ、リリーネ！　生きていたでありますか！」

			「ぶじでよかったねー」

			　とげとげ帽子の妖精は、フィーネとリリーネの顔を確かめるようにじっと見つめると、やがてぽろぽろと涙をこぼし始めた。

			「うぅ……よかった、よかったであります……どれだけ探しても見つからないから、もう死んだものかと……」

			　フィーネたちは里から追い出されたと聞いていたが、様子を見る限りでは、何か行き違いがあったように感じる。

			「ふふーん！　アタシを誰だと思ってるの！」

			「うっかりふぃーねー」

			「むむっ、うっかりじゃないよ！　しっかりだよ！」

			「ふぃ、フィーネちゃん……」

			　和気あいあいと話を始める彼女たちだが、そんな場合ではない。

			　助けに来たことを伝えようと彼女たちの下へ一歩踏み出すと、先ほどまで泣きじゃくっていたとげとげ帽子の妖精が、警戒をあらわにしてこちらに槍(やり)を突きつける。

			「止まるであります！　うっかり忘れかけていたでありますが、貴様は何者でありますか！」

			「くせものー」

			「俺は――」

			「しゃべるなであります！　え。えーっと……そうだ！　おとなしく地面に手をついて、膝をあげるのであります！」

			　とげとげ帽子の妖精の問いに答えようとしたのだが、黙るようにと言われてしまう。

			　どうやら、突然現れた人間に混乱しているらしく、その言動もどこかおかしい。

			「待って！　ダンは悪い人じゃないよ！」

			「そうです！　皆さんを助けに来たんですよ！」

			「ほー」

			「むむっ、それなら証拠を出すであります！」

			　怪しい人間ではないという証拠を出せと言う、とげとげ帽子の妖精。

			　それならば、心を読む力で悪人ではないことを証明しようと思ったのだが、口を開こうとすると、とげとげ帽子の妖精が涙目で震えながらこちらに槍(やり)を向ける。

			　悪いことは何もしていないはずなのになぜだろうか、罪悪感が湧(わ)きあがってくる。

			　いつの間にか後ろへと回り込んだもう１人の妖精が、どこか楽し気にこちらを槍でつついている。チクチクとした感触がくすぐったいのでやめて欲しいのだが、口を開くことができないのでそれも言い出せない。

			　とりあえず、このままでは埒(らち)が明かない。

			　こちらを涙目で見つめるあの妖精には悪いが、少しばかり強引に話をさせてもらおうと口を開こうとしたときだった。

			「この里に入るには、大樹さまの許しが必要なはずです！　大樹さまが認め、ダンさんがここにいるということが、悪い人間ではない何よりの証拠です！」

			「そうだよ！　ダンは悪い人じゃないよ！」

			「おー！」

			「む、むむ……いや、でもでありますな……」

			　リリーネの渾身の説明。

			　それを聞いた眠たげな眼の妖精が、感嘆の声と一緒にぱちぱちと拍手を送る。そして、その眠たげな顔をきりりとしたものに変えると、未だに納得がいかない様子のとげとげ帽子の妖精へと指示を出した。

			「キル！　女王様に報告！　駆け足！」

			「は、はひぃ！　了解であります！」

			　指示を受けて、キルと呼ばれた妖精が慌ただしくどこかへ飛んでいく。

			「あっ、ダン！　ちょっとアタシの家を見てきていい？」

			「あの、それじゃあ私も……」

			「ああ、女王様が来るまでに戻ってきてくれ」

			「うん！」

			「分かりました！」

			　フィーネとリリーネは、どうやら里にある自宅を確認しに行くようだ。

			　数か月も戻ってこられなかったのだから、それなりに気になることなどもあるのだろう。

			　フィーネたちを見送ると、近くにあった切り株に座り、これからのことを考える。

			　どうやら何とかなったようだが、急いでいるのに余計な時間を使ってしまったのは痛い。

			　結界は後どれだけ持つだろうか、焦(あせ)りの気持ちが徐々に膨らんでいく。

			「だいじょーぶだよー。たいじゅさま、もうちょっとだけ、だいじょうぶ」

			「えっ？」

			　耳元で聞こえた声に振り返ると、そこにいたのは先ほど指示を出していた妖精だった。

			　一瞬だけ浮かべた凛(りん)とした雰囲気はどこかに消え、また眠たげでとろんとした表情に戻っている。

			「あせっても、いいことない。りらっくす、りらっくす」

			「……そう、だな」

			　どこかほんわかとした雰囲気の妖精に諭(さと)され、落ち着きを取り戻す。

			　焦っても、それが思考を乱してかえって悪い結果を招くだけなのだ。それは今までの戦いでも学んだはずだ。

			　この妖精の言葉が事実ならば、もう少しだけ時間の余裕があるのだろう。

			「ありがとう。えーっと……」

			「わたし、ハルオーレ。ハルってよんでいいよ」

			「ああ、ハル。さっきは助かったよ。俺はダンだ」

			「ダン、どういたしましてー」

			　ハルと名乗った妖精は、ぽわぽわと微(ほほ)笑(え)んだ。

			「いま、キルがじょおーさまをよびにいったから、もうちょっとしたらくるはずー」

			「それじゃあ、ここで待たせてもらおうかな」

			「うむー」

			　ハルはうんうんと頷くと、他の妖精を集めてくると言い残してどこかへ去っていった。

			　それと入れ違いに、フィーネとリリーネがこちらへと戻ってきた。

			「ダンさん。ただいま戻りました」

			「ダン！　ただいま！　ハルちゃんとお話ししてたの？」

			「２人ともおかえり。ああ、なんというか、不思議な雰囲気の子だったな」

			「ふふーん！　アタシの友達なんだよ！」

			「ハルさんは里の皆さんと仲がいいんですけど、結構なぞに包まれているんですよね……」

			　そんな話をしていると、遠くから猛スピードでやってくる小さな影が視界に移った。

			「ふわっ!?」

			「フィリオーネ！　本当にフィリオーネなのですか！」

			「女王様！」

			　どうやら、やってきたのは妖精の女王らしい。

			　妖精の女王は、やって来た勢いのままフィーネに飛びつき、涙を流しながらその無事を喜んでいる。
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			「女王様、お久しぶりです」

			「リリオーネ！　貴女も、無事のようで何よりです！」

			　２人の無事を確認すると、女王はフィーネに謝り始めた。

			「ごめんなさい、フィリオーネ。本当は、追放する気なんてなかったの。ちょっと反省させるだけのつもりだったのに――ごめんなさい、フィリオーネ。生きていてよかった。戻ってきてくれてありがとう……」

			「……女王様。アタシも、ハチミツ食べちゃってごめんなさい」

			　先ほどの妖精たちとのやり取りで、なんとなく察しがついてはいたが、やはり女王がフィーネを追放したのは本気ではなかったらしい。

			　やがて、女王はフィーネをその腕から解放すると、どこか悲しげな表情で問いかけた。

			「フィリオーネ、帰ってきてくれたことはとても嬉しく思います。ですが、なぜ今来てしまったのですか……そもそもあの炎の中をどうやって……」

			　女王の疑問に、フィーネが元気よく答える。

			「みんなを助けに来たんだよ！　ここまでトンネルの中を通ってきたの！」

			「トンネル？　あちらにいるお方の力でしょうか？」

			「そうだよ！　ダンはね――」

			　フィーネは女王に今までのことを伝えていく。

			　リリーネと共に、悪い人間に捕まっていたのを助けてもらったこと。

			　一緒にダンジョンで暮らしてきたこと。

			　そして、妖精の里のみんなを、あの巨竜から助けに来たこと――

			　フィーネから話を聞き終えた女王は、こちらへとやってきた。

			「フィリオーネから話を聞きました。ダン様、彼女たちを救ってくれてありがとうございます。私の名前はフロレーテ、この里の女王をしています」

			「ああ、どういたしまして。フィーネから聞いているとは思うが、俺はダン。向こうの草原でダンジョンマスターをしている。フィーネに頼まれて妖精たちを助けに来た。早速だが、トンネルを使って逃げよう」

			　俺たちがやって来たトンネルを指し示すと、フロレーテが頷く。

			「結界が消えるまで、あと数時間ほどでしょう。さっそく里の妖精たちを集めなければ……」

			「じょおーさまー、みんなをあつめてきたよー」

			「ハルさん。助かります」

			「ふふー」

			　ハルが連れてきた妖精たちを見回すと、フロレーテが安心したような吐息を漏(も)らす。どうやら、全員そろっているようだ。

			　妖精たちを連れて地下トンネルの内部へと向かう。

			　妖精の数が多いため、来た時のようにアントたちの背に乗っていくのも難しい。

			　そのため、徒歩での移動となってしまうが、妖精たちの体力はもつだろうか？

			「そろそろ、結界の外だな……」

			「そうだね……何も起こらないといいんだけど――」

			　そう、フィーネがつぶやいたときだった。

			　頭上から、何かを叩きつけるような音が聞こえ、ぱらぱらと土の欠片(かけら)が降り注ぐ。

			　音は断続的に響き、体の芯に響くような強烈な振動が地面を揺さぶる。

			「ふわわぁっ!?　ダン！　何が起きてるの！」

			「今確認する！」

			　慌ててモニター画面を開き、上空から偵(てい)察(さつ)しているアントフライの視界から外の状況を確認する。

			　外で暴れている巨竜は、先ほどの場所から少しだけ移動している。止まる気配を見せなかったブレスによる猛攻も、今は止まっているようだ。

			　その代わりに、巨竜は足元を睨(にら)みつけ、その巨木のような足で大地を何度も踏みつけている。

			　巨竜が足踏みをするたびに、トンネル内に鈍い振動が響く。それはつまり――

			「全員、引き返せえええぇぇ！」

			　その意味を理解すると同時に、背後の妖精たちに向けて力の限り叫ぶ。

			　叫び声が洞(どう)窟(くつ)にこだますると、それが合図だったかのように、トンネルの天井に亀裂が走った。

			「皆さん！　急いで里に！」

			　一瞬、ぽかんとした表情を浮かべた妖精たちだったが、フロレーテの号令とともに悲鳴を上げ、トンネル内を引き返し始める。

			　トンネルの耐久力が限界を迎え、亀裂を中心に崩落が始まる。

			　崩落前に気が付いたおかげで、轟(ごう)音(おん)と、大量の土埃に追い立てられながらも、何とか逃げ切ることに成功した。

			　だが、唯一の逃げ道は土の中に埋もれてしまった。

			「どうやら、私たちを逃がすつもりはないようですね」

			「そうみたいだな……」

			　フロレーテは、少し困ったような顔をすると、どこか疲れたように首を振る。

			　確かに、外に見えるあの巨竜の様子を見る限りでは、簡単には逃がしてくれなさそうだ。

			　移動距離とコスト、そして制作にかかる時間を短縮するため、地下トンネルは地表からそう離れていない場所を通っていた。

			　これから地下深くを通る道を作ろうにも、残された時間では途中で結界が消えてしまう。

			　もしも、竜が気配を辿って追い掛けてくれば、そのままトンネルを崩され、生き埋めにされてお終いだ。

			　逃げるという手段は、完全に奪われてしまった。

			　残された道は、あの竜と戦い勝つことだけだ。

			　できれば、戦うのは避けたかったのだが……。

			「逃げられない可能性もあったが、当たってしまったか。なら戦うしかないな……」

			「戦う!?　本当に戦うつもりなのですか？　あの炎竜王と戦おうなんて無(む)謀(ぼう)です！」

			　俺の言葉を聞いて、フロレーテが信じられないとでもいうかのように目を見開いた。

			「勝算は……ないわけじゃない。それに、結界が破られるまでここで指をくわえて見ているわけにもいかない。里の妖精たちを助けると約束したからな」

			「勝算ですか……ちなみにそれはどのような方法なのか聞いてもよろしいですか？」

			　俺はフロレーテに、事前に考えていた策を伝えていく。

			　勝率は決して高くはない。だが、ゼロではないはずだ。

			　それを聞いた後、少しの間考えていたフロレーテは顔をあげる。

			「確かに、その策なら、もしかすると勝ち目があるかもしれません。それに、大樹様の力を使えば、もう少しだけ確率は上がるでしょう」

			「なら決まりだな。時間がない、すぐに準備を進めよう」

			　妖精の里を包み込む結界は、もうすぐにでも破られてしまう。

			　トンネルの中に残っていたアントたちにも手伝ってもらい、必要な作業を急ぎ進めていく。

			　そして――そろそろ日が傾くかという頃になって、ようやく準備が終わる。

			　他の妖精たちと共に大樹に力を注ぎ、結界を維(い)持(じ)し続けていたフロレーテが、焦(あせ)った声で叫ぶ。

			「ダン様！　そろそろ結界がもちません！」

			「大丈夫だ！　こっちも準備は終わった！　さっそく始めるぞ！」

			　ギリギリのところで、何とか準備が間に合ったようだ。

			　あとは、アントたちが勝ってくれることを祈るだけだ。

			「行くぞ――作戦開始！」

			　アースアントたちに作らせた、土の高台の上から号令を放つ。

			　その号令とともに、巨竜の後方にいくつもの穴が開き、アントたちが地中から姿を現す。

			　アントたちの出現に気が付いた巨竜が、後ろへ振り向き、大きく息を吸いこんだ。

			　この瞬間、確実に足が止まり、隙ができるこの瞬間を待っていた――

			「グァオオオオオ!?」

			　モニターを操作すると、巨竜の足元が崩れ落ち、ぽっかりと巨大な穴が出来上がる。

			　地表ギリギリまで領域を広げたダミーコアの能力を使い、巨竜の足元の土を一瞬で掘り抜いたのだ。

			　なんの予兆もなく、いきなり開いた穴に対応できず、そのまま巨竜は穴の中へと落ちる。

			　途中、穴のふちへと引っかかった翼が巨竜自身の重量により、おかしな方向へと捻(ね)じ曲がる。

			「よし！　成功だ！」

			　予想は的中し、初手は完(かん)璧(ぺき)に決まった。

			　崩落を起こして巨竜を穴の中に落としてしまえば、落下の勢いで翼を折ることができると予想していたが、鮮やかなほどにうまくいった。

			　これで巨竜の飛行を封じつつ、さらに穴から脱出するまでの間は、満足に移動することもできなくなったはずだ。

			　地面の下からも、待機していたアントたちが攻撃を加えることができる。

			「ゴオオオオ!!」

			　巨竜が怒り狂ったような声を上げ、穴から出ようともがくが、地下で待機していたアントたちがそうはさせじと喰らい付き、その体を穴の中へと引き込もうとする。

			　さらに、近くで待機していたアントフライたちが、アントスパイダーの糸から作られた白いロープを抱え、巨竜の周囲を飛び回った。

			　地上にいるアントたちがそのロープを引っ張り、巨竜の体を拘束する。

			　アントたちは足を踏ん張り、全力でロープに食らい付いているが、やはり巨竜の方が力は上のようだ。

			　じりじりと穴から巨竜の体が持ち上がり始めたとき、フロレーテが大樹に向けて祈るように両手を組み、叫んだ。

			「大樹様！　力をお貸しください！」

			　フロレーテの声とともに大樹の根が蠢(うごめ)き、穴の下から巨竜の体をからめとる。

			　巨大な樹の根にがんじがらめにされ、巨竜の動きが止まった。

			　さらに巨竜の後方以外からも次々とアントたちが現れ、列をなして進んでいく。

			「頼む。頑張ってくれよ――」

			　穴から出られないと悟った巨竜は、ブレスを放ちアントたちを焼き尽(つ)くしていく。

			　しかし、アースアントが作った土の壁や、その身を盾にしたガーディアンアントたちに阻まれ、いくらかのアントを焼き尽くすだけにとどまる。

			　さらに、複数の方向から迫るアントたちに、完全には対処できていないようだ。

			　爪を振り回して、近づいてきたアントたちを薙(な)ぎ払うが、それでもアントたちの軍勢が止まることはない。

			　そしてついに、攻撃をかいくぐったアントたちが１匹、また１匹と巨竜の下へとたどり着き、その巨大な体をよじ登り始める。

			　巨竜の体へと取り付いたアントたちは、その大(おお)顎(あご)や酸で、鱗(うろこ)に覆(おお)われていない傷口や、防御力の低そうな目や鼻などに攻撃を加え始める。

			　何匹かのアントたちは協力して傷口のふちから、皮ごと鱗をはがしていた。

			「グオオオオオオ！」

			　さすがの巨竜も鱗をはがされ、むき出しになった傷口に攻撃されるのは堪(こた)えるらしい。

			　怒り混じりの苦悶の声を上げ、さらにめちゃくちゃに暴れまわる。

			　その勢いで、何匹かのアントたちが振り落とされるが、すぐに周りのアントたちが攻撃を加えていく。

			　巨竜の周囲は、すでに地面が真っ黒になるほどのアントたちが蠢(うごめ)いている。

			　体に取り付いたアントたちを振り払うのに意識を向けているのか、巨竜のブレスの頻度が落ち、その隙にさらに多くのアントたちが巨竜の下へと殺到する。

			　全身をアントたちに包まれ、巨竜の体はところどころが黒く染まっている。

			　その体のあらゆる部分から血が滲(にじ)み、体力が削られていく。

			　対するアントたちの被害も軽くはない。

			　巨竜が何か行動するたびに、少なくない数のアントたちが倒されていく。

			　だが、たとえ仲間が燃やし尽(つ)くされても、噛み潰されても、アントたちの攻撃が止むことはなかった。

			　その光景は、まさしく死闘と呼ぶべきものだろう。

			「うぅ……こんなの、もう見てられないよ……」

			「フィーネちゃん……」

			　あまりの光景に、フィーネが辛そうな声を出す。

			　戦闘に参加しているアントたちの中には、フィーネと仲の良いアントたちも混ざっている。

			　おそらく、そのうちのいくらかはこの戦闘で命を落とすことになる。運よく、全員助かるなどということはあり得ないだろう。

			「フィリオーネ、目をそらしてはなりません」

			「女王様……」

			　うつむき、戦いから目を背けてしまったフィーネを、フロレーテが厳しい声でたしなめる。

			「あの方たちは、私たちのために命を賭けて戦っているのです。私たちには、最後まで戦いを見届ける義務があります」

			　そうだ。アントたちが戦っているのは、妖精たちを助けるためなのだ。

			　たとえ、この戦いの先で何が起ころうとも、そこから俺たちが目を背けてはいけないのだ。

			「――うん。みんな、がんばれー！」

			　フィーネは真っ直ぐに戦場へ視線を向けると、アントたちに声援を送る。

			　他の妖精たちも、勝利を願ってアントたちへと声を送り始めた。

			「いける！　いけるぞ！」

			「がんばれー！」

			「このまま押し切りましょう！」

			　こちらの応援を背に受けながら、アントたちは果敢に攻撃を加えていく。

			　穴に落ちて拘束された巨竜は、満足に動くことすらできていない。

			　戦況は、今のところこちらが圧倒的に有利だ。

			　犠牲は少なくはないが、このまま削り切れるかもしれない――そう、思ったときだった。

			「グオアアアアアアァァ!!」

			　巨竜の咆(ほう)哮(こう)が天地を揺るがし、結界を超えてこちらにまで届く。

			　憤(ふん)怒(ど)と殺気に満ちたそれに威圧されてしまったのか、妖精たちの声援が途切れた。

			　不気味な静寂の中、巨竜がその口を地面に向けて大きく開く。

			　今までとは、何かが違う。そんな不安と予感を抱きつつ、巨竜の動向を注視する。

			　そして、今までのブレスよりも長い溜めの後、巨竜は地面に向けて巨大な火球を放った。

			　今までに使っていた、広範囲に広がるタイプのブレスとは違い、着弾した部分から爆発したように広がるタイプのブレス。

			　膨れ上がる炎は、巨竜ごと周囲のアントたちを炎に包み、その姿を覆(おお)い隠す。

			　衝(しよう)撃(げき)波が天地を揺さぶり、大量の土砂が降り注いだ。

			　結界越しだというのに、こちらにまでその熱気が伝わるかのような強烈な一撃。

			　やがて、土埃が弱まり、向こう側の様子がうっすらと見え始める。

			　揺らめく陽炎(かげろう)の奥に、今まさに穴から這い出る巨竜の姿が見える。

			　その周囲に、あれほどたくさんいたはずのアントたちの姿はなかった。

			　自分をも巻き込む強烈なブレスによって、巨竜の全身のところどころにひどい火傷ができ、折れていた翼も、その片方がちぎれてしまっている。

			　その姿は、誰が見ても瀕(ひん)死(し)とでも言うべき無残なもののはずだ。

			　なのになぜだろうか、あの巨竜に勝てる気がしない。

			　憤(ふん)怒(ど)に歪むその顔は、まだ余力が残っているようにすら見えてしまう。

			　こちらの作戦と準備、そして、アントたちの決死の奮戦を、圧倒的なまでの力でねじ伏せる力の化身。

			　たった一撃。

			　たった一発のブレスによって、こちらの有利だったはずの戦況が、あっけなくひっくり返されてしまった。

			　力強く大地を踏みしめ立ち上がった巨竜は、辺りを悠々と睥(へい)睨(げい)すると、天に向かって高らかに吠(ほ)える。

			　ダメージを受けていないはずがない、なのに、力強く雄々しいその咆(ほう)哮(こう)は、底なしの生命力を感じさせるほどだ。

			　巨竜からの死刑宣告のようなその咆哮を聞き、思わず１歩、後ろへと足が下がってしまう。

			　もはや、あの巨竜を封じ込めるものは、天地のどこにもなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　突然できた穴に落ち、拘束され、無数のジャイアントアントに食いつかれたルドニールは、忌(いま)々(いま)し気に叫ぶ。

			『虫けらどもが、調子に乗るなあああァ！』

			　敵とすら思っていなかった虫けら相手に苦戦を強いられ、こうも無様な姿を晒(さら)している。

			　あまりの屈辱に、ルドニールの怒りは、もはや頂点を振り切っていた。

			　ルドニールは地面に向け、特大の火球を放った。

			　地面に着弾した火球は、瞬(またた)く間に膨れ上がり、周りの虫けらたちを焼き尽(つ)くし、消し炭へと変えていく。

			　全力で放った炎に包まれたルドニール自身の体も、軽くはない傷を受ける。

			　だが、彼にとって、もはやそのような些(さ)事(じ)はどうでもよいことであった。

			　自分にここまでの屈辱を味わわせた愚(おろ)か者を、１人残さず焼き尽(つ)くす。

			　たった１つだけの目的が、彼の思考を埋め尽くす。

			　灼熱の炎に焼かれ、大樹の根も、張り巡らされていたロープもすべて焼き払われた。

			　未だに下で足(あ)掻(が)く虫けらどもの抵抗も、それだけではもはや障害にはなりえない。

			　彼を縛(しば)るものは、どこにも存在しない。

			　ルドニールは穴から抜け出し、大地を踏みしめる。

			　炎に照らされ、赤く焼けた天へと咆(ほう)哮(こう)をあげ、誓う。

			　必ずや、この小細工に頼る卑怯者を、そして力で敵わぬならと数に頼った愚か者どもを消し炭に変えてくれると――

			　炎竜王は悠々と辺りを睥(へい)睨(げい)する。

			　辺りには業火に焼かれ、焦(こ)げ付いた大地が広がっているが、虫たちは全滅していなかった。

			　あのブレスの直前、何者の指示によるものか、虫けらのうちのいくらかが土壁を作り、自身を盾として仲間を守ろうとする者もいた。

			　事実、すでに土の下から、いくらかの蟻(あり)たちが顔を覗かせ始めている。

			　未だに諦(あきら)めず、愚かにも戦いを挑もうとする虫けらたちを見下ろし、炎竜王は鼻を鳴らす。

			　天を駆ける翼は千切れた。

			　だが、たとえ空を飛べなくとも、力の差すら分からぬ愚(おろ)か者たちを根絶やしにするのは容易(たやす)い。

			　足元には、無数の虫けらどもが蠢(うごめ)き、懸命に牙を突き立てている。

			　しかし、そのような攻撃など、たとえ千度重ねようが炎竜王を倒すことなどできない。

			『虫けらどもよ――この炎竜王に挑んだことをあの世で悔いるがよいわ！』

			　ルドニールは、足元の虫けらたちに向け、灼熱のブレスを吐きかけた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　巨竜が、その足元に必死に食らい付くアントたちをブレスでもって蹂(じゆう)躙(りん)していく。

			　先ほどの一撃で、こちらの戦力はほぼ半減。シュバルツたちを中心としたいくらかは何とか生き延びたようだが、巨竜の拘束は解かれてしまった。

			「ど、どうしようダン！　ドラゴンが外に出ちゃったよ！」

			「ダンさん！　早くしないと生き残ったアントさんたちも！」

			「分かってる！　分かってるが――くそっ！」

			　フィーネとリリーネが真っ青な顔でこちらを見るが、もはやどうしようもない。

			　まさかあの巨竜が、あれほどの威力の攻撃を放つとは思いもしなかった。たった一撃で周囲のすべてを消し飛ばすなど、誰が予想できただろうか。

			　仮に予想できていたとしても、何ができるのだろうか。あの馬鹿げた攻撃を防ぎきるなど、こちらの戦力では不可能だった。

			　巨竜の近くにいたアントたちは、ほぼ根こそぎやられてしまった。

			　地下にいたアントたちは無事だが、相手があれを２発３発と撃てるようならもはや勝利は絶望的だろう。

			　ならばどうしろというのか！

			　まずはあのブレスを封じないとどうにもならない。そんなことは分かっているが、どうすればあの馬鹿げた一撃を避けられるのか……。

			　結界の向こうでは、アントたちがなおも巨竜に立ち向かっているが、戦況はよくない。

			　考え、準備してきた策を、ただの力押しでこんなにも簡単に突破されてしまった。

			　狂った盤面を立て直さなければいけない。そして、考えている時間などない。

			　どうしたら、どうしたら――

			「ダン様、落ち着いてください。焦(あせ)っていては何も思いつきませんよ」

			　どうやら焦りが顔にまで出ていたようだ。

			　フロレーテの声が、落ち着くようにと俺をたしなめる。

			　そうだ、焦っていてもいい考えなど出ない。

			　まずは深呼吸をして、焦(あせ)った心を落ち着かせよう。

			　一度、二度、三度――ゆっくりと、息を吸って吐き出す。

			　よし、これでいい。

			　完全に焦りが消えたわけではないが、それでも冷静に考えることができるようになった。

			「ありがとう、フロレーテ。さっき、他の妖精にも同じことを言われたよ」

			「どういたしまして――私のこれも、彼女からの受け売りですけどね」

			「そうか、それならハルにも感謝しないとな」

			　ぐるりと周囲を見回すが、彼女の姿は見当たらない。

			　まあ、里の妖精すべてがここの高台に集まっているわけではない。きっとどこかで、この戦いを見守っているのだろう。

			　改めて巨竜を観察すると、あまりの迫力に圧倒されて気付いていなかったが、最初よりも動きが鈍くなっている。

			　間違いなく、今までの攻撃は効いている。

			　相手も生き物なのだ。絶対に倒せないわけではない。

			　そうだな――まずは、今使える手札を確認しよう。

			「フロレーテ。さっきの、大樹の根による拘束はまだ使えるのか？」

			「そうですね……今すぐは厳しいですが、もう少しだけ時間があれば、あと１回くらいは使えるでしょう」

			　これはいい知らせだ。

			　大樹の根による拘束があれば、１度だけ巨竜の動きを止めることができる。

			　あとは、あの巨竜をどうやって穴に落とすかである。

			　ダミーコアによって落とし穴を作るだけのＤＰは、まだ十分に残されている。

			　しかし、相手をうまく穴に落とすのは難しいだろう。

			　まず、ダミーコアの領域内にあの巨竜がいる場合、敵対している存在がいることでコアの機能が制限されてしまうため、ＤＰを使用して土を掘ることができなくなってしまう。

			　そのため、地表ギリギリに領域が届くようにダミーコアを配置する必要があるのだが、落とし穴を作ることができるのは、円形の領域の最上部、コアの真上の一点だけだ。

			　それ以外の場所に作るのならば、事前に穴を作って誘導しなければならない。

			　しかし、相手が落とし穴を警戒しているならば、避けられてしまう可能性があるのだ。

			　回避される可能性を減らすために、奇襲性の高い前者の方法を選択するとしよう。

			　次は、あの強烈なブレスをどうするかだ。

			　穴に落として動きを止めたところで、もう一度あの大火球を撃たれてしまったら脱出されてしまう。

			　さらに、攻撃のチャンスを無駄にしないためには、穴に落ちた瞬間を狙って残りの戦力で総攻撃を仕掛ける必要がある。

			　だが、そのタイミングであの火球を撃たれてしまえば、こちらの戦力は完全に壊滅だ。そこから立て直す余力はない。

			　火球を放って脱出する時、相手もダメージは負うだろうが、それで倒し切れるとは限らない。

			　ブレスを止める機会があるのは、あの長い溜めを行っている間くらいだろう。

			　それ以外のタイミングだと、相手の頭が高い位置にあるせいで攻撃できそうにない。

			「考えろ……考えるんだ……勝ち目はまだある」

			　自分自身に言い聞かせるようにつぶやく。

			　まるで蜘蛛の糸のようなわずかな可能性だが、まだ勝ち目はある。

			　今いるアントたちの中で、あのブレスを止められそうな者はいるだろうか。

			　物理攻撃主体のアントでは厳しい。

			　仮に口の中に飛び込んだとしても、そこまでのダメージを与えられるとは思えない。

			　ならばガンナーアント系のアントたちならどうか？

			　口の中を酸で焼いてしまえば、妨害できるかもしれない。

			　アントスパイダーのロープも、まだあったはずだ。

			　残りのチャンスは、おそらく１回だけ。

			　成功するかどうかも分からない、ギャンブルのような作戦とも言えないようなそれ。

			　普段なら選ぶはずもないような作戦だが、もはや考えている時間は残っていない。

			　こうして考えている間にも、アントたちは着実にその数を減らしている。

			　これ以上やられてしまえば、残り少ないチャンスまでなくなってしまう。

			　これでやるしかないだろう。

			「まずは、誘導だな」

			　巨竜のブレスから身を守るために、目標地点の周辺へとアースアントに土壁を作らせる。

			　その壁の後ろに隠すように遠距離攻撃が可能なアントたちを並べていく。

			　あとはフロレーテの準備が整うまで時間を稼ぎつつ、落とし穴の場所まで誘導するだけだ。

			　言うだけならば簡単だが、あの巨竜を誘導するには、生半可な実力では不可能だ。

			　うちのダンジョンでそれができそうな戦力は、シュバルツたち以外にはいない。

			　死地に飛び込むことになるシュバルツには悪いが、ここが正念場だ。

			「シュバルツ！　頼むぞ！」

			「シュバルツちゃん、頑張って！」

			「シュバルツさん、絶対に勝ってください！」

			　作戦開始だ。

			　指示を受けたシュバルツたちが穴から飛び出し、巨竜の前へと躍り出る。

			　彼女たちに向け、巨竜からはブレスが吐き出されるが、アースアントの土壁とガーディアンアントの盾を使い、それをやり過ごす。

			　どうやら、正面から受けるのではなく、ブレスの方向をそらしながら攻撃を防いでいるようだ。

			　さらに、酸の弾幕をブレスに当てることでその威力を弱めている。

			　こちらの無茶な命令を果たすために、アントたちが力を合わせて敵に立ち向かっていた。

			　だが、さすがのシュバルツたちでも、やはり炎竜王を相手にするのは辛いようだ。

			　少しずつ、だが着実に数を減らされ、じわじわと追い詰められていく。

			　固(かた)唾(ず)をのんで、奮戦するアントたちの姿を見守る。

			「ダン様！　準備が終わりました！　いつでも行けます！」

			「よし！　あとは落とし穴に落とすだけだ！」

			　待ち望んだその言葉。

			　ようやく、フロレーテ側の準備が終わったようだ。

			　シュバルツたちが、巨竜を誘いつつゆっくりと後退していく。

			　巨竜は何度攻撃してもなかなか倒れないシュバルツたちに向けて、忌(いま)々(いま)し気に吠(ほ)えると、他のアントを無視して突き進んでいく。

			　そのまま巨竜は誘導されていくが、目標地点にもう少しで届こうかというところで、その足が止まった。

			　――まさか、こちらの狙いに気が付いたのだろうか？　何とか誘導しようとするあまり、違和感を持たれてしまったのかもしれない。

			　妖精たちも送っていた声援を止め、静かにその光景に見入っている。

			　失敗――その二文字が脳裏をよぎった次の瞬間、シュバルツが巨竜を正面から睨(にら)みつけ、挑むような咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			　それに呼応して巨竜が吠(ほ)え、その足を１歩踏み出す。

			　今、この瞬間だ――

			　大量のＤＰと引き換えに、巨竜の足元の土がごっそりと消滅する。

			　巨竜の体が、穴の中へと落ちていく。

			「今だ！　頼む！」

			「分かりました！　大樹様！　力をお貸しください！」

			　フロレーテの言葉とともに、再度、大樹の根が巨竜の体を拘束し、地面へと縫(ぬ)い付ける。

			　アントフライが弾丸のように飛び交い、ロープを巻き付ける。

			　また、同じ方法で脱出するつもりなのだろう。

			　巨竜は前回と同じように、ブレスを吐くために力を溜める。

			　その大きく開けた口にめがけて、アントたちの酸弾が飛び込んでいく。

			　しかし、巨竜の動きは止まらない。まるでこちらの浅はかさを笑うように、巨竜の喉の奥で陽炎(かげろう)が揺らめく。

			　ダメだったのか――そんなことを考えた時、黒い影が巨竜に向けて走った。

			「ダン！　シュバルツちゃんが！」

			「何をするつもりだ!?」

			　矢のように、真っ直ぐに巨竜へと駆けるシュバルツ。

			　そこへ、ブレスの溜めが終わった巨竜が口を向け――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　蟻(あり)の群れを蹂(じゆう)躙(りん)する炎竜王だが、苛立ちは募るばかりだった。

			　弱々しくまとわりつく虫けらどもを蹴(け)散(ち)らしていると、他の者よりもわずかに強い力を持った集団が現れた。

			　ルドニールの力と比べれば、そこらの虫けらと大した違いがあるわけではない。ほんの少しだけ、他の者よりも強いだけだ。

			　だが、ルドニールの攻撃を、時には避け、時には逸(そ)らしと持ちこたえている。

			　この炎竜王たる我が、何たる無様か！

			　虫けらの１匹ごときを殺すのに手間取るとは――ルドニールは、煩(わずら)わしい虫けらたちと、それを蹴散らせない自身のふがいなさに苛立ちを募らせる。

			　だが、少しずつだが、虫けらたちは追い詰められている。

			　残らず消し炭になるのは、もはや時間の問題だった。

			　そんなときである。虫けらたちの動きが、何かを誘うように変わったのだ。

			　また小細工でも仕掛けるつもりだろうかと、ルドニールはその行動をいぶかしむが、虫けらたちを追いかけるのを止める気はなかった。

			　そして、もう少しで追いつこうかというとき、ルドニールは足元に漂う魔力のわずかな違和感に気が付いた。

			　この下に、何かが仕掛けられている。それはきっと、先ほどのような卑怯な罠(わな)だろう。

			　このような小細工が二度も通じると思われていた。

			　炎竜王の力を愚(ぐ)弄(ろう)するかのようなそれに、怒りを燃やす。

			　力で及ばず、罠に頼ろうとする愚か者ごと、仕掛けられた罠を消し飛ばしてやろうとしたときだった。

			　目の前の虫けらたちの中で、最も強いだろう１体が、不遜にも炎竜王を真正面から睨(にら)みつけ、咆(ほう)哮(こう)する。

			　ちっぽけな虫けらの咆哮。そこに込められた意思。

			　――真に強者であるならば、目の前の罠を踏み抜き、そしてその力を証明してみせよ。

			　それはあまりにも分かりやすい挑発だった。

			　ここまでの戦いで、力の差は理解できたはずだ。

			　それでもなお、虫けらたちの抱く勝利への希望は消えていない。本気で、炎竜王を葬(ほうむ)ってみせるつもりなのだ。

			　おもしろい――

			　ルドニールは、喉を唸(うな)らせ、牙をむき出しにする。

			『よかろう！　貴様らの小細工など、我は正面から打ち砕いてくれる！　そして、真の強者の姿を見るがいい！』

			　炎竜王ルドニールは足を踏み出した。

			　地面が崩れ、そして大樹の根と白いロープが、ルドニールの体を拘束する。

			　先ほどと同じそれに、ルドニールは落胆する。

			　まさか、二度目のブレスは撃たないとでも思ったのだろうか？

			　所(しよ)詮(せん)、虫けらは虫けらだった。期待外れだと、ブレスを吐くために口を開ける。

			　そこへ、正面の土壁に隠れていた虫どもが酸を流し込む。

			　その存在は最初から気付いていた。脅威になどならぬと、捨て置いたのだ。

			　――愚(おろ)かな……その程度の酸ごときが我を止められるものか！

			　心の中でののしり、止めのブレスを吐きだそうとしたその瞬間だった。

			　ルドニールの下へと黒い影が迫り、突進。

			　ブレスを吐くために大きく開けた顎(あご)を押し上げ、強引に閉じる。

			　限界まで溜めた炎はもう止められない。行き場を失った炎は、口の中で爆発し、その破壊力を存分に振り撒(ま)いた。

			　口から漏(も)れ出た炎が辺りを包み、灼熱の空気が周囲の生き物たちを炙(あぶ)る。

			　ブレスはその余波だけで周囲に甚大な被害を与えたが、爆炎はルドニールの体の中も焼き尽(つ)くしていた。

			「グ……ウ……」

			　喉から漏れるような、その声とともに、炎竜王の体から力が抜ける。

			　炎が消えたとき、そこにはぼろぼろになりながらも立つ虫けらがいた。

			　

			　すでに勝敗は決していた。

			　体内を焼かれた炎竜王には、もう戦うだけの力は残されていなかった。

			　炎竜王は最後の力を振り絞(しぼ)り、目の前の虫けらへと首を向ける。

			『策を巡らせ戦いを愚(ぐ)弄(ろう)し、力で敵わぬなら数に頼る。このような戦い方で勝って満足か？』

			　炎竜王は、目の前の虫けらへと声をかける。
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			　ルドニールは、そのような戦い方をするのは、恥を知らぬ卑怯者だけだと思っていた。

			　だが、目の前の虫けらはふらつきながらも、どこか誇(ほこ)らしげだった。

			　それが、気になったのだ。

			　炎竜王の問いかけを受け、目の前の虫けらが口を開く。

			『愚(ぐ)弄(ろう)？　戦いを愚弄しているのは、炎竜王。貴方の方だ――』

			　言語ですらない、ギイギイという鳴き声。

			　だが、そこに込められた強烈な意志が言葉の代わりとなり、炎竜王に伝わる。

			『策を練り、皆の力で戦い強者を倒す。そうして我らは生き残ってきた。貴方は卑怯だと言うかもしれないが、これが我らの戦い方だ。それを愚弄するなら、私は貴方を許さない』

			　その声は、己の戦い方への誇(ほこ)りに満ちていた。

			　その眼は、決して卑怯者のするようなものではなかった。

			　叩きつけるような強烈な意志を受け、炎竜王は目を閉じ思考する。

			　戦いとは小細工など考えずに、正面から力と力をぶつけあうものだと思っていた。

			　だが、それは炎竜王から見たものでしかない。

			　彼女たちのような存在には、彼女たちなりの戦いがあったのだ。

			　策を練り、力を合わせ、それでも足りないならば相手の力まで利用する。

			　そして、彼女たちは勝ち、炎竜王は負けた。

			『――驕(おご)っていたのは我であったか……先ほどの言葉は取り消そう。我の名はルドニール。誇り高き蟻(あり)の将よ、其方の名は何という？』

			『私の名はシュバルツ。ルドニールよ、其方と戦えたことを私は誇(ほこ)りに思おう』

			　虫けら――ではなく、小さな戦士はそう名乗る。

			『シュバルツ――良い名だ』

			　炎竜王は先ほどの戦いを思い出す。

			　辺りを黒く埋め尽(つ)くすほどの蟻(あり)の大群。そして、黒の名を冠するその将。

			　自身を打ち倒したその名を、炎竜王は心に刻む。

			『シュバルツよ、このルドニールを討ち取るとは見事であった。我も最後にお主のような戦士と戦えたことを誇りに思うぞ』

			　冥(めい)途(ど)に持ってゆくのにふさわしい戦いだったと、炎竜王はゆっくりと目を閉じる。

			　彼の命の火はすでに消えかけ、残された時間はもう長くはない。

			　心残りがないわけではない。あの化け物との再戦も叶(かな)うことはなかった。

			　だが、最後の戦いは、悪くはないものであった。

			　お互いに、誇りをもって死力を尽くし、そして負けた。

			　決して、あの時のような、戦いですらなかったつまらぬものではない。

			　蟻に負けたなどと言えば笑う者もいるかもしれないが、そのときは消し炭にしてやるだけだ。

			　――できるならば、また戦ってみたいものだ。きっと今なら、もっと戦いを楽しめただろうに――

			　最期に、叶(かな)わない再戦を思い描きながら、炎竜王はその生を終えた。

			　その口元は、まるで笑みを浮かべているように歪んでいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――勝った、みたいだな」

			　巨竜は動かなくなった。

			　どうやら、シュバルツたちが勝利したようだ。

			　傾きかけていた太陽は、すでに地平線に沈みかけている。

			　長い戦いだった。これほどの死闘を経験したことは、今までない。

			　この戦いで、アントたちには数えきれないほどの犠牲が出た。

			　そして、犠牲となったのは、アントたちだけではない。

			「大樹様……」

			　妖精たちが、各々目に涙を溜めながら大樹を見上げる。

			　２度目の力を使った後、大樹は完全に枯れてしまった。

			　葉は完全に落ち、乾いた幹全体へとひび割れが広がってしまっている。

			　もはや、大樹から命の気配は感じられない。

			　妖精たちの泣く声が辺りに響く。

			　妖精の里を見守り続けた大樹は、その生と引き換えに里を救って見せたのだ。

			　やがて、フロレーテがこちらへとやってきた。

			「ダン様、私たちを救っていただき、本当にありがとうございました」

			「完全に救えたわけじゃないけどな。フロレーテ、これからどうするんだ？　行く当てがないなら、うちのダンジョンに来てもいいんだが……」

			　大樹が枯れてしまった今、妖精の里を守る結界は消え、周囲は草の１本もない焼け野原になってしまっている。

			　もう、ここには住めないだろう。

			　妖精たちが生きていくには、新天地を探す必要がある。

			　そして、その条件にぴったりの場所が、ダンジョンには存在する。

			「よろしいのですか？　私たちの命を救っていただいて、そのうえ、住む場所まで用意してもらうなど……」

			「もともと、そうなる可能性を考えていたからな。フィーネやリリーネも、やっぱり仲間たちがいないと寂しいだろう。フロレーテたちが来てくれると、俺も助かるんだが……」

			　フィーネたちも、フロレーテたちと暮らしたいだろうし、そうするべきだ。

			　だが、ダンジョンの外で新天地を探すとなれば、フィーネたちとはお別れである。

			　ダンジョンの外となれば、そう簡単に会いには行けないだろう。

			「分かりました……これから、よろしくお願いしますね」

			　フロレーテは遠慮していたようだが、フィーネとリリーネの名前を出すと、ようやく頷いてくれた。

			「ああ、これからよろしく頼むぞ」

			　大樹は救えなかったが、妖精たちは守ることができた。

			　今の里にはもう住めないが、彼女たちの行く先がないわけでもない。

			　最良の結果ではなかったが、最悪の結果ではない。

			　炎竜王との戦いは、ダンジョン側の勝利に終わったのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いが終わったのを実感すると同時に、どっと疲れが襲ってきたが、まだ休むわけにはいかない。まずはこの戦いの後始末をしなければいけないのだ。

			　大樹を失った妖精たちが、ダンジョンへと引っ越してくることが決まった。

			　妖精たちを守ってくれる結界もなくなり、こちらの戦力もかなり減っている。

			　森を焼かれて住処を追われたモンスターや、この戦いをどこかで見ている外の人間たちなどの邪魔が入る前に、さっさと撤収してしまうべきだろう。

			「それにしても凄(すさ)まじい光景だな……」

			「森も消えちゃったね……」

			「元の森に戻るまでに、どれだけかかるでしょうか……」

			　目の前に広がるのは、草木が１本もなくなってしまった焦(しよう)土(ど)だ。

			　あちこちからはまだ煙(けむり)が上がっていて、元の森の面影など見当たらない。

			　さらに、先ほどまで続いた戦闘によって地形が変わっている場所もある。

			　このまま放っておくと、生態系にかなりの影響が出てしまいそうだが、森を復活させる手立てなど持っていないので諦(あきら)めるしかないだろう。

			　地面に張り巡らされたトンネルや落とし穴は、ダミーコアを回収してしまえば勝手に崩れて元通りになってくれるはずだ。

			　巨竜との戦いで一部地形が変わっている場所が気になるが、そこまで直している暇(ひま)はない。

			　次に巨竜の死体だが、さすがに全長50メートルにも及ぶドラゴンの死体となると、途方もなく大きい。

			　仕方がないので、倉庫機能を使って死体を回収しておく。こちらの処理は、ダンジョンに戻ってから考えるとしよう。

			　戦闘中に剥(は)がれた皮や鱗(うろこ)も忘れずに収納していく。

			　多少は取りこぼしがあるかもしれないが、大部分は回収できたはずだ。

			　角が片方に、巨大な牙、鱗や皮なども結構な量になる。肉や骨だって、様々な使い道があるだろう。

			　欠けてしまっている鱗(うろこ)や、皮がボロボロになってしまっている部分もあるのだが、サイズがかなり大きいため、少し加工すれば十分使えるだろう。

			　アントの体に張り付けたりなどすれば、強力な装備になってくれそうだ。

			　あとは、これを加工できれば言うことはないのだが……。

			　今度、鍛(か)冶(じ)ができそうなモンスターでも探してみるべきだろうか？

			　戦いで犠牲になったアントたちの死骸も、できるだけ回収しておいた。

			　ほとんどの死骸は欠片(かけら)すら残さずに燃え尽(つ)きてしまったようだが、それでも回収できそうなものをひたすら集めていく。

			　犠牲になったアントの数は数千匹にも及ぶだろう。

			　かなり手痛い損失となった。ここから元の状態にまで立て直すには、長い時間がかかるはずだ。

			　そして最後に――

			「あとは、この大樹だな……」

			　炎竜王の倍ほども大きな、地面にそびえ立つ巨大な樹を見上げる。

			　すでに葉はすべて落ち、幹もひび割れてしまっているが、それでもその姿に畏敬の念を感じる。

			　妖精たちもこの大樹には思い入れがあるはずだ。なにせ、彼女たちが生まれた時から里を守り続けていたのだ。

			　何とか持って行きたいのだが、地面に根付いているからなのか、倉庫にも入らない。

			　まさか、これを切り倒してしまうわけにもいかない。どうしたものだろうか。

			「ダン様、何をなさっているのですか？」

			　枯れた大樹の前で悩んでいると、フロレーテがこちらへとやってきた。

			　目の前へとやってくると俺の視線を辿り、その先にある大樹を見て首をかしげる。

			「この大樹も、新しい里に一緒に持って行ってやりたいと思ったんだが、どうするべきか考えていたんだ。何かいい方法はないか？」

			　そうフロレーテに尋ねると、彼女は少し考えた後に、ゆっくりと首を振った。

			「ダン様、私たちのためにありがとうございます。ですが、私たちが大樹様の死を悼(いた)んで泣き続けるのを見るよりも、ここで新たな命の礎(いしずえ)になる方がよいでしょう」

			　フロレーテは、大樹を見上げ、そしてゆっくりと目を閉じる。

			「きっと大樹様も、それを望んでいると思います」

			「そうか……」

			　妖精たちがそれでいいなら、俺からは何も言うことはない。

			　大樹に背を向け、フィーネたちとの合流場所に指定した、地下トンネルの入り口へと向かう。

			「あっ！　やっと来た！」

			「ダンさーん！　こっちの準備は終わりましたよー！」

			　そこでは、引っ越しの準備を終えたフィーネたちが待っていた。

			　彼女たちの足下には、新天地に持って行くものが置かれている。

			「待たせたみたいだな。それで？　フィーネたちは何をもって行くんだ？」

			　ふと気になったので聞いてみる。

			　ダンジョンで彼女たちが欲しがるものは、基本的に遊び道具かお菓子ばかりだった。

			　そんな彼女たちは、いったい何を持って行くつもりなのだろうか？

			「ふふーん！　アタシが持って行くのはこれだよ！」

			　そう言ってフィーネが見せてくれたのは、何の変哲もないどんぐりだった。

			「えーっと……なんというか、ただのどんぐりに見えるんだが……」

			「むむっ！　ただのどんぐりじゃないよ！　こんなに大きくて形の良いどんぐりは、なかなかないんだからね！」

			「フィーネちゃんの大事な宝物ですね。無事に戻ってきて何よりです」

			　ふむ、確かに、言われてみれば普通のものよりも立派に見える気がしないでもない。

			　周囲を見回すと、他の妖精たちがフィーネの掲げるどんぐりに羨望の眼差しを向けている。

			　どうやら、彼女たちにとってはなかなかに価値のあるものだったようだ。

			「私はこれですね。木の実のはちみつ漬けです」

			　フィーネのお宝の披露が終わり、次にリリーネが指をさしたのは、彼女の半分ほどの大きさの樽である。

			　蓋を開けてもらい中を見ると、黄金色のはちみつの中に、食べやすいように小さく砕かれた木の実が沈んでいた。

			「リリーネの作るはちみつ漬けは、とーってもおいしいんだよ！」

			　その味を思い出したのか、フィーネはたらりとよだれを垂らす。

			　慌ててそれをぬぐった彼女だったが、すぐにまたよだれが垂れていた。

			「ちょうど食べごろですし、おひとついかがですか？　妖精サイズなので、ちょっと小さいかもしれませんが……」

			　そう言ってリリーネが差し出したはちみつ漬けを受け取り、いくつかまとめて口の中へと放り込む。

			　クルミに似た香ばしさと、はちみつの甘さが合わさったそれは、フィーネの言う通りとてもおいしいものだった。

			　惜しむべきは、やはり少々小さくてものたりないことだろうか？　今度、妖精たちと一緒に作ってみてもいいかもしれない。

			「リリーネ！　アタシも！　アタシも！」

			　俺が食べているのを見て我慢できなくなってしまったのか、フィーネがリリーネにはちみつ漬けをねだる。

			「ふふっ、それじゃあひとつだけですよ？」

			「わーい！」

			　リリーネからはちみつ漬けを受け取ったフィーネは、すぐにそれを口に入れると、感激の声をあげた。

			　満面の笑みでもぐもぐと口を動かし、時折幸せそうに体を震わせる姿は、全身でそのおいしさを表現しているようだった。

			「ふわぁ！　やっぱりおいしいね！　もう１個！」

			「ダメです！　あとはダンジョンに帰ってからにしましょう」

			「ダン！　早くダンジョンに帰ろう！」

			　はやくはやくとフィーネにせかされながら、引っ越しの準備を進める。

			　木の実やキラキラした石ころ、虫の抜け殻に、巨大な種のようなものなど、人によってはガラクタ扱いされそうなものばかりだが、どの妖精も大事そうにそれらの品物を抱えている。

			　それら１つ１つに、誰のものか区別できるように目印をつけ、丁(てい)寧(ねい)に倉庫へと収納していく。

			　妖精たちの宝物を収納し終え、ようやく引っ越しの準備が終わった。

			　あとは、彼女たちを連れてダンジョンへと帰るだけだ。

			「ふふーん！　迷子にならないようにちゃんとアタシについてきてね！」

			　フィーネを先頭に、順番にトンネルの中へと進む妖精たち。

			　少し寂しげな妖精。名残惜しそうに辺りを見回す妖精。新天地への期待に、わくわくした表情を浮かべる妖精など、その様子は様々だ。

			「ダン様、里の妖精はこれで全員です」

			「そうか、それじゃあ俺たちも向かうとしよう」

			　トンネルに入る妖精たちを、１人１人確認していたフロレーテがこちらに振り返り、取り残された妖精がいないことを報告する。

			　一時はどうなることかと思った妖精たちの救出作戦だが、これでほぼ成功したも同然だ。

			　なんとかなったと胸をなでおろし、トンネルへと向かう。

			「――――」

			　トンネルに入る直前、強い風が背後から吹き抜ける。

			　その風の音に交じって、誰かの声が聞こえた。

			　背後を振り返るが、そこにあるのは枯れた大樹だけだ。

			「ダン様？　どうかなさいましたか？」

			「――いや、なんでもない。ちょっと強い風にびっくりしただけだ」

			　こちらを振り返るフロレーテに、何でもないと首を振ると、フィーネたちの後を追いトンネルの中へと入る。

			　風に交じって聞こえたその声は、ありがとうと、そう言っていた気がした――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「とうちゃーく！」

			「皆さん、お疲れ様でした」

			　途中、フィーネが道を間違えそうになるというトラブルがあったが、無事にコアルームの奥の森へと到着する。

			「よし、さっそく森を案内しようか」

			「じゃあ、アタシが案内してあげるよ！」

			　当然とばかりにフィーネが手をあげるが、本当に大丈夫だろうか？

			「それはいいけど、今度は迷子になるなよ？」

			「むむっ！　さっきはちょっと間違えただけだからね！」

			　フィーネが抗議すると、その様子がおかしかったのか、他の妖精がくすくすと笑い始めた。

			　ぷりぷりと怒るフィーネだが、その様子はどこか楽しそうである。

			「それじゃあ、しゅっぱーつ！」

			　さすがのフィーネも今度は迷子にならず、花畑や泉などを順に案内しながら、森の中を進んでいく。

			　俺たちは大きく円を描くように森の中を進み、やがて、森の中心部分へと到着した。

			　大きな木々がまばらに生えるその場所は、日当たりも良く心地よい風が吹いている。

			「ここなら、新しい里を作るのにちょうど良さそうですね」

			「そうか。それじゃあさっそく家を用意するとしよう」

			　里では、妖精たちは木の幹をくりぬいたような家に住んでいたが、ここにそのようなものがあるはずもない。

			　一から木を削って家を作るのも大変だろうと、手っ取り早くＤＰを消費して住む場所を用意しようとしたのだが、それをフロレーテが遮(さえぎ)った。

			「ダン様、それには及びません。家は私たちで用意できますから」

			「ふむ？　どうするつもりだ？」

			「ふふっ、見ていてくださいね――」

			　そう言って近くの木へと小さな掌をかざしたフロレーテは、目を閉じ何かに集中する。

			　何をするつもりだろうと、その様子を見守っていると――なんと、木の幹に扉や窓のようなものが出来上がり、ほんのわずかな時間で、里にあったような家が完成した。

			「これは、驚いたな……」

			「木に宿る精霊さんにお願いして、住むための場所を作ってもらったんです」

			　こちらを振り返り、得意げにそう説明するフロレーテ。

			　どうやら、こちらで家を用意する必要はなかったようだ。

			　フロレーテに続き、他の妖精たちも思い思いの場所へと向かい、自分の家を作っていく。

			　嬉しそうに目を輝かせ、自分たちの家の中を確認する妖精たちを眺めていると、クイクイと袖を引っ張られる。

			　見れば、袖を引っ張っていたのは、どこかぼんやりとした表情の妖精。里で俺に助言をしてくれたハルだった。

			「ハル？　何かあったのか？」

			「ダン、こっちこっち」

			　ハルはどこかへ連れて行きたいのか、俺の服をしきりに引っ張る。

			　どこへ連れて行きたいのかは分からないが、とりあえず彼女についていってみるとしよう。

			「あれ？　ダン、どこにいくの？」

			「あちらの方には何もなかったはずですが……」

			　ハルの後ろについていく俺の姿を見たフィーネとリリーネが、首をかしげながらもこちらへとやってくる。

			　その様子が気になったのか、フロレーテや他の妖精などもぞろぞろとついてきた。

			「なあ、どこに行くつもりなんだ？」

			「あと、もうちょっと」

			　ハルに連れられてたどり着いたのは、何もない広場のような場所だった。

			　そこには背丈の低い草が地面を覆(おお)うように生えているだけで、特に目を引くものは存在しない。

			「ダン、あれだして」

			「あれ？」

			「さっきあずけた、わたしのにもつ」

			「ああ、あの大きな種みたいなのか」

			　確か、彼女から預かったのは、こぶし大ほどもある大きな種のようなものだったはずだ。

			　なんの種か気になっていたが、フィーネが待ちきれなさそうにしていたこともあって、聞きそびれていたものだ。

			「そう、それー」

			　彼女から預かった種を取り出すと、ハルは満足気に頷き、広場の中心を指さす。

			「それ、ここにうえる」

			　どうやら、この種をここに植えるために俺を連れて来たらしい。

			　これを植えるのはかまわないのだが、この種はいったい何なのだろうか？

			「ねえねえハル。この種は何の種なの？」

			　興味津々な様子で大きな種を眺めていたフィーネが、種を指さし疑問を口にする。

			　どうやら他の妖精たちも、この種に見覚えがないようだ。全員の視線が、ハルへと集まった。

			「ふっふっふ、これはゆぐの――じゃなくて、たいじゅのたね」

			　腕を組み、不敵に笑った彼女の、信じがたい言葉。

			　全員が、その言葉をすぐに理解できず、ぽかんとしたような表情を浮かべる。

			「ハ、ハルさん、それは本当なのですか？」

			「うむー、ほんとー」

			　震える声で、おそるおそる確認するフロレーテに、間違いないとハルが頷く。

			「ああ、本当に、本当なのですね――」

			　感極まったのか、フロレーテがぽろぽろと涙をこぼし始めた。他の妖精たちも、笑顔を浮かべたり、フロレーテのように涙を流したりして喜んでいる。

			　妖精たちの新天地となったこの森だが、そこに彼女たちとともにあった大樹はなかった。

			　だが、これで欠けていた存在が、元通りとは言えないが揃ったのだ。

			「ダン、はやくはやくー」

			　妖精たちが落ち着いた頃、待ちきれないといった様子でハルがこちらをせかし始める。

			「よし、それじゃあみんな、心の準備はいいか？」

			「うん！」

			「はい！」

			　妖精たちが見守る中、種を植えるための穴をスコップで掘る。

			　十分な深さの穴ができたところで、種をそっと穴の中へと置き、上から土をかけようとした時だった――

			「みんな、あぶないからはなれててねー」

			　何気なく放たれた、ハルのその言葉に土をかけようとしていた手が止まる。

			「な、なあ、ハル。本当に大丈夫なのか？」

			「うん？　なにがー？」

			　こてんと、可愛(かわい)らしく首をかしげる彼女だが、その眼はこちらを見ていなかった。

			　さらに、そんな彼女の様子を見た他の妖精たちも、徐々にこちらから距離を取り始めた。

			「なあ、どうしてみんな離れるんだ？」

			「だ、ダン！　がんばって！」

			「わ、私たちはここで見ていますね！」

			「がんばれー」

			　これを植えた瞬間に何が起こるか分からないが、もしかしてこれは、相当危険なものなのではないだろうか？

			「本当に、本当に大丈夫なのか？」

			「すぐにはなれれば、だいじょうぶ」

			　本当に大丈夫なのかハルに確認するが、返ってきたのはのんびりした口調の、不安になるような言葉だった。

			　正直、植えない方がいいのではないかという気持ちが湧(わ)きあがってきたが、妖精たちの期待するような視線を受け、しぶしぶ作業を開始する。

			　まあ、本当に危険ならばフィーネたちが止めているはずだ。

			　ハルの言う通り、すぐに離れれば大丈夫なのだろう。

			「――たぶん、だいじょうぶ」

			　背後からぼそりと聞こえた、ハルのものであろうつぶやきは聞こえなかったことにする。

			「やるぞ……」

			　スコップで土をすくい、種の上にかぶせる。

			　同時に後ろへと飛びのき身構えるが、何も起こる様子はない。

			「なんだ、何も起こらない――」

			　そう、胸をなでおろした瞬間。

			　大樹の種を植えた場所から、ぴょこんと芽が顔を覗かせる。

			　種を植えてからほんのわずかの間に姿を現した芽は、みるみるうちに成長を始める。

			　まるで早送りのように根を地中に伸ばし、幹を成長させ、大量の葉を茂らせていく。

			　そして、30メートルほどにまで成長したところで、大樹はその成長を止めた。

			「大樹ってのは、すごいんだな……」

			「そうですね。大樹様も最初は成長が早かったと聞いています。まさか、こんなにも早く成長するとは思いませんでしたが……」

			　思わずつぶやいた言葉に、フロレーテが答えてくれる。

			　魔法があるのだから、木が急成長することもあるのだろうが、分かっていたなら最初から教えて欲しかった……。

			　もしも、知らずにその場に立っていたら、急成長する木に巻き込まれていたかもしれない。

			　少しだけ冷や汗をかきつつ、目の前の巨大な木を見上げる。

			　新たに生えた大樹は、里にあったものよりもだいぶ小さいが、それでもこの森にある他の木々の大きさをすでに超えていた。

			　大樹が成長する様子を、同じくあっけにとられた様子で見ていた妖精たちだが、すぐに歓声を上げると大樹の周りを飛び回る。

			　なにはともあれ、大樹が復活したことはいいことだ。

			　それにしても――

			「なあ、ハル。お前、いったい何者なんだ？」

			「んー？　ないしょー」

			　隣で大樹を眺めていた彼女へと問いかけるが、返って来たのは内緒だという言葉だった。

			　そのまま、ハルは大樹の下へと飛んでいく。どうやら、こちらの質問に答えるつもりはないらしい。

			「ハルさんは、私が生まれる前から里にいました。少なくとも、先代の女王様よりも長く生きているみたいですね」

			「フロレーテも、ハルが何者なのか知らないのか？」

			「ええ、ですが、悪い人ではないことは保証します」

			「そうか……」

			　妖精たちの女王であるフロレーテも、ハルが何者かは知らないそうだ。

			　彼女は、大樹を植えたときに何が起きるかを知っていた。もしかすると、大樹が成長する姿を見たことがあったのかもしれない。

			「伝承では、ソナナという名前のエルフが、世界樹を植えたことがあの森の由来だそうです。少なくとも、１０００年以上前の話ですが、もしかすると、ハルさんはその当時から――」

			「世界樹か……そりゃまた大物が出てきたな……」

			　フロレーテの話によれば、妖精に寿命は存在しないそうだ。

			　生きる意志を失ったときに消えてしまうそうだが、生きようと思えば永遠に生きることができるらしい。

			　もしも彼女が、里ができた当初から生きていたとしたら、大樹の特性を知っていてもおかしくはないだろう。

			　大樹の枝に腰かけ、眠たそうにあくびをしているハル。どこかぽわぽわした雰囲気の、不思議な妖精。

			　彼女は何者なのか、大樹の種をどこで手に入れたのか、そして、大樹の種だと言ったその前に、何を言いかけていたのか――

			　疑問は尽(つ)きないが、それを確かめるには彼女自身に聞くしかなく、彼女はきっと答えてくれないだろう。

			　なんとなくもやもやとするが、どうしようもないのも事実だ。悪い存在でないというのなら、わざわざ問いただす必要もないだろう。

			　何はともあれ、これで妖精たちの引っ越しは終わりだ。

			　今日のところは、すべてを忘れてゆっくりと休むとしよう。

			　楽しそうに飛び回る妖精たちを眺めながら、大樹の木陰に寝転がる。

			　新しい妖精の里には、住民たちの楽し気な声が響いていた――

		

	
		
			二章　妖精の秘宝

			　

			　フィーネとリリーネに用意した森は、妖精たちの新しい住処になった。

			　森の中の木々には妖精たちの家が作られ、花畑や泉でも妖精たちが遊んでいる。

			　中にはコアルームやダンジョンにまで遊びに来る妖精たちもいる。

			　俺とフィーネたちの３人だったコアルームも、一気に騒がしくなってしまった。

			　フィーネもリリーネも、仲間とまた一緒に暮らせて嬉しそうだ。

			　たまに妖精たちを引き連れて、ダンジョンへと遊びに行ったりもしていた。

			　この前のように、迷子にならなければいいのだが……。

			　毎日楽しそうに暮らしている妖精たちを見ていると、あの時助けに行ってよかったと思う。

			　ただ――イタズラが多いのは、ちょっと勘(かん)弁(べん)して欲しい……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンたちが炎竜王に勝利をおさめ、しばらく経った頃、リーアの街に炎竜王とジャイアントアントの軍勢の戦いの報告が届いていた。

			　その結果は、ジャイアントアント側の勝利――そして、あの炎竜王の死。

			　新しく就任した領主の館では、ガルツと新領主の会談が行われていた。

			「なんと……あの炎竜王が倒されたのですか……」

			「ああ、間違いない。遠くからではあったがあの巨体だ、見間違えようがない。炎竜王は、ソナナの森跡地で倒された」

			「にわかに信じがたい話です。炎竜王と言えば、世界最強の存在の１つに挙げられるほどですからね……」

			「だが、事実だ。俺も、今でも夢じゃないかと思うがな……」

			　未だに信じられないといった様子の領主だが、それも仕方がないことであった。

			　炎竜王は人々にとって、抗えぬ災厄であり、よく知る神話の一部であり、そして何よりも、力の象徴として誰もが憧れる存在だった。

			　そんな炎竜王が、最近現れたばかりのダンジョンのモンスターに倒されたのだ。

			「ソナナの森の跡地は完全に焦(しよう)土(ど)と化しているな。馬鹿でかい樹が１本残っているだけだが、それもすでに枯れてしまっている。元の森に戻るにはかなりの時間がかかるだろうな」

			「炎竜王を倒したというのは、ジャイアントアントの群れでしたか……確かに厄(やつ)介(かい)なモンスターですが……」

			　ジャイアントアントは群れれば厄介だが、単体の戦闘力はそこまで高くない。

			　きちんとした討(とう)伐(ばつ)軍を組めば、対応できる存在なのだ。

			　そのジャイアントアントが、亜竜や下級の竜種程度ならともかく、古(いにしえ)の勇者すら葬(ほうむ)ったとされる、あの炎竜王に打ち勝つなどあり得ない話だった。

			　ガルツは真剣な目で領主を見ると、報告を続ける。

			「そうだ、普通ならジャイアントアントが勝つなんてあり得ないはずだ。だが、あれは普通じゃなかった。ジャイアントアントにしては賢すぎる。何かがジャイアントアントを操っている可能性が高い」

			　ガルツのその言葉を聞き、領主はしばらく考え込む。

			　しばらくの間、無言状態で時間が過ぎ去っていく。

			　やがて、領主が長いため息をついた。

			「ガルツさん、冒険者ギルドのギルドマスターとして、そして熟練の冒険者として経験を積んできたあなたに聞きたい。あのダンジョンには何がいると考えていますか？」

			　ガルツは腕を組んで唸(うな)った。

			　難しい質問だった。なにせ、あまりにも情報が少ないのだ。

			「そうだな……俺にも確証はない。ユニーク個体の女王か将軍がいるのか、別の知能の高いモンスターがいるのかもしれん。普通は、そう考えるのが妥当だろう」

			　特殊な進化を遂げたモンスターなどが率いる群れは、通常の群れよりもはるかに厄(やつ)介(かい)なものとなる可能性がある。

			　今回のジャイアントアントの群れも、そういった特異な個体が群れを率いているのだと考えるのが普通である。

			　しかし、ガルツはそうではないと、かねてから考えていた。

			　そして、その直感は、今回の件でほぼ確信へと変化していた。

			　もしかしたら、間違っているかもしれない――そう前置きをしたうえで、彼は自分の考えを語り始めた。

			「だがな、俺はあそこにダンジョンマスターがいると考えている。前の領主に話した時には冗談だろうと笑われたがな……」

			「ダンジョンマスターですか。あのお伽噺は子供だって知っているような有名な話ですが、脚色か作り話だと思っていました。……そんなものが本当に存在するのですか？」

			　領主の問いはもっともなことだ。

			　ダンジョンマスターなど、一般人にとっては古いお伽(とぎ)噺(ばなし)に出てくる本当にいるかどうかすら分からない存在といったところなのだから――

			　しかし、ガルツは首を振り、領主の言葉を否定した。

			「あのダンジョンがそうかは分からんが、ダンジョンマスターと呼ばれるものは間違いなく存在する。過去に何度か確認されているからな。ダンジョンマスターがいるダンジョンはどれも攻略が難しく、モンスターが格段に強かったらしい」

			「そうなのですか……確かに、前領主が派遣した冒険者や兵士たちもやられています。それに加えて今回の件。どうやらあり得ない話ではないようですね」

			　前領主の失敗。そして、今回の炎竜王の死。

			　少なくとも、普通のダンジョンではないことは間違いない。

			　領主は暗い表情を浮かべる。

			「まったく、この仮説が事実だったとしたら、とんでもない貧乏くじを引いたことになるな」

			「事実でないことを祈るばかりです。そういえば、かなり危険なダンジョンのようですが、難易度の調査は中止するのですか？」

			　炎竜王を倒すほどのダンジョンなのだ。その難易度は想像もつかない。

			　あそこを調査するとなると、かなりの腕利きでなければただ何もできないままにのたれ死ぬだけだろう。

			「ダンジョンの調査は中止しない。今回の戦いでダンジョンの戦力も大きく低下したはずだ。この機会を逃せば難易度は跳ね上がるだろう。そもそも、あの巨体だからこそジャイアントアントが勝てたとも言える。人間相手だと、大きさの都合でまた少し違うからな……それに、本部から送られてきた冒険者の中にうってつけの人材が１人いるぞ」

			「そうですか……確かにこのタイミングならちょうどいいかもしれませんね。我々もできる限りの協力をお約束します。調査のほどよろしくお願いしますよ」

			「ああ、任せろ。あいつならきっとやってくれるだろうさ」

			　こうして、両者の会談は終わった。

			　炎竜王が倒されたというニュースは、世界中に瞬(またた)く間に広がっていく。

			　各地では吟遊詩人たちがこぞって唄い、冒険者や商人のネットワークなども介したそれは、もはや知らぬ者などいないほどの話となりつつあった。

			　それと同時に、炎竜王を倒したとされる、『黒軍の大穴』と呼ばれるダンジョンの噂も世界中へと広がることになる。

			　その噂を聞きつけ、世界中のあちこちから腕に自信がある者や、歴史に名を残すような戦果を追い求める者など、様々な目的を抱えた冒険者たちが集まってくるのだが、これはもう少し後の話である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ダン様、少しよろしいでしょうか？」

			「うん？　なにかあったのか？」

			　妖精の引っ越しが終わった次の日のことだ。フロレーテがコアルームを訪ねてきた。

			　引越しの時には気が付かなかったが、何か問題でもあったのだろうか？

			「あれ？　女王様、どうしたの？」

			「何かあったなら、相談に乗るが――」

			「いえ、そうではありません。用意していただいた森はとても住みやすいですよ。危険なモンスターもいませんし、前の森よりも住みやすいくらいです」

			　問いかけに対してフロレーテが首を振る。どうやら違ったらしい。

			「今回こちらを訪ねたのは、ダン様にお礼をしたいと思ったからです」

			「こっちがやりたくてやったことなんだ、そこまで気にしなくてもいいんだが……」

			「そういうわけにはいきません。危機を救っていただいたうえに、新しい住処まで用意していただいたのですから」

			　こちらが勝手にやったことだから、礼をもらおうとは思ってはいなかったのだが、フロレーテの様子では、断っても納得はしなさそうだ。

			　せっかくなので、ありがたくもらうとしよう。

			「分かった、じゃあ、ありがたくもらうとするよ」

			「ありがとうございます、ダン様。ではこれを……」

			「ふわぁ！　すごくきれいな宝石だね！」

			「女王様、もしかして、これは――」

			　フロレーテが差し出したのは、２つの宝石だった。

			　彼女の手のひらに収まるほどの小さな緑色の宝石は、吸い込まれそうなほどの美しさで思わず見入ってしまった。

		

	
		
			[image: p_108.jpg]
		

	
		
			　宝石の価値なんかほとんど分からないが、これは間違いなくかなりの値打ちものだろうと思わせるほどだった。

			　フィーネが宝石を１つ持って目をキラキラさせている。……今度宝石をねだられたりしないか、ちょっと心配だ。

			　リリーネは、フロレーテが差し出した宝石に心当たりがあるようで、驚いたような表情を浮かべている。

			「ずいぶんときれいな宝石だが、これは？」

			「この宝石は、フェアリーベリルと呼ばれる妖精の秘宝です。これを、ダン様に受け取って欲しいのです」

			「やっぱり――」

			　フロレーテの説明を聞いたリリーネがつぶやく。

			　どうやら、思った以上に大事なもののようだ。

			「おそらくですが、炎竜王が里を襲った原因もこれが目的でしょう」

			「つまり、それだけの何かがあるのか？」

			　フロレーテが頷く。どうやら、ただの綺麗な宝石ではないようだ。

			　あの巨竜が狙っていたということは、それだけ何か特殊な力があるのだろう。

			　フロレーテはさらに説明を続けていく。

			「この宝石には、生き物に成長の限界を突破させる力があります。これをモンスターに与えれば、たとえ進化の限界点に至っていたとしても、一度だけその先へと進化させることができるでしょう」

			「それは……」

			　フロレーテの説明は、驚くべきものだった。

			　モンスターをさらに先の段階へと進化させるという、とんでもない効果。

			　たった一度きりだとしても、とてつもない効力である。

			「それと、炎竜王の魔核も同時に与えれば、より強くなると思います。ぜひダンジョンの防衛に役立ててください」

			　――つまり、この宝石はとんでもない代物だったということか。

			　もし仮に炎竜王がこれを手に入れていたとしたら、あれ以上の力を持った化け物が生まれていたということだ。

			　倒せてよかったと、今さらながらに安(あん)堵(ど)を抱く。

			　あの巨竜との戦闘後に気付いたが、ダミーコアの領域内で倒したことになっていたらしく、２００万ポイントほどのＤＰが増えていた。そのポイントを使って、アーマイゼたちに限界まで魔力を注いだのだが、彼女たちが進化することはなかった。

			　しかし、これを使えば進化させることができる。

			　これほどのものを、本当にもらってしまってもいいのだろうか？

			「なあ、フロレーテ、話を聞く限りかなりの代物みたいだけど、本当にもらってしまってもいいのか？」

			　フロレーテに尋ねると、彼女は微(ほほ)笑(え)み、頷く。

			「ええ、問題ありません。もともとこれは新しい女王を選ぶときに使われるものです。まだあと１００年ほどは女王の座を降りるつもりはありませんし、ここはマナが豊富なので、それだけの時間があれば新しいベリルを作れますから」

			　これを作れてしまうのか……妖精は、実はすごい生き物だったりするのだろうか。

			　以前、妖精に寿命がないという話は聞いていたが、１００年という言葉を聞いて彼女たちとの時間の感覚の差を感じてしまう。

			　少女のような見た目の妖精たちだが、実際にはもっと上の年齢だったりするのだろう。

			　そういえば、ハルほどではないとしても、フィーネたちやフロレーテも実は１００年以上生きていたりするのだろうか？

			　もしかすると、俺よりもずっとずっと――

			「……フロレーテ、ちょっと聞きたいことがあるんだが、もしかしてフロレーテって俺よりも、だいぶ年上だったり――」

			「ダ、ダン！」

			「ダン様？　いくらダン様といえど、それ以上はダメですよ？」

			「じょ、女王様に年齢の話は厳禁です！」

			　小さな指を俺の口へと当て、凄(すご)みのある笑みを浮かべてこちらを見るフロレーテ。

			　その後ろでは、フィーネとリリーネがこちらを見て震えている。

			　どうやら、この世界でも女性の年齢を聞くのはマナー違反だったようだ。

			　女性というか妖精だが、そんなことは関係ないのだろう。

			　目が笑っていないフロレーテを見て、冷や汗をかきつつ頷く。

			「あ……ああ、すまない……いや、すみません」

			「ええ、分かればいいのです。次はありませんからね？」

			「……肝に銘じておく」

			　ぶんぶんと首を縦に振ると、何とか許してくれたようだ。

			　小さくても、女王の威厳はさすがのものだった。

			「よ、よかったね、ダン」

			「それと、フィリオーネとリリオーネは後で私のところに来るように」

			「は、はい……」

			「分かりました……」

			　先ほどの様子を見る限り、フロレーテに歳の話は禁句なのだろう。

			　今回は見逃してもらえたようだが、今後は地雷を踏まないように気を付けねば……。

			　と、とりあえず、フェアリーベリルをもらってしまっても大丈夫なことは分かった。

			　ダンジョンの戦力の強化のためにありがたく使わせてもらうとしよう。

			　ちょうど２個あるから、アーマイゼたちに与えることにする。

			　彼女たちがどういう進化を遂げるのか楽しみだ。

			「まあなんにせよ、こんな凄(すご)いものを譲ってくれてありがとう。感謝するよ」

			「いえ、私たちが受けた恩を返し切るにはまだまだ足りません。今後も何かあれば気軽に呼んでください」

			　そう言い残して、フロレーテは里へと帰っていった。

			　さて、さっそくこれをアーマイゼたちのところに持って行くとしよう。

			　コアルームから出て、アーマイゼたちのいる大部屋まで向かう。

			　フィーネとリリーネも、どこか青ざめながらも、ふよふよと飛んで付いてきている。

			　そういえば、アーマイゼたちと直接会うのは初めてだ。

			　フィーネやリリーネは時々会いに行っているが、俺はモニター越しでしか見ていない。

			　フィーネたちからよく話を聞いてはいるのだが――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大部屋に到着すると、気配を感じたのか２体のクイーンアントが振り向いた。

			「ギギッ!?」

			「ギー？」

			　こちらを見るや否や、アーマイゼが驚いたように声をあげる。

			　逆に、フォルミーカはそこまで驚いていないようだ。

			　見上げるほどの巨体を誇(ほこ)る彼女たちがこちらへと歩を進め、そのたびに重い足音が響き、地面がわずかに揺れる。

			　こうして間近で見ると、モニター越しのときとは迫力が違うな……。

			　炎竜王ほどではないが、20メートル近いクイーンアントも、十分に大きなモンスターであることを改めて実感する。

			「ギギギ？」

			　アーマイゼがこちらを見て鳴き声をあげている。

			　どうやら、何かを問いかけているようなのだが、何を言っているのか分からない。

			　さっそく、フィーネたちに通訳してもらうとしよう。

			「えーっと、アーマイゼはなんて言ってるんだ？」

			「えっとねー、私たちに何か御用なのでしょうか？　だって！」

			「どうやら、ダンさんがやってきたことに驚いているみたいですね」

			　ふむ、今まで顔も見せていないのに、いきなりやってきたとなれば当然か。

			「まずは初めまして、だな。今さらだが、俺がこのダンジョンのダンジョンマスターのダンだ。いつも力を貸してくれてありがとう」

			「ギ!?　ギギギー！　ギギ、ギギギー」

			「ギー」

			　こちらの言葉を聞いて、アーマイゼが感極まったように鳴き声を上げる。

			　フォルミーカは、こちらに向かってひと声鳴くと、また始まったとでも言いたげにアーマイゼの姿を見つめていた。

			「直接お褒(ほ)めの言葉を頂くなど、身に余る光栄です。ダン様のためならば、たとえどんなことでもやって見せましょう。とのことです」

			「何というか、イメージと違うな……」

			　もう少し、昆虫らしい無機質なものをイメージしていたのだが、フィーネたちと交流していた影響なのか、思った以上に人間っぽい。

			　何はともあれ、どうやらアーマイゼたちにも問題はなさそうだ。

			　さっそく、フェアリーべリルを使うとしよう。

			　まずは、炎竜王の死骸を解体して手に入れた、巨大な魔核を倉庫から取り出す。

			　バスケットボールより少し大きいくらいの真紅の結晶だ。まるで燃えているかのように煌めくそれを２つに分け、彼女たちに与える。

			　さらに、魔核に続けてフェアリーベリルを与えると、進化が始まった。

			「あれ？　小さくなってくよ！」

			「あれは――腕でしょうか？」

			　フィーネとリリーネの、どこか戸惑ったような声が響く。

			　２体のクイーンアントたちは、これまでの進化とは違い、だんだんと縮みながらその姿を変えていく。

			「人型――じゃないな」

			　特に上半身の変化が顕著で、今までのアントとはまったく違う姿になっている。

			　４本の足で体を支え、残りの２本はまるで鎧(よろい)を付けた人の腕のような形だ。

			　例えるならば、カマキリのベースを蟻(あり)にして、上半身を垂直に立てた後、鎌の代わりに腕を付けた感じだろうか。

			　ケンタウロスの蟻バージョンといった方がしっくりくるかもしれない。

			　体長は半分ほどまで小さくなったが、上半身が変化した影響で、地面から頭までの高さは以前よりも高くなっている。

			　頭までの高さは、だいたい10メートルほどはあるのではないだろうか。

			「ずいぶんと変わったな……」

			「２人ともカッコイイね！」

			「それにとっても強そうです」

			　全体的に見ればアントではあるが、もはや別の系統のモンスターと言われても納得できる見た目だ。

			　その種族名はエンプレスアント。

			　おそらく、クイーンアントのさらに上位種族にあたるモンスターだろう。

			『ダン様！』

			「だ、誰だ!?」

			　アーマイゼたちを見上げながらそんなことを考えていると、知らない声が聞こえた。

			　まるで、頭の中に直接響いたような不思議な声。

			　いきなり聞こえたその声に驚き、辺りを見回すが、周囲にはフィーネとリリーネ、そしてアントたちしかいない。

			　どこから聞こえたのかときょろきょろしていると、またもや声が響く。

			『ダン様、こちらです。アーマイゼです！』

			「なっ!?」

			　なんと、頭に響く声の主はアーマイゼらしい。

			「喋れるようになったのか？」

			「これはおそらく、念話ですね」

			「おおー！　アーマイゼちゃん、すごい！」

			　リリーネによると、この声は念話と呼ばれる能力によるものらしい。

			　空気ではなくマナを通じて、心の声を届けることができる力だそうだ。

			『おおー、これはすごいね』

			　頭の中に響く、アーマイゼとはまた違った声。

			　どうやら、アーマイゼだけではなくフォルミーカも同じように会話できるらしい。

			『ああっ！　ダン様とこうしてお話ができるようになるとは、なんと幸せなことなのでしょう！』

			　狂喜乱舞するような念話とともに、アーマイゼがその場で悶(もだ)えるように足踏みをする。

			　こうして俺と会話ができることが嬉しいようだ。なぜかは分からないが、彼女の中で俺への好感度は上限を振り切っているのかもしれない。

			　念話による意思疎(そ)通(つう)の手段の獲得も、フェアリーベリルがアーマイゼたちの願いを叶(かな)えた結果なのだろうか？

			　何はともあれ、これでフィーネたちに通訳を頼まなくても済みそうだ。

			　――そうだな、この機会に気になっていたことを聞いてみるか。

			　湧(わ)きあがる不安を振り払うと、炎竜王と戦う前から抱いていた質問をするために、２体へと声をかける。

			「なあ、アーマイゼ、フォルミーカ」

			『なんでしょうか、ダン様』

			『どうしたんだい、ご主人』

			　２体が、こちらへと視線を向ける。

			　フィーネたちも俺の真剣な声に気が付いたのか静かになった。

			「今回の戦いは、ダンジョンやアントたちを守るためのものじゃなく、完全に俺の私情での戦いだった。そして、その戦いのせいでアントたちにはかなりの犠牲が出た。本当にすまなかったと思っている」

			　そう言って２体に頭を下げ、言葉を続ける。

			「お前たちは、俺を恨んでいるんじゃないか？」

			　静寂が辺りを包む。心臓が激しく鳴っている音が耳に届く。

			　かねてから思っていたのだ。

			　ダンジョンコアを通じて送られてくる命令に、アントたちは逆らえない。

			　それはつまり、望まない行動すらも強いることができるということだ。

			　炎竜王との戦いの時も、アントたちは強大な相手にためらうことなく立ち向かい、そして死んでいった。

			　もしかしたらアントたちはそれを望んでいなかったのに、無理やり従わせていたのではないか――

			　ダンジョンのモンスターが戦わなければ、防衛はできない。

			　これからもアントたちには、ダンジョンを守るために戦ってもらうことになるだろう。

			　それは、彼らの女王や住処を守ることにも繋がるものだ。

			　しかし、今回はそうではなかった。

			　ならば、アントたちはどう思っていたのだろうか？

			　ダンジョンマスターとしては、もっと非情であるべきなのかもしれない。

			　いちいちモンスターに気を使っていてはダメなのだろうが、どうしても頭から離れなかったのだ。

			　静まり返ったダンジョンの中、あまりの緊張にふらつきそうになりながらも、アーマイゼたちの正面で頭を下げ続ける。

			『ダン様』

			　アーマイゼの声が響く。

			　その声は、さっきまでのものとは違い、どこか威厳を感じさせるものだった。

			　果たして何を言われるのか？

			　恨み言でも言われるのか、もしくは激しい罵倒かもしれない。

			　だが、それから逃げるわけにはいかないだろう。

			『私たちの眷(けん)属(ぞく)は役に立ちましたか？』

			「役に？」

			　思いもよらない言葉が返ってきて、一瞬頭が真っ白になる。

			『ダン様、私たちの眷属は、ダン様のお役に立てたでしょうか？』

			　質問の意図が分からない。

			　彼女たちは俺を憎らしく思っていないのか？

			　なぜこんな問いかけをしてきたのかは分からないが、答えは決まっている。

			「ああ、役に立ったよ。間違いなくアントたちは俺の役に立ってくれた。お前たちのおかげで、フィーネたちの仲間を救うことができたんだ」

			　アントたちは、間違いなく役に立ってくれた。

			　こうして、妖精たちを救えたのが何よりの証拠である。

			『そうですか――ならば、私からダン様に恨み言など言うことはありません』

			『そうだね、私も同じだよ』

			　アーマイゼたちは、なおも続ける。

			『確かに、眷(けん)属(ぞく)たちが死ぬのは悲しいことでしょう。ですが、私たちはジャイアントアントなのです』

			『私たちは仲間のため、そして群れを導く者のために戦うんだ。ご主人やフィーネちゃんだって私たちの仲間だし、ご主人のために戦うのは当たり前なのさ』

			『眷属たちがダン様のために戦い、そしてダン様のお役に立てたのならば、それでよいのです。不満に思うことなどありません』

			『ご主人がそれを気にして、私たちに謝る必要なんてないのさ』

			　どうやら俺の予想は外れていたらしい。

			　アーマイゼたちは、今回の戦いに不満はないと言い切った。

			　彼女たちには彼女たちなりの、ジャイアントアントとしての価値観というものがあるのだ。

			「そうか。すまない――いや、ありがとう」

			『さあ、ダン様。頭を上げてください』

			『そうだよ、ご主人、こんなところを眷属たちに見られちゃったら大変だよ』

			　もう一度謝ろうとして、そうではないとお礼へと言い換える。

			　ここで謝れば、彼女たちの気持ちに反するだろう。

			　アーマイゼたちの言葉のおかげで、鉛のように重かった心が、ようやくすっきりした。

			「改めて感謝するよ。アーマイゼ、フォルミーカ、力を貸してくれて本当にありがとう。そうだな――何かして欲しいことや、欲しいものがあったら聞かせてくれ」

			　せっかく喋れるようになったのだから、この機会に要望などを聞いておこう。

			　フィーネたちを通して要望など聞いてはいるが、直接会って話をするのはまた違ったものになるはずだ。

			　すると、今まで威厳たっぷりだったアーマイゼの様子が変わった。

			『し、して欲しいことですか？　それは何でもいいのでしょうか？』

			「どうしたんだ？　さすがに無理なことはあるだろうけど、できる限りのことはするぞ」

			　ここまで世話になっているのだ、俺にできることなら何でもするつもりである。

			　アーマイゼは、しばらくもじもじと体を揺すり続けていたが、やがて意を決したようにこちらを向いた。

			『な、なでなでを……』

			「なでなで？」

			　なでなでというと頭を撫でるあれだろうか？　それとも、何かのマジックアイテムか？

			　そのなでなでが、いったいどうしたというのだろうか？

			　頭の中を疑問符でいっぱいにしつつ、アーマイゼの言葉の続きを待つ。

			『なでなでをして欲しいのです！　フィーネ様から聞いて以来、なでなでなるものをやって欲しかったのです！』

			　どこかやけくそのようなアーマイゼの声が、頭の中に大きく響きわたる。

			　そして、それだけ言うと、彼女はうつむいて縮こまってしまった。

			　これがもし、人間だったのならば、顔が真っ赤になっているのは間違いないだろう。

			　ちらりとフィーネを見ると、そっぽを向いて口笛を吹いていた。

			　まあ、音が出ていないので口笛と呼べるかは微妙なところだが……。

			『その……ダン様。やはりだめでしょうか……』

			　こちらが反応に困っていると、アーマイゼの不安そうな声が響く。

			　なんというか、予想外の要求ではあるが、頭を撫でるくらいならお安い御用だ。

			「いや……なでなでくらいならいくらでもやるけど……」

			『本当でしょうか！』

			「あ、ああ……」

			　アーマイゼの剣幕に押されつつも、頷く。

			　しかし、なでなでか――とりあえず、あの巨体では頭まで手が届かない。

			「アーマイゼ、とりあえずしゃがんでくれ。このままじゃ手が届かない」

			『はい！』

			　嬉しそうに答えたアーマイゼは、甲(こう)殻(かく)の擦れる音を立てながらしゃがみこむ――

			　しかし、幾らかは低くなったが、それでも彼女の頭ははるか上にあった。

			　彼女もそこから体を前へと倒して、なんとか頭を下げようと奮闘している。

			　体をプルプルとさせて頑張っているのだが、彼女の頭の位置まではわずかに手が届かない。

			『だ、ダン様……』

			　アーマイゼの悲しげな声が響いた。

			　どうすればいいだろうか？　いっそ、アーマイゼかフォルミーカに抱き上げてもらうか？

			　そう悩んでいると、１匹のアントがやってきた。

			「これはアースアントか？　いったいどうしたんだ？」

			『私が呼んだんだよ、アーマイゼの大きさじゃ手が届きそうになかったからね』

			　どうやら、フォルミーカがこのアースアントを呼んだらしい。

			　アースアントは手早く土の壁で段差と台を作ると、何も言わずに背を向けて去っていった。

			　なんにせよ、これで手が届きそうだ。

			　さっそく台の上に登るとアーマイゼの頭へと手を伸ばす。

			　つやつやとした黒い甲(こう)殻(かく)に包まれた頭は、見た目通りの硬さだった。

			　なんというか、これで本当にいいのだろうか？

			『ああ……！　これがなでなでなのですね！　まさしく天にも昇るようです！』

			「アーマイゼ、これでいいのか？」

			『はい！　これからもダン様のために誠心誠意、頑張ります！』

			　甲(こう)殻(かく)の上から撫でてもらっても何も感じないと思うのだが、アーマイゼの声は喜色満面といった感じで満足そうだった。
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			　満足しているならいいかと考えていると、横からフォルミーカの大きな頭が差し出される。

			『アーマイゼだけズルいよ。私もご主人に撫でて欲しいな』

			「フォルミーカもか……まあいいぞ」

			　フォルミーカの頭を撫でていると、羨ましそうなアーマイゼの声が響く。

			『ダン様！　もっと！　私ももっと撫でてください！』

			「じゃあ、私もー！　いいよね、ダン！」

			「……せ、せっかくですし、私もいいでしょうか？」

			　アーマイゼの他にもフィーネとリリーネまでもが続く。

			　もはや何のために撫でているのか分からなくなっているが、そのまま順番に並んだ頭を撫でていく。

			　その後、なぜかわらわらと集まってきたアントたちまで撫でるはめになり、数時間の間延々となでなでを要求されたのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それは妖精たちに、新しい里を案内してもらったときのことだった。

			　ふわふわと飛びながら、こちらを急かす妖精たちに手を引かれ里を案内してもらう。

			　木の根元には、見覚えのないカラフルなキノコが生え、地面にはいつの間にか植えられていた色とりどりの花が咲いている。

			　そして、彼女たちの家の中にあるキノコのテーブルやベッドを見て、コアルームに家具がほとんどないことに気が付いたのだ。

			「そういえば、家具がほとんどないんだよな……」

			　妖精たちと別れてコアルームへと戻ると、家具の一つもない土がむき出しの殺風景な部屋がよけいに寂しく思えた。

			　コアルームに続いている小部屋の中にも、藁(わら)のベッドとフィーネたちのお菓子をしまっておく棚、そしてテーブル以外には何もない。

			　せっかく、いくつか小部屋を用意したりしているのだ。

			　この機会に家具を追加しておくのもいいかもしれない。

			　残りのＤＰも１００万ポイントを軽く超えているので、かなりの贅(ぜい)沢(たく)ができるだろう。

			　まあ贅沢といっても、無駄に豪華なものが欲しいとは思わないのだが。

			　メニューからショップを開いたところで、フィーネがウィンドウを覗き込んできた。

			「ねえねえ、ダン！　ショップで何を買うの？」

			「家具でも追加してみようかと思ってな……」

			「じゃあ！　アタシ用のベッドが欲しい！」

			「私は、今まで通りダンさんと一緒でもいいと思いますけど……」

			　フィーネは自分用のベッドが欲しいようだ。

			　ふと、小さなベッドで、ナイトキャップを被って眠るフィーネの姿が思い浮かんだ。

			　今までは俺のベッドの端っこか、おなかの上で寝ていたからな。

			　たまによだれやハチミツが垂れていたりするのは、ちょっと勘(かん)弁(べん)して欲しい。

			　リリーネは遠慮しているようだが、確かにフィーネたちのベッドはあってもいいだろう。

			　果たして、妖精サイズのベッドはあるのかと探していくが見当たらない。

			　やはりそんなサイズのベッドは需要がないのだろう。

			　別に普通のベッドでもいいのだが、やはり大きすぎる気もする。

			　ふと思いついて、おもちゃのカテゴリーを調べていく。

			　そして、人形用のベッドがいくつか並んでいるのを発見した。

			　これならば、フィーネたち妖精が使うのにちょうどいいだろう。

			　フィーネやリリーネと相談して模様を選ぶ。

			　最終的に、ファンシーな感じの、ハートがちりばめられたピンク色のベッドになった。

			　コアルームに現れたベッドを見て、フィーネは目を輝かせている。遠慮していたリリーネも、どこか嬉しそうだ。

			　試しに寝そべってみたり、様々な方向から眺めてみたりと楽しそうに新しいベッドを堪能している。
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			　しばらくそうしていたのだが、みんなに自慢してくるのだと、里の方へ飛んでいった。

			「さて、今のうちにこっちも家具を選ぶか」

			　まずは、藁(わら)のベッドを交換するとしよう。

			　リストから１０００ポイントくらいのベッドを購入し、藁のベッドの代わりに設置する。

			　ちなみに、一番高いものはフェザードラゴンの幼体の羽毛を使っているとか何とかで、なんとお値段50万ＤＰだった。

			　さすがにこんなものを揃えていたら、いくらＤＰがあっても足りないだろう。

			　さらに、椅子やテーブルなどを追加していく。

			「食器は――まあ、いらないか」

			　食器や調理用具などもあったのだが、まあいらないだろう。

			　食事をする必要はないし、何か食べるにしても、フィーネたちと一緒にお菓子を食べるくらいである。

			　簡単なものくらいならば自作してもいいかもしれないが、本格的にお菓子などを作るつもりは今のところない。

			　さらに、床や壁紙といったものも見つけた。

			　フローリングや畳、大理石の床などがズラリと並んでいる。

			　残念ながら、ダンジョンコアが置いてある部屋では、模様替えはできないようだ。

			　まあ、畳の上にダンジョンコアがあっても、不自然極まりないうえに落ち着かないのだが。

			　もしも侵入者がやってきても、困惑してしまいそうだ。

			　なぜか、魔力で動くゲーム機やテレビなんてものもあったが、こんなものを交換できてもいいのだろうか？　この世界ではオーバーテクノロジーどころの騒ぎではないだろう。

			　いや、魔法がある世界なのだから、どこかに動く絵画などもありそうではあるか――

			「まあ、こんなものだろう」

			　ダンジョンコアのある部屋には、テーブルと椅子を１つずつ設置した。

			　小部屋の方には、新しいベッドに大きめのテーブルと椅子を置き、壁や床を張り替えておいた。

			　基本的に小部屋は寝るとき以外は使わないのだが、まあ、気分の問題である。

			　ついでに風呂にも、おもちゃのアヒルを浮かべておいた。きっとフィーネたちが喜ぶだろう。

			　一段落して、案外欲しいものはないもんだなと考えていたときだった。

			　突然、大量の妖精がコアルームになだれ込んできたのである。

			　コアルームが、わいわいきゃいきゃいと妖精たちの声で大騒ぎになってしまった。

			　いったい何が起きているのかと考えていると、どこからかフィーネとリリーネの声が聞こえてきた。

			「ダ、ダン……アタシのベッドを自慢したらみんなが羨ましいって……」

			「なんとか止めようとしたんですが、無理でした……」

			　どうやらフィーネたちが、新しいベッドを仲間たちに自慢したのが原因だったらしい。

			　羨ましく感じた彼女たちが、自分たちも何か買ってもらおうとコアルームに押し寄せてきたようだ。

			「……仕方ない。１人１個までだぞ」

			「「「「わーい！」」」」

			　まあ、意外と欲しい家具がなく、ＤＰもそこまで消費していないのだ。

			　ＤＰにも余裕があるので、ちょっとくらいなら妖精たちにも家具を用意してやってもいいかもしれない。

			　彼女たちの様子を見て、そんなことを思ったのが間違いだった――

			「これ、これが欲しいでありますー」

			「私はこれ！」

			「じゃ、じゃあ私はこれで……」

			「それもかわいいね！」

			「これはなーに？」

			「わたしはこれがほしー」

			「ちょ、ちょっと待ってくれ！　１人ずつ順番に――」

			　おそらく、森の中にいた妖精のほとんどが来ているのだろう。

			　１００近い妖精たちが、押し合いへし合いしながらウィンドウを覗き込み、これが欲しいあれが欲しいと言うのである。

			　さすがに、これでは対応しきれない。

			　いくら小さな妖精とはいえ、それだけの数が集まるともみくちゃにされてしまい、身動きもほとんど取れなかった。

			「みんな！　そんなに一気に集まってもダメだよ！」

			「１人ずつ、順番に並びましょう！」

			「「「「はーい！」」」」

			「た、助かった……」

			　フィーネとリリーネの声で、ようやく妖精たちが離れていった。

			　なんとか順番を決めて、１人ずつ欲しいものを選ばせていく。

			　そしてその結果――

			「見事におもちゃばかりだな……」

			　妖精たちのサイズに合わせるために、おもちゃのページを開いていたのがいけなかった。

			　ぬいぐるみやトランプ、積み木にクレヨンなど妖精が選んだのはおもちゃばかりだったのだ。

			　まあ、妖精もダンジョンマスターと同じで、家具なんてほとんど必要ないようだから、これもいいだろう。

			　どの妖精も、買ってもらったおもちゃを大事そうに抱えて、嬉しそうに笑っている。

			　それにしても――

			「フロレーテ……」

			「な、なんでしょうか。私がぬいぐるみを持っていてもいいではないですか！」

			「まあいいんだけど……なんというか最初の印象と違うというか……」

			　フロレーテも他の妖精に混じって、デフォルメされたクマのぬいぐるみを手に入れていた。

			　一番サイズの小さいものだったのだが、それでも妖精が持つとかなり大きく見える。

			　先ほど、彼女がにこにこしながらぬいぐるみを抱きしめていたのも目撃してしまった。すでに名前も付けているようだ。

			　女王の威厳など微(み)塵(じん)も感じさせない姿だったのだが、まあいいだろう。

			　フィーネが羨ましそうに仲間たちを見ていたので、フィーネとリリーネにもぬいぐるみを渡しておいた。

			　ベッドと合わせると彼女たちだけ２個なのだが、まあ一番長い付き合いだし、これくらいの贔屓(ひいき)はいいだろう。

			　彼女たちは、ぬいぐるみを新しく買ったベッドの上に置いた後、妖精たちにクッキーを配っているようだ。

			「これ、なあに？」

			「こんなお菓子、見たことないよ！」

			「おいしー！」

			「すごーい！」

			「ふふーん！」

			　妖精たちも、見たことがないクッキーに大満足のようだ。

			　あちこちで地面に座り込み、笑顔を浮かべながらもぐもぐとクッキーをかじっている。

			　仲間たちに賞賛されて、ドヤ顔になっているフィーネも見えた。

			　そのうちに、フロレーテの下へもクッキーが運ばれてきた。

			　フロレーテは両手で抱えたそれを眺めて首をかしげる。

			「ダン様、これは何という食べ物なのでしょう？　里では見たことがありませんね」

			「それはクッキーだな」

			「クッキーというのですか……何とも不思議な見た目の食べ物ですね」

			　珍しいものを見るように、しげしげとクッキーを眺めていたフロレーテだが、クッキーを小さくかじると驚いたような声をあげる。

			「ふわぁ!?　ダン様！　このクッキーというのはとてもおいしいですよ！　すごいです！」

			　ポリポリとクッキーをかじりながら、笑顔を浮かべるフロレーテ。

			　まるでいつぞやのフィーネと同じようなリアクションである。

			　ぬいぐるみを抱きしめる姿や、今の反応で、最初のイメージが崩れ去ってしまった。

			　フロレーテも女王とはいえ、やはり妖精だったということなのだろう。

			　しばらく夢中でクッキーをかじっていたフロレーテだが、こちらの視線に気が付くと慌てて姿勢を正す。

			　再び女王の威厳を身にまとった彼女が、こちらに向き直るとお礼を言った。

			「こ、コホン。ダン様、このようなものまで振るまっていただき、ありがとうございます」

			「あ、ああ、どういたしまして……」

			　どうやら、さっきの姿はなかったことにしたいようだ。

			　今さら取り繕(つくろ)っても遅いと思うのだが、彼女の要望通り、見なかったことにしておくとしよう。

			「ダン！　ダン！　このクッキーってお菓子、すごい！　大革命！」

			　次にやってきたのは、どこか興奮した様子のハルだった。

			　普段の眠たげな雰囲気はどこへ行ったのか、早口でそうまくしたてると、クッキーを両手で掲げてくるくるとその場で回り始めた。

			「３０００年は生きてるけど、こんなお菓子初めて見た！」

			　ハルが何気なく漏(も)らした、３０００年という単語に、思わずむせてしまいそうになる。

			　どうやら、彼女は予想以上に長生きだったようだ。

			　よほどクッキーに興奮しているのだろう。

			　これならば、彼女の秘密を聞きだせるかもしれない。

			「実は、クッキーの他にもこんなものがあるんだが……」

			　ハルの前に、カラフルな飴玉とチョコレートを並べる。

			　似たようなお菓子はこの世界にも存在するだろうが、クッキーと同じように、この世界のものとは比べ物にならないほど洗練されているはずだ。

			「そ、そんな……こんなことがあるなんて……」

			　ハルは落雷を受けたような顔でお菓子に手を伸ばすが、そうはさせない。

			　彼女の手がお菓子に届く瞬間に、それらを取り上げてしまう。

			「あっ、ああぁ……」

			　まるで、この世の終わりのような表情で落胆する彼女の様子に、ちくりと心が痛むが、秘密を聞きだすために心を鬼にする。

			「ハルが隠している秘密を教えてくれたら、このお菓子をプレゼントしてもいいぞ」

			「うぐっ……な、ないしょ……」

			　明らかに迷っている彼女に、さらにマシュマロとプリンを取り出して見せつける。

			「む、むむむむ……」

			　誘惑に負けまいと奮闘している彼女だが、その視線は並んだお菓子に釘付けだった。

			「ほーら、早くしないとハルの代わりに全部食べちゃうぞ？」

			　もうひと押しだと、飴玉の１つを摘んで口の中へと放り込む。

			　飴玉の行方を追った彼女の視線が、力なく地面へと注がれる。

			「さあ、どうする？」

			「………………な、ない、しょ」

			　長い長い沈黙の末、絞(しぼ)り出すように告げた彼女は、誘惑を断ち切るようにぎゅっと目をつむってしまった。

			　どうやら、勝負は俺の負けのようだ。

			　彼女が隠している秘密がどれだけ重要なものかは不明だが、それを聞きだすのは、残念ながら無理なようである。

			「はあ……仕方ない、か……」

			　ため息をつき、並んだお菓子をプルプルと震えているハルの目の前に置いてやる。

			「いじわるして悪かったな。ほら、食べてもいいぞ」

			「……いい、の？」

			「ああ、俺の負けだよ」

			　おずおずとこちらを見上げる彼女に頷き返すと、ハルは警戒しながらも目の前のお菓子へと手を伸ばす。

			　始めは罠(わな)を警戒していた彼女だが、しばらくすると、いつも通りの笑顔を浮かべてお菓子を食べ始めた。

			「……まんぞく」

			「そうか、それは何よりだ」

			　その体のどこに入ったのかという量のお菓子を食べ終えたハルは、満足気にお腹をさする。

			　そして、難しい顔で何かを悩み始めた。

			「ハル？　どうしたんだ？」

			「うーん……うん、うん」

			　やがて、答えが出たのか何度か頷くと、ハルはこちらを真っ直ぐに見上げる。

			「ちょっとだけ、秘密、教えてあげる」

			「いいのか？　ダメなら無理をしなくてもいいんだぞ？」

			「ダンなら、たぶん大丈夫」

			　いつもの間延びした声ではなく、どこか真剣な雰囲気だ。

			　そして、ハルはぽつりぽつりと語り始めた。

			「私と、ユグと、ソナで里をつくった時に約束した」

			　なんとなくそうではないかと思っていたが、やはり、彼女は里ができた当初からいたようだ。

			　ユグという名前は、大樹の種を植える時に、彼女が漏(も)らしていたのを聞いた覚えがある。

			　ソナは、おそらくフロレーテが言っていた、ソナナという名前のエルフのことだろう。

			　その３人で、妖精の里を作ったらしい。

			「妖精とユグの力は危険。だから、秘密」

			「危険？」

			「使い方を間違えたら、世界が滅ぶ」

			　妖精の力の使い方によっては、世界が滅ぶというハル。

			　まさかとは思ったが、彼女の表情は冗談を言っている様子など微(み)塵(じん)もなく、真剣そのものだった。

			　フィーネたちが世界を滅ぼせるとは思えないが、フェアリーベリルの存在を考えると、あながち間違っているとも言えない。

			「それは例えば、フェアリーベリルみたいに？」

			「ちょっとだけ、正解。あれは、ユグの力の一部。あれは、まだ安全」

			「あれで安全なのか……」

			　あれは妖精の力ではないらしい。

			　そして、フェアリーベリルですら、彼女たちの秘密に比べれば安全な部類だそうだ。

			　だんだんと、話の続きを聞くのが恐ろしくなってきたが、ここまで知ってしまった以上、聞かないわけにもいかない。

			「ソナは、私たちの力は、世界を捻(ね)じ曲げる力だって言ってた」

			「世界を捻じ曲げる力……」

			　それを聞いて、フィーネたちにかけてもらった、妖精の祝福の効果を思い出す。

			　かけた相手の運気を上昇させる力――それは言い換えれば、運命を捻じ曲げる力ではないだろうか？

			　ほんの少しの幸運では、そこまで大きく未来は変わらないだろう。

			　だが、それが10年、20年と積み重なれば、先に待っている結果は大きく変わっていくはずだ。

			　もしもそれが、妖精の力の本質の、ほんの一部であったとしたら――

			　ぞわりと、得体のしれない寒気が背中を走った。

			「教えられるのは、ここまで。これ以上はダメ。ユグはたぶん許してくれるけど、ソナは絶対に怒る。だから、ダンも内緒にしてね」

			「ああ、分かった。内緒だな」

			「うん、絶対に内緒にしてね。ソナが怒ったら――」

			　そこでハルが言葉を区切り、俺をじっと見上げる。

			「怒ったら？」

			「ダンが、殺される。絶対に勝てない」

			「……そうか」

			「はなしはおしまい」

			　話は終わったようだ。ハルはチョコレートを抱え、どこかへ飛んでいった。

			　その場に残された俺は、ぼんやりと天井を見上げる。

			　秘密を漏(も)らせば殺される。絶対に勝てない。

			　ハルが言う、ソナとはいったいどんな人物なのだろうか？

			　伝承ではエルフだと伝えられているようだが、どうにも違う気がする。

			　あの炎竜王よりも強いのか、それとも相性的な何かなのかは分からないが、ハルには勝てないという確証があるようだ。

			　もっとも、秘密を誰かに話すつもりもなければ、ソナという人物と敵対するつもりもない。

			　ソナという人物の話をするハルは、どこか懐かし気な笑顔を浮かべていた。

			　きっと、彼女にとって大事な友人なのだろう。

			　それならば、今まで通りに過ごすだけだ。

			「ダン！　ぼーっとして何を考えてるの？」

			「フィーネか、いや、何でもないよ」

			「うーん……まあいいや！　ダン！　一緒に遊ぼう！」

			　心配そうにこちらを覗き込むフィーネだったが、明るい声で一緒に遊ぼうというと、俺の手を取り立ち上がらせる。

			　どうやら、聞かないでいてくれるようだ。

			「ダン！　こっちだよ！」

			「ああ、今行くよ――」

			　辺りにいた妖精たちは、新しく手に入れたおもちゃで一緒に遊んだり、クッキーをかじったりしている。ハルと俺の話を聞いた者は誰もいないようだ。

			　とんでもない秘密の片鱗を知ってしまったが、その詳(しよう)細(さい)は分からないままだし、悩んでも仕方がないだろう。

			　妖精たちの楽しげな声で賑やかなコアルームで、彼女たちにおもちゃの遊び方を教えたりしながら、１日を過ごした。

			　後日、あちこちににクレヨンなどで落書きをされていたり、アントたちにリボンが巻き付けられていたりなどのいたずらが多発して、１人で頭を抱えることになるのだが、それはまた別の話である――

			　ちなみに、妖精たちによってリボンを付けられたアントたちは、まんざらでもなさそうな様子であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぽっかりと口を開けるダンジョンの入り口の前に、黒いフードを被った少女が１人。

			　彼女の名前はサーラ。ダンジョンの調査に派遣された冒険者のうちの１人である。

			　調査のためにやって来たサーラだったが、彼女の周りに人影らしきものはない。

			　彼女は、たった１人でこのダンジョンに入ろうとしていた。

			　そのダンジョンの名前は、『黒軍の大穴』。

			　最近噂となっている、炎竜王ルドニールを倒したとされるダンジョンである。

			「はぁ……何で、こんな場所に入らなきゃいけないんでしょう……」

			　すでに２００人以上の命を飲み込んでいる恐るべきダンジョンの前で、彼女はため息をついていた。

			　もう何度目かも分からないため息をつき、サーラはダンジョンの入り口へと目をやる。

			　――炎竜王が倒された後、街はどこも大騒ぎだった。

			　その騒ぎはギルドも例外ではない。

			　すぐさま本部へと連絡が行き、ダンジョンの調査は中止されるものだと、そうサーラは思っていたのだ。

			　しかし、ギルド本部の幹部たちが下した決断は、彼女の予想したものとは真逆だった。

			　――調査は中止せず。モンスターが減った今のうちに、調査を完了させろ。

			　その命を受けて調査隊が出した結論は、彼女にとって信じがたいものであった。

			「私１人で調査をしろ？　こんな恐ろしい場所に、か弱い女の子を１人で行かせるなんて皆さん何を考えているのでしょうか！　――まあ、できなくはないでしょうけど」

			　ブツブツとつぶやきながら、地面の草をぶちぶちと抜くサーラだったが、そんなことをしてもギルドの命令が変わるはずもない。

			　またもやため息をついた彼女は、立ち上がり、ダンジョンへと歩を進める。

			「でも、やっぱり納得はできません！　戻ったら、皆さんのおごりでケーキでも食べにいくとしましょう！　さあ！　さっさと終わらせて帰りますよ！」

			　サーラは気合を入れると、入り口を抜けてダンジョンの中へと進む。

			「通路は意外と広いですね。横幅は10メートル。高さは５メートルほどでしょうか？」

			　剥(む)き出しの土で覆(おお)われた通路を、おおよその大きさを測りながら進む少女。

			　壁に手を当てるが、しっかりと固められていて簡単に崩れる様子はない。

			　ダンジョンの中と外で特に環境が大きく変わることもないようだと、サーラは頭の中にメモをする。

			　最初から迷路のような構造の迷宮は珍しいが、ジャイアントアントがメインのモンスターであるため、彼らが通路を掘ったのだろう。

			　このあたりは、事前に読んだ報告書に書いてある通りだった。

			「おや？　ここの壁は違和感がありますね？　隠す努力の跡は見えますが、ちょっと甘いです」

			　サーラは壁の一部分に眼をやり、そこを重点的に調べ始める。

			　巧妙に偽装されてはいるものの、わずかに周りと土の質感が違っているそこを叩き、うんうんと頷いた。

			「やはり、どうやら奥に空洞があるようですね。ちょっとだけ中を覗いてみることにしましょう！」

			　サーラは懐からスコップを取り出すと、素早く、しかし音を立てないように、慎重に壁を崩していく。

			　彼女の予想通り、壁の奥には通路があったようで、少し掘り進めると別の空間が現れた。

			　壁の周辺に何もいないことを確認すると、サーラはさらに壁を崩してするりと中へ入り込む。

			「――ビンゴ！　あれはジャイアントアントですね」

			　壁に張り付きながら、曲がり角の奥を覗き込むと、その先にはジャイアントアントの集団が待ち構えていた。

			「上級のアントも混じっていますね。相手の数が多いので戦いは避けたいです」

			　どうやらあの壁でカモフラージュして、挟(はさ)み撃ちをするつもりだったようだと分かり、サーラは相手の知能の高さに驚いた。

			「やっぱりおかしいですね……。ジャイアントアントに、そこまでの知能があるはずはありません。モンスターを操る何者かがいるという予想が、現実味を帯びてきましたか……まあ、天下無敵のＳランク冒険者である私には、ぜんぜん通用しませんでしたけどね！」

			　ガルツから聞かされていた予測は正しそうだとサーラが考えていると、彼女の下へとジャイアントアントの群れが近づいてくる。

			「うーん……もしかして、私の位置が分かっているのでしょうか？　へまをしたつもりはなかったんですけど――」

			　姿を見られたり、物音で察知されるようでは、彼女のような役割は務まらない。

			　完全に気配を断っている自信はあったのだが、何かの拍子にバレてしまったようである。

			「まあ、なんにせよ、このままでは見つかってしまいますね」

			　彼女の来た道は一本道で、辺りには身を隠せそうな場所もない。

			　しかし、彼女に慌てた様子はなかった。

			　彼女は手慣れた様子でフードに魔力を流し、通路の脇に身を寄せるとじっと息をひそめた。

			　ジャイアントアントたちは、その甲(こう)殻(かく)の擦れる音が聴き取れるほど近くを通り過ぎるが、彼女の存在に気が付いた様子はない。

			　ジャイアントアントたちは混乱したように、彼女が隠れている場所の周りをうろつく。

			　だが、ほんの少しでも手を伸ばせば触れてしまうほどの距離でも、彼女に気が付くことはなかった。

			　ジャイアントアントたちは、そのまま何かを探しながら通路の奥へと消えていった。

			　その後ろ姿を見送ったサーラは、ほっと安(あん)堵(ど)の息をつく。

			「どうやら気が付かれずに回避できたようですね。これならモンスターと戦う必要はなさそうです」

			　暗殺者などが好んで使う、認識阻(そ)害(がい)の魔法技術。

			　普通ならば、暗闇や遮(しや)蔽(へい)物があって初めて成功するその技を、何もない場所でこともなげに成功させた少女は、これなら簡単に仕事が終わりそうだとつぶやいた。

			「この能力があったせいで、たった１人で調査するはめになったんですけど――まあ、いいです」

			　その後も戦闘を避けつつ、ダンジョンの調査を続けていくサーラ。

			　途中、何度か侵入者を探すジャイアントアントの集団ととすれ違ったが、彼女は一度としてその存在を察知されることはなかった。

			　彼女をあぶり出そうと、でたらめに攻撃を繰り出す群れもあったが、すべての攻撃を掠(かす)らせることもなく回避し、無傷で先へと進んでいく。

			「おっと、ちょうどよさそうな群れを発見です」

			　ダンジョンを進むサーラは、少数で行動していた群れを見つけると、すれ違いざまに数度、手に持った短剣を振った。

			　普通に通り過ぎたかに見えたジャイアントアントたちは、同時にぴたりと動きを止めるとその場に崩れ落ちた。

			「ひい、ふう、みい。報告用の魔核はこれで十分でしょう」

			　動かなくなったジャイアントアントたちから魔核を取り出し、腰に下げた袋にしまったサーラは、調査を再開する。

			「ふーむ。それにしても、Ａランクパーティーの方々まで壊滅しているとのことでしたが、見たところ、特に強そうなモンスターは見当たりませんねぇ」

			　今までに現れたモンスターは上級混じりとはいえ、ジャイアントアントのみ。

			　確かに群れれば厄(やつ)介(かい)ではあるが、Ａランクにもなった冒険者の集団ならば、逃げることくらいはできるはずだった。

			　いくらこのダンジョンが不自然であるといえど、この程度で帰って来られないということはまずあり得ない。

			　首をひねるサーラだったが、何かを感じたのか、ハッとした顔で通路の奥へと目を向けた。

			「いえ、どうやら何かいるようですね。通路の奥から、かなり強い気配が漂ってきます」

			　フードに魔力を通すと、彼女は気配を殺しながら慎重に通路の先へと進む。

			　サーラは壁にぴたりと張り付き、そっと通路の先を覗き込む。

			　通路の先にいたのは、ジェネラルアントと取り巻きらしき上級アントの群れだった。

			　だが、今までの群れとは纏(まと)う雰囲気がまったく違う。

			　特に、群れを率いていると思われるジェネラルアントは別格だった。

			　壁に身を寄せ、通路から覗き込むように観察を続ける。

			「取り巻きがＢランク、ジェネラルアントはＡランクといったところですかね？　さすがに、アレとは戦いたくないです」

			　おそらくはすべてネームドモンスター。

			　ジェネラルアントに至っては、たぶんボスモンスターであろう。

			　生まれてから半年も経たないダンジョンでは、間違いなくありえない光景。

			「あれは、なんでしょうか？」

			　サーラは、ジャイアントアントたちの腕や首に結びつけてあるカラフルな布に注目した。

			　赤に黄色にピンクと色とりどりの布は、絹のような光沢を放ち、遠くから見てもかなりの高級品であることが見て取れる。

			「おしゃれ――のはずはありませんね。何か意味があるのでしょう」

			　ダンジョンに住む妖精たちのイタズラによるものとは知るはずもなく、真剣に布の役割について考え始める少女。

			　ふと、視線を感じた気がしたサーラがその気配を辿ると、群れを率いるジェネラルアントと目が合った。

			「あ、あれー？　ジェネラルアントと目が合ったような？　き、気のせいでしょうか。こちらをじっと見つめている気がしますよ？」

			　サーラは冷や汗をかきながら、自分の状態を確認する。

			　フードの効果は切れておらず、気配もちゃんと消えている。

			　それにもかかわらず、ジェネラルアントは真っ直ぐにサーラを見つめていた。

			「ま、まさかと思いますが、こちらに気が付いていたり――」

			「ギイイイィィィ」

			「はわ!?」

			　サーラがふりふりとジェネラルアントに向けて手を振ると、ジェネラルアントが鳴き声を上げ、サーラへと猛然と突進を始めた。

			「や、やっぱりバレてるじゃないですか！　こうなったら――逃げるが勝ちです！」

			　サーラは慌てて踵を返すと、ダンジョンの通路を一目散に逆走した。

			　退路を塞ぐように次々と現れるジャイアントアントの間を、隙間を縫(ぬ)うようにすり抜けながら、彼女は出口を目指してひた走る。

			　何度も群れの間を駆け抜け、折れ曲がった通路を曲がると、なんと、彼女の前に土の壁が現れた。

			「ふええ!?　ここは通路があったはずですよ！　道を間違えてもいないはずです！」

			　サーラは急ブレーキをかけると、通路をふさぐ壁を調べ始める。

			　土壁にわずかに残った魔力と、周りの土に対して不自然な盛り上がり方をしている点から、土属性の魔法か何かで作った物だと判断できた。

			「壁の厚さはかなりあるようですね。ここを掘って進むのは無理でしょう」

			　仕方がなく、元来た通路へと戻ろうとするサーラの前に、巨大な影が立ちはだかった。

			「え、えっとー……こ、こんにちは？」

			　彼女の前に現れたのは、１体のジェネラルアント。

			　他の者とは別格の雰囲気に、腕に巻かれた赤い布。

			　まず間違いなく、先ほどサーラの存在に気が付いた個体である。

			　少女を見下ろし、悠然とたたずむその姿は、まさに将軍と呼ぶべき風格だった。

		

	
		
			[image: p_155.jpg]
		

	
		
			「に、逃がしてくれたりすると嬉しいんですが？」

			　ジャイアントアントに言葉が通じるはずもないと思いながら、その威容に気圧されて、思わず声をかけてしまうサーラ。

			「ギギ」

			「あ、あれ!?　今、首を横に振りましたよね!?　私の言葉が分かるんですか!?」

			　サーラの問いかけに、首を横に振るジェネラルアントを見て、彼女は驚きの表情を浮かべる。

			　知能の高いモンスターは、時として人の言葉を理解すると言われているが、ジャイアントアントでは報告されたことはないはずだ。

			「もしかすると、このジェネラルアントが異変の原因なのでしょうか？　いえ、でもあの布は――」

			　考え込む少女へと、ジェネラルアントが一歩足を踏み出す。

			「――とはいえ、このまま逃がしてくれるつもりはないようですね……」

			　ジェネラルアントは、警戒しながらゆっくりとサーラとの距離を詰める。

			　少女の背後は土の壁で塞がれている。前方にはボスモンスターと思われるジェネラルアント。

			　もはや、逃げ場はなかった。

			「仕方ありませんね。ちょっとだけ、戦うとしましょうか」

			　絶体絶命の状況にもかかわらず、彼女は落ち着いた様子で短剣を構えた。

			　蒼く輝くミスリル製の刀身に、薄く魔力を纏(まと)わせると、タイミングをうかがう。

			　ジェネラルアントが、歩行のために足をあげようとしたその瞬間。

			　サーラは全身をバネのように使って、一瞬のうちに急加速した。

			　途中で軌道を変え、空気を切り裂く音を立てながら迫るジェネラルアントの前足。

			　それを、紙一重ですり抜けるように回避。

			　足元を駆け抜けながら、短剣を素早く振るう。

			　手元がブレて見えるほどの速さで振られた刃。

			　その青く煌(きら)めく軌跡が、足の甲(こう)殻(かく)の隙間を結ぶように、鮮やかに描き出される。

			　そして、鋭く研がれた刃が関節を切り裂き、ジェネラルアントは、自重を支えきれずに崩れ落ちる――と同時に、パキンと何かが折れる音が響いた。

			「ふあ!?　刃が折れちゃいましたよ！　お気に入りの短剣だったのに！」

			　サーラは、刀身の中ほどから折れてしまった短剣を放り投げ、予備のものへと持ち替えた。

			　短剣は折れたのではない。折られたのだ。

			「あの一瞬で、甲殻の隙間に挟(はさ)みこんで刃を折るとか。どれだけの化け物なんですか！　あの短剣、すっごく高かったんですからね！　弁償してください！」

			　蹲(うずくま)るジェネラルアントへと指を突きつけ、理不尽な怒りをあらわにするサーラ。

			　そんな彼女へと、ジェネラルアントが敵意に満ちた視線を向けた。

			「な、なんですか、その目は！　そんな目をしても怖くないですよ！　だってあなた、もう動けない――ええ!?　なんで立ち上がれるんですか!?　関節を切ったのに動けるとか反則ですよ！」

			　よろよろと立ち上がったジェネラルアントは、すぐに彼女へと襲い掛かるかと思われたが、ぴたりと動きを止め、サーラの手をじっと見つめた。

			　彼女の手の中には、ジェネラルアントの腕に巻かれていたあの赤い布が握られていた。

			　攻撃のついでに抜きとったそれは、さらさらとした不思議な手触りの布であった。

			　魔力は感じられないことから、特殊な効果などもなさそうだと、サーラはそう判断する。

			　彼女が手にした赤い布を見つめていたジェネラルアントは、いつの間にか俯(うつむ)きプルプルと震えている。

			　どうしたのだろうかと訝(いぶか)しむサーラだったが、何はともあれチャンスだと、じりじりと後退を始める。

			「ギイイイイイィィィ！」

			「ひいぃ!?」

			　あと少しで、サーラの逃走が成功しようかという瞬間。ジェネラルアントがサーラに向けていた敵意が、刺し貫くような殺気へと変化する。

			　荒事に慣れているはずの彼女が、一瞬怯(ひる)んでしまうほどの濃密な殺気。

			「な、なんだかとても怒っているような!?　な、なんでですか!?」

			「ギアアアァアァァ！」

			「わぴゃあ!?」

			　そのあまりの迫力に、思わず情けない悲鳴を上げてしまうサーラ。

			　彼女の生存本能が、けたたましく警鐘を鳴らし、だらだらと冷汗が流れ出る。

			「こ、こんな恐ろしいモンスターと戦うなんてやってられません！　援軍が来る前にさっさと逃げるとしましょう！」

			　逃げ出すサーラを、怒りのオーラを全身から発したジェネラルアントが、重々しい足音を立てながら追いかけてくる。

			　その背中に噛みつこうと、ガチガチと大(おお)顎(あご)を鳴らす音が、やけにはっきりと彼女の耳に届いた。

			　背後から迫りくるジェネラルアントの速度は、足を負傷しているはずだというのに、以前より増しているようにすら感じられた。

			「も、もしかしてこの布、とても大切なものだったり？　今さら返しても許してくれませんよね？」

			　サーラは必死に足を動かして、ダンジョンの中を駆けまわる。

			　もはや道など覚えていないが、風と魔力の流れを辿り、出口を目指す。

			　このままでは、そう遠くないうちに迷ってしまうかもしれない。

			　しかし、足を止めるわけにはいかない。

			　後ろから響く足音は、彼女の背後にぴったりと付いてきている。

			　もしも追いつかれてしまったら、どんな目に遭うのか分からない。

			　あの怒りようを見る限り、それはもう恐ろしい目に遭うのだろう。

			　何としても逃げ切らなければと、サーラはもつれそうになる足に力を込めた。

			　――迷路のようなダンジョンの中を、もうどれだけ走っただろうか。

			　すでにサーラの息は上がり、いっそのこと、すべてを諦(あきら)めて地面に倒れ込んでしまいたいとすら感じるほどだった。

			　彼女がちらりと後ろを振り返ると、そこにはあのジェネラルアントの姿。

			　どうやら、まだ諦めてくれないようだ。

			「も、もう許してくださいいぃ」

			「ギイイイィィィ！」

			「いやああぁ！」

			　悲鳴を上げ、もつれそうになる足に気合を入れなおして、地面を蹴り続ける。

			　彼(ひ)我(が)の体力の差が現れ始めたのか、じりじりと距離が詰められ、今にも捕まってしまうかというときだった。

			　サーラが曲がった先は、見覚えのある通路だった。

			　通路に空いた、壁が崩れたような横穴。

			　それは、ダンジョンに入ってすぐに見つけた隠し通路で間違いない。

			　――あと少しで出口にたどり着く。

			　そんな希望を胸に、彼女は最後の加速を始める。

			「ああ！　で、出口です！　あそこまで行けば！」

			　ダンジョンの外まで逃げれば、追ってこないはず。あと少しで助かる。

			　ようやく見えてきた出口を全速力で駆け抜け、太陽の光を浴びたサーラは、ほっと息を――

			「ギイイイイイィィィ！」

			「な、何でですか!?　もうダンジョンの外ですよ！」

			　ダンジョンの外に出てもまだ追ってくる、ジェネラルアント。

			　その執念深さに、サーラは涙目で叫ぶとまた走り出した。

			「もう逃がしてくれてもいいじゃないですかあああぁぁ！」

			　草原に出てもひたすら追い回され続けるサーラだが、天は彼女に味方したようだ。

			　彼女の前方に見えるのは、背丈の高い草が生い茂った一角。

			　彼女は体を屈(かが)めて草の中に飛び込み、全力で気配を消して地面を這(は)いずる。

			　息を殺し、限界まで体を縮めて隠れる少女。

			　彼女を追いかけていたジェネラルアントは、草むらを薙(な)ぎ払い、しばらくサーラを探していたが、ようやく諦(あきら)めたのかトボトボとダンジョンへと帰っていった。

			　ジェネラルアントを振り切り、ようやく彼女が逃げ切れたのはすでに日が落ちかけた頃であった。

			　かれこれ数時間は追い回され、全力疾走をしていたことになる。

			「も、もう……あの……ダンジョンには……は、入りたくないです…………」

			　戦利品は謎の赤い布と、調査用の魔核が数個。

			　あれだけ恐ろしい目に遭ったというのに、たったこれっぽっちの成果である。

			　よろよろと草むらから這い出したサーラは、その場に座り込む。

			「もう、一歩も動けません。汗もかいたし、早く体を洗いたいです……」

			　そのまま草むらに倒れ込み、ぐったりと脱力する少女。

			「ああ、地面がひんやりして気持ちいいですね……」

			　しばらくして――やっと歩ける程度には回復したサーラは、街へ戻るために立ち上がった。

			　倒れ込んだ際に顔についた土と草を払うと、びくびくと辺りを警戒しつつ、草原を歩く。

			　ようやく草原を抜けようというとき、どこからかあのジェネラルアントの悔し気な咆(ほう)哮(こう)が聞こえてきた。

			「ひゃう!?　こ、こうしてはいられません！　さっさと逃げなければ！」

			　草原の外れに待機していた馬へとしがみ付くように跨(またが)ったサーラは、周囲を警戒しながら馬を走らせ続けた。

			　ようやくリーアの街の門が見え始めたところで、今度こそ安(あん)堵(ど)のため息を吐き出す。

			「あんなダンジョンがあるなんて思いもしませんでした！　こんなひどい目に遭ったんです！　ギルドにはいっぱい報(ほう)酬(しゆう)を出してもらいますからね！」

			　目に闘志を宿し、そう力強く宣言すると、サーラはガルツが待つ冒険者ギルドへと向かったのだった――

			　

			◆　◆　◆

			　

			『無音』のサーラによってもたらされた情報は、冒険者ギルドを震撼させた。

			　ジャイアントアントではあり得ない行動や、大量のネームドモンスターの存在。

			　にわかに信じがたい情報ばかりだが、調査を行ったのは他でもなく、ギルドの本部からの信頼も厚い最上位の冒険者である。その信頼性は覆(くつがえ)しようがなかった。

			　これまでのデータから、ダンジョンマスターがいることはほぼ間違いないとされた。

			　ダンジョンマスターが出現した可能性は、各国の上層部へともたらされたが、余計な混乱を避けるため、一般層へは秘(ひ)匿(とく)された。

			　ギルドは、地形や出現するモンスターの情報を加味したうえで、Ｃランクダンジョンであった『黒軍の大穴』の評価をＡランクへと引き上げる。

			　これは、ギルド発足以来、史上最速の記録であった。

			　この情報はギルドを通じてあちこちへと広まり、炎竜王を倒したことに加え、史上最速でＡランクへと成長したダンジョンとして一躍有名になる。

			　さらに、サーラがダンジョンから持ち帰った赤い布は、材質、製法ともにすべて謎に包まれており、調査の後にオークションへとかけられることとなった。

			　謎に包まれた赤い布は、その出自に関する様々な噂が流れ、希少な品を求める貴族や大商人がこぞって入札。

			　最終的には、ダンジョンコアにも匹敵するほどの大金で、とある大貴族に競り落とされることになる。

			　そして、その情報を聞きつけた、一攫千金を夢見る冒険者たちまでもが、ダンジョンを目指し、集(つど)い始めるのであった――

		

	
		
			間章　襲来!?　土竜(もぐら)王！

			　

			「ダン！　シュバルツちゃんが戻ってきたよ！」

			「どうやら、逃げられちゃったみたいですね」

			　モニター越しに、ダンジョンへと戻ってくるシュバルツの姿を確認する。

			　侵入者を逃がしてしまったようだが、撃退には成功したようなのでまあいいだろう。

			　今回ダンジョンに侵入してきたあの冒険者は、今まで戦った人間の中でも、最上位に位置するのはまず間違いない。

			　追い返すことには成功したが、高級そうなナイフを１本折っただけで、攻撃を掠(かす)らせることすらできなかったのだ。

			　さらに、相手の位置が突然分からなくなるという現象にも悩まされることになった。

			　ダンジョン内をモニターで見ていると、そこにいるはずの冒険者が突然霞(かすみ)のように消えるのだ。何らかのアイテムか、魔法の効果によるものだと思われる。

			　おおよその位置はコアを通じて特定できるのだが、アントたちにも冒険者の姿が見えないようなので、対策なしでは満足に戦うことすらできないだろう。

			　今のところシュバルツ以外に、あの相手を見つけられるモンスターはいないだろうし、どうやったら対策できるのかすら思いつかない。

			　幸い、長時間使うことはできないのか、姿を消したままというわけにはいかないようだ。

			　今のところは、ダンジョンをできるだけ広くして、時間を稼ぐしかあれに対処する手段はないだろう。

			　果たしてシュバルツはどうやってそこにいると判別したのだろうか？　コツがあるなら教えて欲しいものだ。

			　今回の冒険者のように、力押しではなく搦(から)め手を使うタイプの敵もこれから増えるのだろう。ある程度の予測と対策を立てて、いざ現れたというときに慌てないようにしなければ。

			　リボンを奪われ、重い足取りでダンジョンへと戻って来たシュバルツだが、妖精たちが新しいリボンをプレゼントしていた。

			　なんとか機嫌は直ったみたいだが、あのリボンをそんなに気に入っていたとは……アントにも着飾りたいとか、そういった感情があるのだろうか？

			　なにはともあれ、シュバルツの調子も戻り、ダンジョンの上層部の拡張も順調に進んでいる。

			　炎竜王によって得たＤＰで８階層を追加した後は、防衛用の階層の領域をひたすら広げていくことにした。

			　そして、１階層の通路を拡張していたときに、事件は起こったのだ――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　１階層の地下１キロメートル地点を、ワーカーアントたちが拡張していたときだった。

			　掘り進んでいた通路の先が崩れ落ち、こちらが作ったものではない空間が見つかった。

			「どうなってるんだ？」

			「おっきいトンネルだね！」

			「どこまで続いているのでしょうか？」

			　トンネルの直径は、20メートル近くあるだろうか、ジャイアントアントが掘っているものよりもはるかに大きい。

			　表面はある程度きれいに削られ土が固められており、自然にできたものではないと思われる。

			　さらに、どこかが崩れているという様子もない。

			　おそらくは、現在も使用されているのだろう。

			　外の人間たちが、ここまで深い場所に穴を掘っているということは考えにくい。

			　近くに鉱山などがある様子もないし、周辺にそれらしい施設も見当たらなかった。

			　ということは、ジャイアントアントのように地中で暮らすモンスターが掘った穴だと考えるのが自然だろう。

			　問題は、どのようなモンスターがここに住んでいるのかなのだが――

			　ダンジョンの領域内には、他のモンスターの反応はない。

			　おそらく領域外までこのトンネルは続いていて、そのどこかにこの穴を掘ったモンスターがいるはずだ。

			　今なら、まだ気付かれてもいないだろう。見なかったことにして、穴を塞いでしまおうか？

			　いや、ダンジョンの近くに未確認のモンスターが住んでいるというのも、なんというか落ち着かない。

			　ダンジョンに近づく野生モンスターは少ないが、まったくいないというわけでもない。

			　このまま放っておいて、突然未知のモンスターが攻めてくるなどということがあると困る。

			「穴を埋めてしまうにも、まずはどんなモンスターが生息しているのかを調べてからだな」

			「おおー！　それじゃあ、さっそく探検だね！」

			　数体のアントフライを、偵(てい)察(さつ)役としてトンネル内に放ち、ダンジョンと穴が繋がる場所にはアントたちを配置して防御を固めておく。

			　直径20メートルもの大きなトンネルを掘るようなモンスターだ。油断はできない。

			「ここから先はダンジョンの外だな」

			「ちょっと暗いですね……何があるのかよく見えません」

			　アントフライは穴の中を飛び回り、ついに数匹がダンジョンの領域の外へと到着した。

			　ダンジョンの外に出てしまった影響か、少しずつ周囲が暗くなり始めている。

			　暗闇に適応したアントフライの視界ですらこれなのだ。中は相当暗いのだろう。

			　さらに調査を進めていくと、突然、アントフライのうちの１体が、何者かに倒されてしまった。

			　最後に見えたのは、地面から伸びてアントフライを貫いた土の槍(やり)。

			　アースアントでは、あのような槍を作ることはできない。おそらくは、やや高位の土の魔法だろう。

			　これは、本当に危険なモンスターが生息している可能性もあり得るな。

			　残念ながら、魔法を放ったであろうモンスターを確認することはできなかった。

			「仕方ない。シュバルツたちを送り込むとしよう」

			　アントフライがやられてしまったので、シュバルツたちを含むアントの群れをダンジョンから通路の中へと進ませる。

			　さらに、追加で大量のアントフライを先ほど戦闘があった場所へと送り込む。

			　アントフライたちが目標地点に到達したのだが、そこにはアントフライの死骸はない。

			　それらしいモンスターも見当たらなかった。すでに移動してしまったのだろうか？

			　ぞろぞろと列をなして進むアントたちは、アントフライがいた場所を越え、さらに先にある広場のような場所にたどり着いた。

			　広間は半円のドーム状になっており、天井部分は暗闇に包まれていてほとんど見えない。

			　広場の先にも通路は続いているようだが、これ以上先は完全な暗闇だ。

			　アントたちは何かしらの感覚器官で周囲を確認できているようだが、こちらは視覚や聴覚を通じてしか周りを確認できない。

			　それ以外の方法でアントたちが感じたものはこちらからは分からないのだ。

			　これ以上先に進んでも、こちらからでは、音しか分からないだろう。

			「うーん……ダン、これからどうするの？」

			「これ以上先に行くのは、やめた方がいいかもしれないな」

			「でも、結局この穴の持ち主は分からないままですよ？」

			「さて、どうしたものか……」

			　帰還させるか、探索を続けさせるかで悩んでいたときであった。

			　まるで地震が起きているように、モニターの向こうの地面が揺れ、天井からパラパラと土が落ち始めた。

			　もしや崩落するではと思い、アントたちに急いで退却するように伝える。

			　先頭のアントたちが、広間から脱出しようという瞬間。

			　広間の中心付近の地面に穴が開き、そこから巨大なモンスターが這(は)い出してきた。

			　地面から背中までの高さは５メートル以上。

			　体長はさらに長い。クイーンアントを超えるかもしれないほどの巨体である。

			　黒みがかった茶色の巨体は、その体格の良さをこれでもかと見せつける。

			　その巨体から生えている前足は、強(きよう)靭(じん)な爪が生え揃い、不気味な禍(まが)々(まが)しさを感じさせる独特な形状をしていた。

			　さらに目を引くのは、その特徴的な形の頭部。

			　先細った形の頭部には細長く大きな鼻が付いており、それとは裏腹に、小さくつぶらな黒い目が付いている。

			　地中で生活するために、目は小さく退化したのだろう。

			　最後にお尻からぴょこんと伸びる、かわいらしいと形容できそうな短い尻尾。

			　そう、それは、巨大な――あまりにも巨大なモグラであった。

			「なんだ、ありゃ!?」

			「ジャイアントモールでしょうか？　あそこまで大きくはありませんでしたが、以前森で見たことがあります」

			「なんかかわいいね！」

			「……そうか？」

			　フィーネはあのモンスターの見た目が気に入ったようだ。

			　確かに、全体的に見るとかわいらしいと言えるのかもしれない。

			　だが、クイーンアントを超える巨体のモンスターを、かわいいと言っていいのかは微妙なところである。

			　巨大なモグラは、辺りを確認するように鼻をひくひくと動かしていたが、やがてシュバルツたちに気が付いたのか、彼女たちへと襲い掛かる。

			　その巨体からは想像できないほどのスピードで体当たりを行い、避け損ねたアントたちが弾き飛ばされてしまった。

			　壁に叩きつけられたアントは、一部動けなくなってしまった者もいるが、大多数はすぐに立ち上がり、巨大モグラへと立ち向かっていく。

			　動けなくなった者も、ダメージはそこまでひどくなかったようで、メディックアントの治療を受けてすぐに戦線に復帰していた。

			「ジジッ」

			　甲(こう)殻(かく)を持つアントたちには、体当たりはほとんど効果がないと判断したのか、巨大モグラはひと鳴きすると周囲の地面から土の槍(やり)を生やし始めた。

			　高い防御力を誇(ほこ)るアントたちだが、体の下からの攻撃には弱い。

			　次々と地面から飛び出てくる槍に吹き飛ばされたり、貫かれたりと、かなりの痛手になっている。

			　すでに援軍を向かわせてはいるが、こちらが若(じやつ)干(かん)不利だろう。

			　何せ相手はあらゆる方向から土の槍を出せるのだ。

			　土に囲まれたその空間は、巨大モグラにとって絶好の狩場だった。

			　アントたちも、地面から飛び出てくる槍(やり)を回避しつつ、巨大モグラに襲い掛かっているのだが、厚い毛皮に覆(おお)われているせいなのか噛みつきも酸による攻撃も効果が薄い。

			　少しずつダメージを与えることはできているようだが、巨大モグラが噛みつかれたままじっとしているはずもない。

			　地面を転がってアントたちを引きはがしたり、時には自分の下から土魔法で壁を出し、その勢いを利用して飛び上がり、アントたちをその巨体で押しつぶしたりと、巨体に見合わぬ動きで暴れまわる。

			　だが、縦横無尽に暴れまわる巨大モグラが有利だったのは、そこまでだった。

			　援軍として送ったアントの大軍が到着し、広場の中へとなだれ込む。

			　慌てた様子のモグラが土の魔法で通路を塞いだが、もう遅い。

			　すでに援軍の大多数は広場内に入り込み、広場には数百匹のアントたちが蠢(うごめ)いている。

			　土の壁で塞いだ通路も、後続のアントたちが壁を掘って撤去しようとしている。

			　そのうちに壁は取り払われ、さらに広場内のアントが増えるだろう。

			　もはや勝敗は決した。これで俺たちの勝ちだ。

			　巨大モグラは、今まで以上に必死で暴れまわるのだが、たとえどこに転がろうが跳ねようが、動いた先にはアントが待ち構えている。

			　さらに遠距離からは大量の酸の雨が降り注ぎ、容赦なくダメージを与えていく。

			　やがて魔力が尽(つ)きたのか、土の槍(やり)も使わなくなり、接近しやすくなったことでアントたちの攻撃の勢いはさらに増した。

			　ひたすら続くアントたちの猛攻に、とうとう動けなくなった巨大モグラが地響きを上げて倒れ伏し、悲しげな声を響かせた時であった。

			「チーチー！」

			「ジジッ!?」

			　通路の奥から、複数の小さな影がよちよちと近づいてくる。

			　それは、巨大モグラよりもはるかに小さなモグラであった。

			　大きさは巨大モグラの１割にも満たないだろう。十分に巨大なモンスターではあるが、アントたちの敵ではなさそうだ。

			　小さなモグラたちは、巨大モグラの下へとたどり着くと、巨大モグラの傷を舐め、心配そうにまとわりついている。

			　おそらくだが、巨大モグラの子供なのではないだろうか。

			　巨大モグラはそれを見て、力を振り絞(しぼ)るように起き上がる。

			　小さなモグラたちを守るように前に出た巨大モグラは、アントたちに何か伝えるかのように鳴き始める。

			　先ほどまで暴れていた面影はなく、何か懇願するかのような声音になっている。

			　シュバルツたちもいったん攻撃をやめて、囲むように様子を見ているようだ。

			「なあ、フィーネ。あのモグラ、何かを伝えたそうなんだが、何を言っているのか分かるか？」

			「任せて！　『あなたたちが何を求めてここへ来たのかは知りません。もし私の命が欲しいというのなら差し上げましょう。ですが、どうか子供たちだけは見逃してください』だって！」

			「小さいモグラたちは、お父さんをイジメないでと言っているみたいですね」

			「なるほど。そういうことだったのか」

			　最初にアントフライが倒されたことで、勝手に危険なモンスターであると判断していたが、どうやら子供たちを守るために襲い掛かってきたらしい。

			　よく考えれば、いきなり別のモンスターが住処に入ってきたとなれば、自分たちの住処を守るために襲い掛かるのも当たり前である。

			　こちらだって、侵入者相手にはそうするのだ。いちいち敵か味方か確認してから攻撃するということもない。

			　お互いの考えていたことが分かると、このまま殺してしまうのもどうかと思ってしまう。

			　あちらから攻めてきたなら話は別だが、今回はこちらが相手の住処へと侵入したのだ。

			　あちらはそれを追い払おうとしただけで、こちらへ攻めてくる気もなさそうだ。

			　相手からしたら、平和に暮らしていたのにいきなりこちらが攻めてきた――といった感じなのだろう。

			　ダンジョンを防衛する立場としては、あの巨大モグラたちの気持ちはよく分かる。

			「ダン……」

			「ダンさん……」

			　フィーネとリリーネも何か言いたそうにしている。

			　おそらく、あのモグラたちを見逃してあげて欲しいのだ。

			　いつの間にか近くで戦いを観戦していた妖精たちも、不安げな顔でモニターを見つめている。

			　今回の非は間違いなくこちらにある。

			　相手がどうするのかなど、まったく考えていなかったのだ。

			　ちょっとした後味の悪さを感じつつ、メディックアントに、巨大モグラを治療するように命令する。

			　近づいてくるメディックアントをじっと見つめていたモグラたちだが、治療を開始すると警戒を解いて、されるがままになった。

			　巨大モグラの傷が治ったことを確認した後、フィーネたちを連れて、モグラたちの下へと向かう。

			　光源がないのが心配だったのでショップで探そうとしたのだが、妖精たちが明かりを出せるので必要ないとのことだ。

			　広場にたどり着くと、ぞろぞろと妖精を連れてやってきた人間に驚いたようだが、こちらに敵意がないことが伝わったのか、それとも暴れたところで勝ち目がないと判断したのか、彼らが襲い掛かってくることはなかった。

			　そのままフィーネたちを通訳にして、巨大モグラとの話が進んでいく。

			　まずは、住処に侵入したことと、襲いかかったことを謝り、ダンジョンとモグラたちで今後どうするのかを話し合う。

			　こちらのダンジョンを、モグラの住むトンネルまで広げるのは別にかまわないらしい。

			　むしろ、ダンジョンの近くにいると外敵が来ることも少ないので、小さな子供を守るには好都合だそうだ。

			　もともと、モグラたちは東に見える山の付近に住んでいたらしいが、強力なモンスターが現れたせいで危険を感じてこの近くまで引っ越してきたらしい。

			　それがどんなモンスターなのかは、よく分からないそうだ。

			　東に見える山と言えば、あの炎竜王が住んでいたはずの場所だ。

			　もしかすると、炎竜王の里への襲撃もそのモンスターが関連しているのかもしれない。確証は何もないので、頭にとどめておくことしかできないだろうが――

			　最近移動してきたとのことで、食(しよく)糧(りよう)はどうするのか心配だったが、あの巨体でありながら意外と小食らしい。

			　食事は、地中に生息しているモンスターがトンネル内に落ちてきたものや、魔石などを掘り出して食べているとのことだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それじゃあ、今後はよろしく頼む」

			「ジー」

			　巨大モグラとの交渉は無事に終了した。

			　こちらはダンジョンの領域が被るのを許してもらい、時にはダンジョンの拡張を手伝ってもらう。

			　あちらは何かあれば、ダンジョンに保護してもらうという共生関係だ。

			　彼らの巣はかなり広範囲に張り巡らされていたようで、彼ら以外にも何匹かのモグラが住んでいるそうだ。

			　モグラたちが掘ったトンネルも、ダンジョンの通路として活用させてもらっている。

			　アントたちもアーマイゼたちに統制されているので、以前モンスターを増やそうとした時のように、勝手にモグラたちに襲い掛かるということはないだろう。

			　アントワームを見る目が、完全に餌を見る眼だったが、まあ大丈夫なはずだ。

			　勘違いから襲ってしまったことに対するお詫びとして、アントマゴットをプレゼントしたのだが、どうやら子供たちはその味がかなり気に入ったようだ。

			　たまに子供たちにねだられるのか、巨大モグラがアントマゴットを分けてもらいにダンジョンまでやってくる。

			　対価のつもりなのか、キラキラした石なんかを置いていくのだが、中には宝石やミスリルなどの鉱石なんかも混じっていることがあるので驚きである。

			　彼らには特に価値のないものだそうだが、放置するだけで簡単に増やせるアントマゴットの対価としては、少々もらいすぎな気もする。

			　まあ、こちらも今のところは、宝石類も妖精のおもちゃ以外に使い道もないのだが。

			　ちなみに、巨大モグラがダンジョン内に入った時に鑑定してみたのだが、なんとネームドモンスターであった。

			　やけに強かったのも納得である。

			　モグラのわりに、名前がヴルフレッドなどというかっこよさげな名前だった。

			　こうしてこのダンジョンに、モンスターのお隣さんができた。

			　蟻(あり)とモグラというのも、奇妙な組み合わせなのだが、お互いの仲は悪くはないようだ。

			　たまに、妖精たちがモグラの下に連れて行って欲しいとねだり、モグラの巣へと転移させたりすることもある。

			　アントたちにしたように、また変ないたずらをしなければいいのだが――少し心配である。

		

	
		
			三章　欲望の大迷宮

			　

			　土竜(もぐら)王との遭遇から３日が経過した。

			　あれ以降、これといった事件は特に起きてはいない。

			　アーマイゼたちはクイーンアントからエンプレスアントへと進化したものの、卵を産む量は変化していなかった。少し期待していたのだが残念である。

			　クイーンアントに進化した時と同じように、生まれてくるアントの質は上がっているものと予想されるが、数の面で少しばかり心もとない。

			　もしも戦力が足りないようだったら、マザーアントやクイーンアントを用意する必要がある。

			　とは言っても、戦力を増やしすぎてしまうと、今度は維(い)持(じ)コストがかさんでしまうのが悩みの種なのだが――

			　エンプレスアントへと進化したアーマイゼたちは、土属性の魔法に加えて火属性の魔法まで使用可能になっている。

			　おそらくだが、炎竜王の魔核とフェアリーベリルを摂取して進化した影響なのだろう。

			　地面から土の槍(やり)を出したり、火球を飛ばしたりと、なかなか使えそうな魔法が多かった。

			　さらに、両手が使えるように進化したことで、武器を持たせることも可能になった。

			　あの巨体なので、普通の武器ではサイズが合わないのが残念だが……。

			「この武器は――ダメだろうな」

			　ショップを見ると、巨人用の大きな武器などもあるのだが、巨大なこん棒や斧などの重量を活かした武器ばかりだ。

			　これを、アーマイゼたちが満足に使いこなせるイメージはあまり湧(わ)かない。

			　やはりこちらで装備を用意する以外にはないようだ。

			　彼女たちが戦う場面はほとんどないだろうが、用心しておいて損はない。

			　鍛(か)冶(じ)ができるモンスターとなると、どんなモンスターがいいのだろうか。

			　以前確認したのだが、召(しよう)喚(かん)リストにはそれらしいモンスターは存在しない。

			　進化させていくうちに現れるのか、それとも最初から存在しないのかは不明である。

			　鍛冶に関する知識を与えるアイテムは存在していたが、まさか自分で作るわけにもいかないだろう。

			　この体は食事の必要などもない便利なものではあるが、運動能力に関しては普通の人間と変わらない。

			　鍛冶をしようにも、筋力も体力も足りないだろうし、巨大な武器を１つ作るのにどれだけの時間がかかるのかを考えるだけでも恐ろしい。

			　いっそアーマイゼたちに作らせるのも――いや、これもダメだ。

			　彼女たちにも本来の役目がある。鍛(か)冶(じ)は片手間でできるものでもないだろう。

			　武器の準備についてあれこれ悩んでいると、フィーネたちがダンジョンから帰ってきた。

			　両肩の上にふわりと着地すると、モニターを覗き込む。

			「ねえねえダン、この変な武器を使うの？」

			「大きな武器ですね……」

			「アーマイゼたちに装備品をと思ったんだがな……」

			　画面に映った武器を見て、微妙な顔で感想を述べるフィーネ。

			　リリーネも、直接は口に出してはいないが、あまり反応は良くない。

			「変な武器って……」

			「もっとこう、ぴかーって光るのがいいよ！」

			「何というかちょっと、禍(まが)々(まが)しいですね」

			　確かに巨人の武器は骨や岩などを使っているうえに独特な形状や模様をしているため、変な武器だとも言える。禍々しいというのも確かに分かる。

			　だが、ワイルドで武骨な見た目は、使えるかどうかはさておき、なかなかかっこいいとは思う。

			　しかし、フィーネたちは、この手の外見の装備はお気に召さなかったようである。

			「ふーん……そうだ！　アーマイゼちゃんといえば新しいアントはどうなったの？」

			「そろそろ、幼虫たちが成長する頃ではないでしょうか？」

			「そうだな。一度確認してみるか」

			　現在、アーマイゼたちの進化から６日が経過している。

			　すでに最初に生まれた卵は孵(ふ)化(か)しているし、生まれたアントたちも早いものは成体になる頃のはずだ。

			　アーマイゼたちの装備に関しては今すぐ用意しないといけないものではない。

			　魔法も強力なため、装備がなければ戦えないというわけでもないので、先にアントたちの様子を見るのもいいだろう。

			　ラーヴァアントたちの様子を確認すると、ちょうど食事の時間だったようであちこちでワーカーアントたちから魔石をもらっている。

			　しばらく観察していると、１匹また１匹と進化を始め成体へと成長を始めた。

			　どうやら、ちょうどいいタイミングだったようだ。

			　予想通り、中級や上級のアントに成長する者がちらほらと見える。

			　これでダンジョンの戦力が強化される速度は大きく上昇させることができるだろう。

			　さらに、何種類かの新しいアントたちも確認できた。

			　まず現れたのは、ニードルアントである。

			　体長２メートルほどで、ワーカーアントに近い見た目をしており、大きな牙や特徴的な体格をしているわけでもない。

			　ニードルという名前の割に、甲(こう)殻(かく)にそれらしい特徴はなかったのだが、どうやら腹部の先端から針を出せるようだ。

			　針の先から液体のようなものが出ているのが見える。

			　蟻(あり)の中には、毒針を持つ者もいるという話だ。おそらく、あの針は毒針なのだろう。

			　物理攻撃と酸による攻撃に加えて、毒による攻撃ができるならば、戦略のバリエーションが増えそうだ。

			　次に現れたのは、体長５メートルほどの、少し赤みの差した黒い甲殻を持つアントだ。

			　名前はファイアアント。アーマイゼたちが、炎竜王の魔核を摂取したことにより火属性の能力を得たため、生まれるようになったと思われる。

			　ファイアと名が付くということは、何かしらの火に関する攻撃手段を持っているはずだ。

			　少し試してみたいところだが、周囲には他のアントもいる。

			　炎で周りに被害が出ないように、後で何もない場所で実験するべきだろう。

			　さらに最後に現れたのが、マザーアントとほぼ同じ見た目のスポーンアントだ。

			　スポーンアントは、進化するとすぐに10個ほどの卵を産み始めたのだが、どうやら魔力を使わずに卵を産めるようだ。

			　生まれてくるアントの種類にもよるが、マザーアントの上位互換的存在なのだろうか？

			　保有魔力の限界値は２万になっている。

			　試しに魔力を限界まで付与してみたが、どうやら進化はしないようだ。

			　上位互換に近い存在ではあるものの、デメリットも存在するということだろう。

			　とはいえ、アントの数がさらに増えるのは喜ぶべきことだ。

			　ただ、エンプレスアントの卵からこの手のモンスターが生まれるとなると、最終的には維(い)持(じ)費だけで毎日の獲得ＤＰを使いつくしてしまう可能性が出てくるかもしれない……。

			　戦力とダンジョンの拡張具合のバランスが取れるように、常に注意するべきだろう。

			　あらかた進化は終わったようなので、次はファイアアントの攻撃方法を調べることにする。

			　現在使っていない部屋にファイアアントを移動させ、攻撃をしてみるように指示を出す。

			　すると、ファイアアントは腹部から酸ではなく、炎を噴き出した。

			「攻撃に魔法は使わないみたいですね」

			「あのドラゴンのブレスに似てるね！」

			　てっきり、アースアントのように、魔法による攻撃ができるのだと思っていたのだが、そうではないようだ。

			　腹部から可燃性の液体を発射して、それに着火することで、火炎放射器のように炎を飛ばすらしい。

			　噴き出される炎は、確かに炎竜王が放っていたブレスに似ている気がしないでもない。

			　しばらくすると、燃え盛る炎が、周囲を火の海に変えてしまった。

			　幼虫たちのいる部屋での実験を避けたのは、どうやら正解だったようだ。

			　炎竜王のブレスほどの威力はさすがにないのだろうが、幼虫たちは炎に巻かれて確実に全滅していただろう。

			　吹き出る炎の威力はかなり高そうなのだが、あまりに勢いが強すぎて他のアントたちまで巻き込んでしまいそうである。

			　ファイアアントたち自身は炎や熱に耐性を持っているようで、轟(ごう)々(ごう)と燃え盛る炎の中でも特にダメージを受けている様子はない。

			　どうやら炎を出せる時間は、それほど長くはないようだ。

			　しばらく火炎放射を続けていたのだが、少しずつ勢いが落ち始め、最終的には炎が消えてしまった。噴射できる時間は１分ほどなのだろう。

			　火炎放射によって味方を巻き込んでしまう可能性があることも加えると、かなり癖の強い戦力といえる。

			　ただし、大量のファイアアントを並べて攻撃した場合には、かなりの殲(せん)滅(めつ)力を発揮しそうだ。ニードルアントと共に、運用次第では非常に強力な戦力になることは間違いない。

			「新種のアントたちは３種類か？　何というか、癖は強そうだが、使い方によってはかなり頼りになりそうなアントが増えたな」

			「そうだね！　アーマイゼちゃんたちも進化したし！」

			「さっそく、どう動かすべきかを考えましょう」

			　新たな戦力を得た俺たちは、モニター越しに新種のアントたちを眺めながら、今後のダンジョンについて考え始める。

			　炎竜王との戦いで、こちらの戦力は大きく減ってしまったが、これならばすぐに以前よりも強くなれるだろう。

			　いつか、あの炎竜王のような敵を圧倒できる日も、来るかもしれない――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　新しいアントたちが現れてから、１週間が過ぎた。

			　幼虫たちは順調に成長していき、次々と進化をしている。

			　そして、彼女たちの成長なのだが、予想外の出来事が起きたのである。

			「これは予想外だったな……」

			「アーマイゼちゃんたちにそっくりだね！」

			　モニターに映るのは、体長２メートルほどの大きさのアント。

			　黒い甲(こう)殻(かく)に、６本の手足、大きな顎(あご)に、頭部から伸びる２本の触覚。

			　その全体的な特徴は、確かに目の前のモンスターが、ジャイアントアントの一種であることを示している。

			　だが、目の前のアントは他のアントとは大きく違い、２本の腕が付いた上半身を持ち、４足で歩行しているのだ――

			　その見た目は、まさしく小型版のエンプレスアントである。

			　ダンジョンの機能で判明した、その種族の名はアントレディア。

			　新種のアントは３種類だけだと思っていたのだが、どうやら予想以上の隠し玉が控えていたらしい。

			　アントレディアはアーマイゼたちとは違って、卵を産むことはできない。

			　だが、土属性と火属性の魔法は使用することができる。

			　彼女たちは女王ではなく、ワーカーアントやソルジャーアントのような立ち位置なのだろう。

			　そして、サイズは人間と大して変わらないので、人間用の武器でも問題なく持たせることができてしまうのだ。

			　現在は、倉庫内から適当な剣と盾を選んで持たせているのだが、今後は倒した冒険者から奪い取った装備を持たせることで、さらに強化ができるだろう。

			　ショップなどからも装備を調達可能なので、やろうと思えば強力な装備で武装した兵団も作ることができる。

			　さらに他のアントに比べると知能が高いようなので、鍛(か)冶(じ)の知識を与えてみた。

			　土と火の魔法を使えるうえに、筋力や体力に関しても申し分ないその特性は、まさに鍛(か)冶(じ)仕事にうって付けである。

			　これで、彼らやアーマイゼたちの装備も作ることができる。

			　倉庫に眠っている、炎竜王の素材や鉱石などにもようやく使い道ができた。

			　おそらく、今回で一番の戦力の強化は、このアントレディアの誕生によるものだろう。

			　その体格の関係上、大(おお)顎(あご)や酸による攻撃などは苦手なようだが、常人をはるかに超えた身体能力で武器を振るい、魔法まで扱うその実力は計り知れない。

			　魔法と多種多様な武器の組み合わせによる戦闘は、様々な応用も利くだろう。

			　これは、ダンジョンの防衛戦力として、かなり期待ができそうだ。

			　表示されている戦闘力は１０００。ニードルアントの３００、ファイアアントの５００を超え、ジェネラルアントに並ぶ数値だ。

			　戦闘力自体は目安でしかないものの、強力なモンスターであることは間違いない。

			　現時点ではアントレディアは数匹しかいないため、戦闘では使いにくいが、このまま増え続ければ鍛冶だけでなく、戦闘に回すのにも十分な数になる。

			　複数のアントレディアが相手となれば、敵は確実に苦戦するはずだ。

			　前回来た冒険者は、攻略ではなく調査のためにダンジョンに来ていたのだと思われる。

			　外では、このダンジョンがどう扱われているのかは不明だが、あれだけ暴れたのだから危険視はされているはずだ。

			　今後来るであろう侵入者たちはますます強力になる。

			　ダンジョンの防衛のためにもアントたちには頑張ってもらいたいものだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　世界を震撼させた炎竜王の事件から、およそ２か月が経過した。

			　Ａランクダンジョン『黒軍の大穴』から南におよそ20キロメートルの地点に存在するソナナ村は、その姿を大きく変えていた。

			　ジャイアントアントがダンジョンから発生していることが伝えられてから、一部の村人が安全な土地を求めて移動してしまったため、ソナナ村の人口は徐々に減りつつあった。

			　さらに、炎竜王の襲来により、ソナナの森の大半が焦(しよう)土(ど)になってしまう。

			　わずかに焼け残った森の外周部にも大量のモンスターが逃げ込み、わずかなエサを巡って熾(し)烈(れつ)な生存競争が繰り広げられる危険地帯となってしまった。

			　モンスターが蔓(はび)延(こ)る森から資源を手に入れることもできなくなり、さらに森からあふれ出したモンスターによって、今まで以上の危険にさらされたソナナの村。

			　村は、１人また１人とその住人を減らしていくことになる。

			　残ったのは他に行く当てのない者や、村や住人に愛着を持っている者ばかり。

			　いよいよ村の機能が麻痺しようかというとき、転機が訪れたのだ。

			　冒険者ギルドとアレーナ共和国が、ダンジョンに最も近く立地も悪くないこの村を、ダンジョンの攻略および、防衛の拠点として共同開発することを決定したのである。

			　冒険者ギルドや共和国から人員が派遣されてから、村は瞬(またた)く間にその姿を変えた。

			　村の周囲は高さ10メートル、厚さ５メートルもの、土魔法で作られた巨大な壁にぐるりと囲まれ、壁の上では鎧(よろい)を着た兵士たちが周囲を警戒している。

			　外敵を退ける壁には、東西南北に門が作られ、そこでは兵士たちが出入りする人や馬車をチェックしていた。

			　空き家だった家もすぐに埋まり、出遅れてしまった移住希望者が、村のあちこちにテントを張って仮の住居としている。

			　仮設の宿屋や、冒険者ギルドの支部などが作られ、依頼を受けた大工たちがあちこちで仕事に精を出している。

			　村の中心にある建物の内部には、共和国が用意した結界石が設置された。

			　結界石の領域は村を覆(おお)う形で広がり、巨大な壁と合わせてモンスターの侵入を阻止しているため、安全性が大きく向上した。

			　村にはダンジョンの噂を聞きつけた冒険者や、新たな商機を嗅ぎ付けた商人たちがあちこちからやってきて、大きな賑わいを見せていた。

			　元いた住人たちも新たな仕事を見つけ、大きく変化しつつある暮らしに慣れ始めたようだ。

			　冒険者の中には、すでにダンジョンへと向かい、攻略を開始している者もいる。

			　最初の頃には犠牲者も出ていたのだが、最近ではそれも落ち着き始めているようだ。

			　ダンジョンからもたらされる素材により、ソナナ村の経済も活発化しつつある。

			　もはや、のどかだった頃の村の面影はほとんどなくなってしまった。

			　ソナナ村は、ダンジョンを目指す冒険者たちの拠点として、小さく静かな村から賑やかな町へと発展を遂げつつあった。

			　――だが、人が増え賑やかになるというのはいいことばかりではない。

			　急な発展は、活気や富をもたらすと同時に、トラブルも運んでくるのだから――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なんだと！　ダンジョンの攻略許可証を発行できないだと！」

			　冒険者ギルドの支部、真新しさが残るカウンターに乗り出し、受付に詰め寄る男がいた。

			　冒険者というには、どこか違和感のあるその姿。

			　精巧な細工がなされ煌(きら)びやかではあるが、装飾が多すぎて趣味が悪く見える鎧(よろい)に身を包む、10代後半ほどの男は、目の前の受付嬢に苛立ち混じりの大声をあげる。

			「どういうことだ！　許可証はここで発行できるのだろう！」

			「その、Ｃランクの方では発行できません。Ａランクダンジョンの許可証は、最低でもＢランク以上の方のみに発行しています」

			「Ｂランクだと!?　こんなちっぽけな町に、Ｂランクの冒険者がどれだけいるというのだ！　貴様、ふざけているのか！」

			　男は怒りで顔を真っ赤にして睨(にら)みつける。

			　その視線を受けて、困った顔をしている受付嬢。元ソナナ村の村娘、ミーナは心の中でため息をついた。

			　ソナナ村が大きく変わり始めて、はや１か月。

			　村長に教えてもらったおかげで読み書きができた彼女は、新しく作られた冒険者ギルドの支部に受付嬢として就職したのである。

			　通常の業務は問題なくこなせるようになったミーナであったが、未だにこの手の冒険者には慣れない。

			　ダンジョンを攻略するには、そのダンジョンに対応した許可証が必要となる。

			　そして、無駄な犠牲を出さないために、許可証の発行にはランクの制限が付けられている。

			　たいていの冒険者はそれを知っているのでスムーズに許可証を発行できるのだが、稀(まれ)にそれを知らずにやってきて、許可証を発行してもらえないことに不満を漏(も)らす冒険者が存在する。

			　時には、この目の前の男のように厄(やつ)介(かい)な客となる場合だってあるのだ。

			　たとえ、どれだけ喚(わめ)いたとしても許可証が発行されることはない。

			　仮に受付嬢を脅(おど)すなどして、無理やり発行させたとしても、すぐに剥奪されたうえにギルドからの永久除名処分を受けるのだが、この男はまだ諦(あきら)めていないようだ。

			「そうだ！　私の連れている奴隷たちは、元Ｂランクの冒険者だ。これなら文句はないだろう！」

			　名案だとばかりに、男は後ろに連れていた人間を指さし、笑みを浮かべる。

			　ミーナはちらりと男の後ろに立っている奴隷たちへと視線を向ける。

			　趣味の悪い、豪華な装備で身を固めた４人の男女。その首には黒い模様が刻み込まれている。

			　奴隷紋と呼ばれるこの模様は、奴隷であることを示すとともに、主人の命令に逆らえなくなり、また主人に害を与えることができなくなる呪いでもある。

			　元Ｂランクの冒険者とのことだが、何が原因で奴隷に落ちたのか――

			　借金があったのか、何らかの犯罪に手を染めたのか、それとも誰かに罠(わな)にかけられたか。

			　確かに、Ｂランクの冒険者ならば資格はあるのだが、奴隷になった時点で冒険者ギルドの記録は失効している。

			　残念ながら、彼らに許可証を発行することはできない。

			「残念ながら、奴隷になった時点でランクは失効してしまいます。たとえ元Ｂランク冒険者の奴隷を連れていても、許可証を発行することはできません」

			「なっっ!?」

			　男は予想外の返答が返ってきたことで、一瞬言葉に詰まるが、懐(ふところ)から何かを取り出すと、それを高々と掲げて宣言した。

			「私は、ドラム・ド・サンドールだ！　誇(ほこ)り高き、エンティア王国のサンドール男爵家の三男であるぞ！」

			　どうやら目の前の男は貴族であったらしい。

			　ドラムは自身の家の紋章が入ったペンダントを掲げ、堂々と、自分が特権階級の一員であると宣言する。

			　そんな彼への下へと、ギルドにたむろする冒険者たちからの視線が集まるが、その大部分は呆れ混じりのものや、冷ややかなものばかりであった。

			「……はぁ」

			「はぁ……だと!?　貴様平民の分際で、この私を馬鹿にしているのか！」

			　彼が貴族だということが分かっても、どこか気の抜けた返事を返すミーナの態度に、気色ばむドラム。

			　ソナナの町が属するアレーナ共和国では、貴族と呼ばれる身分は存在しない。

			　一部の地域では、かつて貴族と呼ばれていた家系が大きな影響力を持っていることもあるが、基本的には身分の差は撤廃されている。

			　貴族制のあるエンティア王国ならば一般市民から敬われる存在なのだろうが、アレーナ共和国ではその肩書は、そこまでの効力を発揮しなかった。

			　そもそも――

			「ドラムさん、あなたが貴族であっても、冒険者ギルドが何らかの優遇措置を行うことはありません」

			　そもそも、冒険者ギルドが貴族の冒険者に対して、何かしらの便宜を図るということは基本的にはない。

			　世界各国に支部を持つ冒険者ギルドは、その活動に対する権力の介入を認めていない。

			　たとえ貴族であろうと、スラムの貧民であろうと、一度冒険者になれば対等に扱われるのだ。

			「申し訳ありませんが、『黒軍の大穴』に挑むのならば、最低でもＢランクまで上げてからまたお越しください」

			「言わせておけば――平民風情が付け上がりおって！」

			　ミーナの言葉に我を忘れたドラムが、腰に差した剣に手をかけるが、その剣が抜かれることはなかった。

			　近くにいた冒険者がその腕をつかみ、ドラムの動きを止めたのである。

			「この手を離せ！　無礼者が！」

			　その手を何とか振り払おうとするドラムだが、逆に万力のような力で腕をギリギリと締めあげられる。

			「坊主、黙って聞いてりゃずいぶんと言うじゃねえか。それに、戦う力のない相手に武器を抜こうとするとは、誇(ほこ)り高い貴族様が聞いてあきれるぜ」

			「この……！　私はサンドール男爵家の……」

			　ドスを利かせた声を発する冒険者をドラムが睨(にら)みつけるが、当の冒険者は気にした様子もない。

			「たとえ貴族だろうと平民だろうと、冒険者ギルドでは平等に扱われる。お前さんも知らないわけじゃないだろう？　ギルドに所属しているなら、そのルールぐらい守れ。もしそれが嫌ならギルドから抜けちまいな」

			「ぐっ……」

			「それにお前さん、『黒軍の大穴』に行きたいらしいが、やめておいた方がいいぜ。見たところ、戦闘は奴隷に任せて自分は弱った魔物に止めを刺すくらいしかしてないだろ？」

			「貴様……何を根拠に……！」

			　冒険者が発する威圧感に、冷や汗をかきながらも、ドラムが反論する。

			　彼の腕をつかんでいた冒険者は、ため息をつくとその腕を放した。

			「やれやれ……何を根拠にってか？　お前さんをじっくり見りゃあ分かる。鎧(よろい)にはどこを見ても傷１つついてねえ。それに、この程度の力で腕を動かせないなら、Ｃランクの実力があるのかも怪しいところだな」

			　ドラムの纏(まと)う煌(きら)びやかな装備には、どこにも傷が存在しない。

			　それに対して、冒険者の装備はよく手入れはされているものの、あちこちに歴戦の傷跡が残されている。

			　事実、ドラムが冒険者として登録したのはここ最近で、元Ｂランク冒険者の奴隷と、貴族としての資金力を使ってランクを上げただけであった。

			「貴様……！」

			　図星を突かれ、頭に血を上らせたドラムは、背後の奴隷たちに命令して目の前の冒険者を攻撃させようとする。

			　だが、目の前の無礼者を指さし、命令の言葉を発しようとしたとき、ドラムは周囲から自身へと突き刺さる視線に気が付いた。

			　いつしか、ギルド内で雑談していた冒険者たちは雑談をやめ、じっとドラムを見ている。

			　ドラムを見つめる冒険者たちの誰もが、ＢランクからＡランクの高位の冒険者ばかり。

			　そんな歴戦の猛(も)者(さ)たちから発せられる威圧感に、ドラムは１歩、２歩と後ろへ下がる。

			「ぁ……ぅ……」

			　もはや満足に声を出すことすらできず、彼はその場でしりもちをついてしまった。

			　怒りで真っ赤になっていた顔は、血の気が引いて逆に真っ青に変わってしまっている。

			　その心臓はドクドクと早鐘を打ち、歯がカチカチと音を立てた。

			　どれほどそうしていただろうか――やがて、冒険者たちは何事もなかったかのように雑談に戻り、静まり返っていたギルドに喧騒が戻った。

			　突き刺すような威圧感から解放されたドラムが、みっともなく這(は)いずりながらギルドから出ていく。

			　４人の奴隷たちもそれに続いていくのを見届けた後、ドラムの腕をつかんでいた冒険者がつまらなさそうに鼻を鳴らして、仲間の下へ戻ろうと歩き出した。

			　その冒険者の背中へと、ミーナが声をかける。

			「あの……」

			「あん？　どうした嬢ちゃん」

			「先ほどは、ありがとうございました」

			「あー……、まあ、いいってことよ。俺もあの手の貴族は嫌いだったんでな。まあ、受付嬢になったばっかで大変だろうけどがんばれや。ああいう馬鹿を、怒らせないようにうまくあしらえてからが一人前だぜ」

			「はい！　がんばります！　ありがとうございました！」

			「お、おうよ」

			　ミーナにお礼を言われ、冒険者は照れくさそうに頬をかく。

			　そんな彼へと、すかさず周囲からヤジが飛ぶ。

			「おいおい、いい歳したおっさんが照れてんじゃねえよ！」

			「ミーナちゃんに惚(ほ)れちまったか!?」

			「うるせえ！　照れてねえよ！　それと俺は女房ひと筋だ、バカヤロウ！」

			　飛んでくるヤジに怒鳴り返す冒険者。

			　ギルド内に笑いが響き、いつもの雰囲気が戻る。

			　もはや、先ほどのドラムのことなど、誰も覚えていないようであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「この役立たずどもが！　お前たちのせいで、この私が恥をかくことになったのだ！」

			　ソナナの町から少し離れた草原で、ドラムの怒鳴り声が響く。

			　ギルドから逃げ出した後、人目のある町の中にはいられず、外壁の外へと出ていたのだ。

			　外へ出てからというもの、ひたすらドラムは奴隷たちを罵倒し続け、その憂(う)さを晴らそうとしていた。

			　奴隷たちを振り返ったドラムは、先頭の奴隷を見つめ憎々しげな表情を浮かべる。

			「なんだ、その目は？　この私に何か文句でもあるのか！　何かあるなら言ってみろ！」

			　ドラムは奴隷を蹴り飛ばすと、鬱(うつ)憤(ぷん)をぶつけるかのようにひたすら蹴り続ける。

			「貴様もあの無礼者どものように、内心私を笑っているのだろう！　下(げ)賤(せん)な冒険者は、貴族に対する敬いの気持ちすら知らんようだな！」

			　奴隷たちは喋れないように奴隷紋で縛(しば)ってあるため、文句など言えようはずがない。

			　仮に喋れたとしても、ドラムの機嫌を逆撫でするだけなので文句は言わないであろう。

			「奴隷ごときがっ！　この私に逆らおうなどとっ！　身の程を知れっ！」

			「ぐっ……がっ……」

			　ドラムはその場で動かなくなった奴隷を、思い切り蹴り飛ばした。

			「そのゴミを治療しておけ！　お前たちは、この私がいなければ一生日の目を浴びることすらできなくなるところだったのだ。せいぜい感謝するがいい！」

			　別の奴隷の足元に転がった奴隷の無様な姿を見て、ドラムは溜(りゆう)飲(いん)を下げる。

			　奴隷のうちの１人が回復魔法をかけているのを横目に、ドラムは辺りを見回す。

			　今、彼がいる場所はダンジョンにほど近い草原だった。遠くには町の外壁が見える。

			　いつの間にか、ダンジョンの方向へと進んでいたらしいことに気が付いたドラムは、忌(いま)々(いま)しげに声を漏(も)らす。

			「くそっ……こんな場所に来ても許可証がなければ意味が……いや、まてよ……！　許可証などいらぬではないか！」

			　ドラムの目的は、危険なダンジョンを攻略することでも、ジャイアントアントの素材を手に入れて金を稼ぐことでもない。

			　１か月前にオークションに出品された、あの赤い布。

			　材質も製法も不明の、あの布を手に入れるためにダンジョンへとやってきたのだ。

			　オークションであの布を競り落としたのは、エンティア王国のとある侯爵であった。

			　その侯爵は、競り落とした布を王家に献上し、いくつかの褒(ほう)美(び)を下(か)賜(し)されたと言われている。

			　男爵の三男であるドラムは、所(しよ)詮(せん)は長男の予備の予備でしかない。

			　奇蹟でも起きなければ家を継ぐことはできず、高位の貴族と違い、職が用意されているわけでもない。

			　だが、そんな彼の下へチャンスが転がってきたのだ。

			　――貴族自身が危険なダンジョンへ赴(おもむ)き、そこで手に入れた宝を王家へと献上する。

			　武勇と忠義を大々的に示す、まるで絵物語のような功績。

			　それでもって得た名声を使い、他の後継者候補を蹴落とし、爵位を継ぎ、家を発展させてさらなる権力を手に入れる。

			　そんな野望を持って、ドラムはここへとやってきたのだ。

			「そうだ。ルールがどうしたというのだ。そんなもの、守ってやる義理などない！」

			　すでに危ない橋は渡っている――ドラムは、奴隷たちを手に入れた時のことを思い出す。

			　ダンジョンに挑むことを決めたドラムは、一緒にダンジョンに挑む冒険者を探したが、彼のような足手まといと危険なダンジョンに同行するもの好きはいなかった。

			　そこで、彼の領地に所属していた冒険者を罠(わな)に嵌(は)め、奴隷の身分へと落として自身の駒とした。

			　もしもこの事実がばれれば、爵位を継ぐどころかお尋ね者になるのは間違いない。

			　だが、爵位を継いでしまえば、そんな事実は簡単に握りつぶせるとドラムは考えていた。

			「あの布さえ手に入れば、冒険者ギルドなどもはや用もない。ダンジョンには見張りの兵士や冒険者などもいないはずだ。おい、奴隷ども！　さっさと立て！　ダンジョンに向かうぞ！」

			　そしてドラムはダンジョンへと足を向ける。

			　これから自分が歩む、輝かしい未来を想像しながら進むドラム。

			　彼は、なぜダンジョンにランクの制限が設けられているのか、考えることすらなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　コアルームで、ダンジョンに挑んでいる侵入者の数を確認する。

			「今日の侵入者は――もう20人も来てるのか……」

			「いっぱい人が来るようになったね！」

			「もうちょっとだけ、平和な日が続くとよかったんですけどね」

			　アーマイゼたちがエンプレスアントへと進化してから、およそ２か月。

			　１か月ほど前から、冒険者と思しき集団が頻繁にダンジョンに来るようになっていた。

			　おそらく、本格的にダンジョンの攻略が始まったのだろう。

			　つまり、この前シュバルツのリボンを奪っていった冒険者は、やはりこのダンジョンの調査役だったということだろう。

			　ダンジョンの南にある村が冒険者たちの拠点になっていることは、外で偵(てい)察(さつ)中のアントフライを通して確認している。

			　町には多数の人間が出入りし、急速に発展を遂げているようだ。残念ながら、結界柱と同じような領域が張られているようで、内部を詳しく見ることはできそうにない。

			　ダンジョンへとやってくる冒険者たちは、最初の頃はバラバラに行動しており、少数でダンジョンの奥へと進んできたので、簡単に倒すことができていた。

			　しかしながら、最近ではなかなか奥へと入らずに、複数のパーティーが集まって入り口付近で狩りをすることが多くなっている。

			　おそらく生き残りが少ないせいで、警戒されてしまったのだろう。

			　警戒して、ダンジョンにやってくる人間がいなくなってくれれば万々歳だったのだが、残念ながらそれは望めそうにない。

			　入り口付近のモンスターが絶えず狩られ続けるため、モンスターの数が大きく減少し、最初の大部屋には安全地帯のようなものができつつある。

			　こちらも隠し部屋からモンスターを出して補充はしているのだが、状況はあまりよくない。

			　シュバルツを向かわせようにも、10人近い冒険者たちがまとまって行動しているため、逆にやられてしまう危険性もあるだろう。

			　現在は、稀(まれ)に奥へと進んでくる冒険者を狙う程度のことしかできていない。

			　冒険者の集団は厄(やつ)介(かい)だが、無理に奥に進んでくることもないので、そこまで緊急性が高い問題ではない。

			　そのうちに、何かしらの対応策を考えるとしよう。

			　侵入者が増えたこともあって、ダンジョンの構造も少し変えることにした。

			　１階層は入り口を中心に、いくつかの分かれ道が作られている。

			　冒険者をうまく分散させたいのだが、現状ではあまり機能はしていないのが残念だ。冒険者たちが奥へと進むようになってからは役に立つと思われる。

			　放射状に枝分かれした通路の途中には、土の壁で隠された隠し通路が点在している。

			　さらに、その奥にある隠し部屋同士も、アントがギリギリ通れるほどの大きさの通路で繋がれている。

			　ここから、１階層の上部へと追加の戦力を補充するわけだ。

			　１階層の最深部にある隠し部屋には、２階層上部にある巨大な部屋へと繋がるショートカットが作られ、転移機能を利用しなくても隠し部屋にアントが補充できるように改良された。

			　これで、１階層に侵入者がいても、周辺のモンスターが枯(こ)渇(かつ)することはないだろう。

			　さらに、通路の天井や床にも隠し通路が繋がっており、前後左右だけでなく上下からも奇襲が可能なようになっている。

			　ダンジョンは10階層まで追加し、コアルームへとたどり着くには一度最下層まで潜ってからもう一度１階層まで登り、さらに降りる必要がある形になっている。

			　ちなみにジャイアントモールの巣へも、最下層を経由しないとたどり着けない。

			　ダンジョンへとやってきた冒険者たちが、彼らの住処へと迷い込むことはほぼないだろう。

			　10階層の追加によって、サブマスター権限の付与機能が解放された。

			　権限を付与できるのは、現時点で６人。

			　初期の枠が５人で、さらに10階層ごとに１人追加されるようである。

			　サブマスターに設定することで、モンスターの召(しよう)喚(かん)や強化、階層間の転移や侵入者の感知などの機能を任意で分けられるようだ。

			　一度渡した権限を別の相手に移動させることもできるようなので、とりあえず女王２体とシュバルツ、それにフィーネとリリーネ、さらにフロレーテに権限を渡しておいた。

			　おかげで、モンスターの管理や、妖精たちの送り迎えの手間が減り、ダンジョンの強化や作戦を考えるのに、さらに時間を割けるようになった。

			「ダン！　新しい侵入者が来たみたいだよ！」

			「数は５人みたいですね」

			「今度は５人組か。どんどん数が増えてるな」

			　新しく入ってきた侵入者は、ごてごてとした装飾のついた鎧(よろい)を着た男と、それを取り囲む４人組。

			　どうやら４人組は豪華な鎧を着た男に従っているらしい。

			　これでダンジョン内の侵入者は合計25人。侵入者は、日に日にその数を増している。

			　５人組は入り口付近の冒険者たちとは合流せずに、ダンジョンの奥へと進んでいくようだ。

			　厄(やつ)介(かい)な冒険者の集団から離れてくれるならば好都合だ。

			　次に狙うのは、この５人組にしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここが、例の『黒軍の大穴』か。思ったより地味なダンジョンだな。私の装備が汚れる前にさっさと帰りたいものだ」

			　ダンジョンの入り口へとたどり着いたドラムは、ぽつりと感想を漏(も)らす。

			　彼の目の前には、ぽっかりと空いた大きな穴があり、むき出しの土でできた緩(ゆる)やかな坂道が奥へと続いている。

			　こんな場所では、自慢の装備が汚れてしまうとドラムはため息をつく。

			　確かに、世界中にその噂が伝わったダンジョンにしては地味といえるだろうが、すでに数百人が飲み込まれた危険なダンジョンであることは間違いない。

			　ドラムは、自分を囲むように奴隷たちを配置するとダンジョンの中へと潜っていく。

			　ダンジョンの中をしばらく進むと、ドラムたちは大きな部屋へとたどり着いた。

			　そこでは何人かの冒険者たちが、テントを設置して食事や休憩をしている。

			　ドラムたちがその様子を見ていると、それに気が付いた冒険者の１人が立ち上がり、彼の下へと近づいてくる。

			「おっ、あんたらもダンジョンに挑戦しに来たのかい？　見たところ、初めて挑戦するって感じだな」

			　ドラムの様子を見て、初めてダンジョンに挑戦するのだろうと当たりを付けた冒険者は、簡単な説明を始める。

			「あっちの通路の奥で、いくつかのパーティーが一緒に狩りをしてるはずだ。最初はそっちに混ぜてもらってモンスターに慣れておいた方がいいぜ」

			　冒険者は通路の１つを指さしながらそう告げる。

			　だが、先ほど冒険者ギルドで屈辱を味わったドラムは、その助言を無視した。舌打ちをして、冒険者が指した通路とは別の方向へと歩き始める。

			「おい！　初めてここに入ったんだろ!?　その人数で先に進むのはあぶねえぞ！　悪いことは言わないからやめておけって！」

			　冒険者が、慌ててドラムを止めようとする。

			　だが、その忠告は火に油を注いだだけだった。

			「うるさい！　平民風情が、この私に指図をするな！　貴様のような奴らと協力しなくとも、私にかかればダンジョンくらい平気だ！」

			「なっ!?」

			　実力が足りないと言われている――そう受け取ったドラムは、親切にも声をかけた冒険者を怒鳴りつける。

			　腹に据(す)えかねるといった様子のドラムに、冒険者の男はあっけにとられたようだった。

			　それでも、立ち去るドラムたちを追いかけようとした彼を、同じパーティーのメンバーらしき男が止めた。

			「おい、止めたい気持ちは分かるがやめておけ」

			「でもよ……あいつらあのままじゃ、死ぬぞ？　他のパーティーでも、奥に行って帰ってきた奴は少ないんだぜ？」

			「まあな――だが、ありゃあプライドの塊みたいなタイプの貴族の坊ちゃんだな。あの様子だと、俺らの話を聞くつもりなんて最初からないんだろうよ。冒険者はどうなろうが自己責任。アドバイスを聞かなくて死んでも、それはあいつらのせいだ」

			　冒険者ギルドは、依頼やダンジョンの難易度と危険性をランクで示している。

			　危険性を理解して挑んだ以上、そこで何があっても冒険者本人の自己責任であるというのが、暗黙の了解だった。

			「……それに、無駄に厄(やつ)介(かい)事の種を抱えてしまえば、他のパーティーが危険にさらされる危険だってある。あの坊ちゃんどもの尻拭いをさせられるのはな」

			「……そうだな」

			　２人の冒険者は、ドラムたちの背中を見送る。

			　このダンジョンに出てくるジャイアントアントは、強い者でもＣランク程度だが、その代わりに数が非常に多い。

			　それに加えて、ジャイアントアントでは考えられないような策を混ぜて襲ってくる、危険度の高いダンジョンである。

			　さらに、より強力なボスモンスターが徘徊していたとの情報もあるくらいだ。

			　ダンジョンの奥へと向かった冒険者たちの生還率は、決して高くはない。

			　実力の高いＡランクパーティーですら、帰ってこなかった者がいるほどなのだ。

			　だからこそ冒険者たちは無理に奥へ進まず、ダンジョンに慣れるまでは複数のパーティーで１か所に集まって戦闘を行うことにしている。

			　身の丈を超えたチャンスに手を伸ばし、命を賭けるような冒険に挑み続ければ、やがて屍(しかばね)を晒(さら)すことになる。

			　ここに挑むほとんどの冒険者たちが知る、生き残りの鉄則だ。

			　それを知らない様子のドラムたちが参加すれば、何かしらのトラブルを起こすであろうことはほぼ間違いない。何も起こらなければいいが、万が一の時にその対価を払うことになるのは他の冒険者の可能性だってあるのだ。

			　自分たちの命を危険にさらしてまで、彼らを助ける義理はない。

			　それに、いやがる相手を、無理に狩りに参加させるわけにもいかない。

			　ドラムを見送る冒険者たちにできるのは、無(む)謀(ぼう)にも奥へと進むドラムたちが、無事に戻ってくることを願うことくらいだった。

			　一方、自分たちを心配する冒険者たちの考えなど知りようのないドラムは、意(い)気(き)揚(よう)々(よう)とダンジョンの奥へと進んでいく。

			　途中何度かジャイアントアントの群れと遭遇するが、多少手こずりながらも勝利することができた。奴隷は多少の傷を負った程度だ。

			「噂のダンジョンといえども、この程度か。これならすぐに目的も果たせそうだな」

			　奴隷たちが戦う様子を見て、ドラムは笑みを浮かべる。

			　奴隷たちに素材をはぎ取らせ、怪(け)我(が)の治療を終えるとドラムはさらに先へと進む。

			　順調に奥へと進むドラムたちだが、通路の壁に一部不自然な場所があったことに彼らは気が付かなかった。

			　もし、彼らがギルドでトラブルを起こさずに情報を手に入れていれば、もしくは冒険者のアドバイスを受け入れ、狩りに参加していれば、気が付くことができたかもしれない壁の違和感。

			　彼らが通り過ぎた後、通路の壁が崩れ落ち、中から大量のジャイアントアントたちが這(は)い出すが、先を行く彼らはそれを知る由もない。

			　徐々に包囲網を作り上げ、ジャイアントアントの大軍が彼らに襲い掛かるのはもうすぐである――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　後ろからジャイアントアントたちが迫っていることにも気が付かず、長い通路を抜けたドラムたちは小さな部屋へとたどり着いた。

			「ここで休憩するとしよう。まったく、足が棒になったようだ」

			　でこぼこした通路を歩き続けて疲れたドラムは、いったん休憩することに決めた。

			　奴隷が背負ったカバンから敷物を出し、そこへ座り込む。

			　奴隷に周囲を警戒させ、ドラムはゆっくりと休憩を始めた。

			「やれやれ、ダンジョンというのは無駄に面倒だな。あの布をつけたモンスターはどこにいるのだ！　こんなじめじめした場所からは、さっさと出たいものだ」

			　彼は一度も戦闘をせず、ただ歩いていただけなのだが、疲労困憊といった様子で苛立ち混じりに辺りを見回す。

			　ダンジョンの攻略に飽き始めたドラムが、愚(ぐ)痴(ち)をこぼしたときであった。

			　にわかに、奴隷たちの様子が慌ただしくなった。

			　どうやら、通路の奥から何かが近づいていることに気が付いたようだ。

			　そんな奴隷たちの様子に気が付いたドラムが慌てて立ち上がるのと、小部屋の中に大量のジャイアントアントがなだれ込んできたのは、ほぼ同時だった。

			「ええい！　貴様ら何をしていた！　もっとちゃんと見張っておけ！」

			　ドラムは周囲を見回し、小部屋にある３本の通路のうちの１本から敵がやってきていないのに気が付く。

			「あそこから逃げるぞ！　お前たちは私を守れ！」

			　奴隷たちを引き連れ、完全に囲まれる前にその通路の中へと逃げ込む。

			　背後を振り返ったドラムの視界に、ぞろぞろと通路の方へと押し寄せるジャイアントアントの大軍が映る。

			　それを見て恐怖したドラムは、奴隷のうちの１人、前衛を務めていた片手剣と盾を持った男に命令した。

			「おい！　命令だ！　お前はここであいつらの足止めをしろ！」

			　あれだけの大軍を、たった１人で足止めする。

			　それはつまり、ここで死ねというのにも等しい命令だ。

			　しかし、奴隷紋の効力により、彼はそんな理不尽な命令にも逆らうことはできない。

			　ドラムに命令された奴隷が立ち止まり、迫りくる黒い群れへと向かっていく。

			　男とジャイアントアントが戦っているその隙に、ドラムたちは通路の奥へと逃げていく。

			　言葉を封じられた奴隷たちは何も言わないが、その顔には隠しきれない怒りと悲しみが浮かんでいた。

			　やがて時間を稼いでいた男が、その大軍を押さえきれず黒い津波の中へと飲み込まれた。

			　彼の命と引き換えに、ドラムたちはある程度の距離を稼ぐことに成功していた。

			　足止め役として使い捨てられた男を倒し、ジャイアントアントたちは逃げたドラムたちを追いかけ通路の奥へと進んでいく。

			　軍勢の最後尾にいたアースアントの魔法によって、通路が塞がれる。

			　必死に逃げるドラムたちが知るはずもないが、彼らが逃げる先に外へと繋がる通路はない。

			　１本だけ通路に敵がいなかったのは、彼らを誘う罠(わな)だった――

			　逃げ場のない場所へと追い込まれ、袋のネズミとなったことにも気が付かず、ドラムたちはダンジョンの中を逃げ始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アントの群れに囲まれた侵入者たちは、仲間の１人を壁にしながらも、こちらの作戦通りアントたちを避けて通路の奥へと逃げ込んでいく。

			　逃げる先を誘導されていることに気付いてはいないようだ。

			　ここまでは作戦通りである。

			　アースアントが通路を完全に封鎖したところで、こちらに念話が届く。

			『主様、侵入者の誘導が完了しました』

			　念話で状況を報告したのは、サブマスターに任命されたシュバルツだ。

			　言葉による会話と違い、念話は意思を直接やり取りできるらしい。

			　サブマスターの権限を付与したことによって、念話限定ではあるが、シュバルツと直接意思の疎(そ)通(つう)ができるようになっていた。

			「ああ、さすがだな、シュバルツ。この調子で頼むぞ」

			『畏(かしこ)まりました。これより追撃を開始します』

			　サブマスター権限を得たことにより、シュバルツは配下のアントからの情報だけでなく、ダンジョンコアを通じて侵入者の位置を把(は)握(あく)できるようになった。

			　これにより、より効率的にアントたちを動かすことができ、先ほどのように相手を誘導することすら可能になったのだ。知能も高く、ジェネラルアントの特性でアントたちに的確な指示を送ることもできる。

			　もはや、戦闘の指揮に関しては、シュバルツがダンジョンで一番であろう。

			　以前やってきた冒険者のような、何らかの方法で姿を消している相手であっても、サブマスターとなったシュバルツならば、おおよその位置を把(は)握(あく)することができるはずだ。

			　残念ながら位置が分かってもアントたちが目視することはできないが、対応策もいくつか考えてある。

			　完(かん)璧(ぺき)とは言えないが、効果はあるはずだ。

			　シュバルツの指揮も、冒険者たちを相手に経験を積むごとに上達し、現在ではアントがまるで１つの生き物のように思えるほどの動きを見せるようになった。

			　もしも、またあの姿を消すことのできる冒険者がやってきたとしても、この前のような結果にはならないだろう。

			「ダンさん。そろそろ、あの冒険者たちが予定の場所にたどり着きますよ」

			　リリーネの声で、モニターへと意識を向ける。

			「よし、それじゃあ、次の策に移るとしよう」

			　冒険者たちが進む先には逃げ場などなく、至る所に隠し通路が張り巡らされている。

			　ダンジョンに入ってからの彼らの行動を見る限り、そこまで強い冒険者ということもないようだ。

			　隠し通路の存在にもまったく気が付いていなかった。

			　あそこに追い込まれた時点で、もはや彼らの運命は決まったようなものだ――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はぁ、はぁ……どこまで走ればいいのだ！」

			　奴隷が壁になっている間に、ジャイアントアントを振り切ろうと、ドラムは息を切らしながら必死に走る。

			　周りの奴隷たちはまだまだ余力が残っているようだが、ドラムはすでに限界だった。

			　もつれそうになる足でひたすら走り続けるが、地面にあったわずかな起伏に足を取られてついに転んでしまう。

			　全力で走っていたドラムは、その勢いのまま地面を転がり、壁に衝突することでようやく止まった。

			「ぐがっ!?　クソ……どこまでも馬鹿にしおって！　貴様ら！　何をぼさっとしている！　早く私を起こさんか！」

			　煌(きら)びやかな鎧(よろい)は土で汚れ、顔についた土は大量の汗によってドロドロになっている。

			　地面に倒れながら喚(わめ)くドラムの姿は、ダンジョンに入る前の煌びやかなものとは遠くかけ離れ、薄汚れたものになっていた。

			　奴隷の手を借りてようやく起き上がったドラムは、さらに回復魔法を受けると、よたよたと走り始めた。

			　奴隷たちに戦わせ、自分は見ているだけだった彼だが、走る体力はもうほとんど残されていなかった。

			　やがて、通路の先に広い空間が見え始める。

			　亀の歩みのような遅さで進んでいたのだが、ドラムたちの後ろには先ほどのジャイアントアントたちの姿はない。

			「や、奴らは追いかけてこないようだな……いったんあそこで休憩するとしよう」

			　息も絶え絶えのドラムは足に力をこめた。

			　だが、彼らの先頭を進んでいた斥(せつ)候(こう)役の奴隷が広間へと足を踏み入れようとした瞬間――

			　突然、通路の天井にあいた小さな穴から炎が噴き出し、先頭にいた奴隷は何をすることもできず燃え盛る炎に包まれた。

			　天井から噴き出す炎は、地面を舐めるように周囲へと広がり、その後ろにいたドラムの下へも迫った。

			　突然のことに動けずにいたドラムの足を炎が舐めあげ、彼は絶叫を上げる。

			「ぎゃああああぁ!?　な、何をしている！　は、早く！　早く私を治療しろ！」

			　地面を転げまわるドラムに、魔法使いが水をかける。

			　さらに、奴隷を包み込んで燃え盛っている炎も消火したのだが、すでに奴隷は真っ黒に焦(こ)げて息絶えていた。

			　もしも、ドラムよりも先に助けていたのならば、斥(せつ)候(こう)役の男は助かったかもしれないが、もはや後の祭りだった。

			　盾役と斥候役が消え、これで残されたのはドラムと魔法使いの男、そしてヒーラーの女の３人である。

			　前衛もおらず、１人は足手まとい。

			　もはや、彼らが生きてダンジョンを脱出できる可能性はほとんど残されていない。

			「罠(わな)なんてここに来るまで１つもなかったぞ！　奴は斥候だったのではないのか！　役立たずめ！　いったいどうなっている！」

			　足の火傷(やけど)を回復魔法で治療したドラムは立ち上がると、炭と化した奴隷の遺体を蹴飛ばし、その場で地団駄を踏む。

			　怒りと焦(あせ)りが混ざったその顔は、見るに堪(た)えないほどに醜く歪んでいた。

			　――ドラムは知るはずもないが、これは通常のダンジョンに仕掛けられているタイプの罠ではない。

			　天井に掘られた隠し通路内からファイアアントが穴をあけ、そこから炎を通路内に発射しただけである。

			　ダンジョンの機能によって設置された罠(わな)は、その特性上、わずかに魔力を帯びている。

			　そのため、注意していればその存在に気付くことが可能だ。

			　だが、この罠の場合は、じっと天井裏に隠れているモンスターの気配に気付くことができなければならない。

			　走りながら前方と背後に注意を配り、なおかつ壁一枚先で息をひそめるモンスターの存在に気が付くには、高い技量が要求される。

			　先頭にいた奴隷は斥(せつ)候(こう)役ではあるものの、そこまでの域には達していなかった――

			　斥候役の奴隷を失ったドラムは、炎が噴き出した天井を睨(にら)みつけてワナワナと震えている。

			　また炎が噴き出す可能性もあるが、来た道を戻ればあのジャイアントアントたちが待ち構えている可能性がある。

			　ドラムは先に進むべきかしばらく迷っていたようだが、魔法使いを先に進ませ、炎が噴き出してこないことを確認すると、ようやく前へと足を進めた。

			　しかし、ドラムたちが通路を抜けた先にあった部屋は、何もない行き止まりであった。

			「馬鹿な！　ここまで来て行き止まりだと……」

			　膝をつき、呆然としたドラムへ追い打ちをかけるように、元来た通路の奥からジャイアントアントたちが姿を現す。

			　逃げ場をなくし、ここで迎え撃つしか選択肢がなくなったドラムは、魔法使いを通路の前へと向かわせ、自分は通路からできるだけ離れた場所へと下がる。

			「め、命令だ！　早くあいつらを何とかしろ！」

			　魔法使いの男は、ドラムの命令通りにジャイアントアントの群れに立ち向かい、水の魔法で応戦を始めた。

			　だが、盾役となる前衛はおらず、得意とする水属性の魔法は、硬い甲(こう)殻(かく)に守られたジャイアントアントに対しては相性がよくない。

			　魔力を惜しまずに強力な魔法を連発するものの、じりじりと後ろへと追い詰められていく。

			　固(かた)唾(ず)を飲み、戦いを見守っているドラム。

			　その後方にある壁が音もなく崩れ、１体のニードルアントが姿を現すが、彼がそれに気が付いた様子はない。

			　音もなくドラムに近づいたニードルアントの腹部から伸びた毒針が、鎧(よろい)に守られている部分を避けて彼を襲った。

			「ぐあっ!?　ど、どこから出てきたんだ！　こいつをなんとかしろ！」

			　毒針に刺され、ようやく後ろにいたニードルアントに気が付いたドラムが、慌てて魔法使いへと命令をする。

			　命令を受けた魔法使いは、水の柱を放ってニードルアントを吹き飛ばし、壁に叩きつけた。

			　だが、その隙をついて、ジャイアントアントたちが魔法使いに殺到した結果、魔法使いは黒い波に飲み込まれていった。

			「早くこの傷を治療しろ！　何をしている！　急げ！」

			　魔法使いが倒れたことにすら気が付かない様子のドラムは、仲間を援護していたヒーラーを呼び寄せ、刺し傷の治療をさせる。

			　どうやら刺し傷はそこまで深くなかったようで、回復魔法をかけると傷はすぐに塞がった。

			　ドラムの治療を終えたヒーラーが立ち上がろうとした瞬間――

			　その足元に穴が開き、そこからアサシンアントが顔を覗かせた。

			　アサシンアントはヒーラーの足に噛みつくと、何が起こったか理解できていないドラムの目の前で、彼女を穴の中へと引きずり込んでいった。

			「ひっひいい……！　どこだ！　どこから奴らは出てくる！　う、嘘だ嘘だ！　この私がこんな場所で死ぬはずがない！　そうだ！　私がここで死ぬはずがないのだ！」

			　何の抵抗もできず、一瞬にして己の目の前から消えたヒーラーの最後を見て、ドラムは恐慌状態に陥った。

			　慌てて、ジャイアントアントたちを足止めしているはずの魔法使いの姿を探すドラムだが、彼は当の昔にジャイアントアントの群れの中に消えている。

			　この場に残されたのは、まともに武器を握ったことすらない、ドラムただ１人だった。

			「まだだ！　まだ私にはこれがある！」

			　２人の奴隷を片付けたジャイアントアントたちがドラムのもとへと迫ろうとしたが、その前にドラムが腰につけていたポーチから何かを取りだした。

			　白い箱に細かな細工がなされたそれに、ドラムが魔力を込めると、彼の周囲を囲むように結界が張られる。

			　ドラムが使ったのは『魔除けの揺り籠(かご)』と呼ばれる魔導具である。

			　それは、ひとたび起動すると周囲のマナを取り込み、人１人が入れるほどの大きさの強力な結界を張る魔導具である。一度結界を張ると、それを解くまで中から出ることも攻撃することもできないが、上級のジャイアントアント程度の攻撃ならば、完全に防ぐほどの性能を持つ。

			　ドラムは実家から出る時に、貴重品を保管している倉庫からそれをこっそり持ちだしていたのだった。

			　土壇場でその存在を思い出したが、慌てて使用した魔導具は存分にその効果を発揮し、迫りくるジャイアントアントたちの攻撃からドラムを守る。

			　結界の中からジャイアントアントを見るドラムは、攻撃が届かないことを理解すると安(あん)堵(ど)のため息を吐いた。

			「ハ、ハハハ……どうだ！　この魔導具の力は！　貴様ら程度ではどうにもできまい！　あとは助けが来るのを待てば――」

			　そこでドラムの言葉が途切れる。

			　助けが来る可能性が、ほとんどないことに気が付いたのだ。

			　ドラムがこのダンジョンにやって来ていることを知る者は、最初にすれ違った冒険者たち以外にはいない。

			　そして、依頼を受けることもなく、彼らがこんな危険な場所に助けに来ることはないだろう。

			　さらに、もし仮に助けに来たとしても、この広大なダンジョンの中を進んでうまくドラムを見つけられるかは怪しい。

			　迷路のように入り組んだ広大な迷宮で、たった１人の人間を探すのは、砂漠で金貨を探すようなものだ。

			　ドラムの腰のポーチの中にはある程度の水と食(しよく)糧(りよう)が入っている。

			　彼を守る結界も、マナの多いダンジョン内ならば、数日の間はその効力を発揮し続けるだろう。

			　だが、その間に助けが来る可能性は限りなくゼロに近い。

			　そんな想像をして顔を青くさせたドラムだが、彼はすぐそばに迫っているもう１つの危険に気が付いていなかった。

			　ドラムが結界を張ってからおよそ10分が経過した頃――

			　魔導具によって張られた結界は健在だが、その中にいるドラムは力なく倒れ伏していた。

			「ぁ…………あ…………」

			　すでにドラムは全身が麻痺しており、体を動かすことはおろか、喋ることすらままならない状態になっていた。

			　さらに、じりじりと焼けるような痛みを全身に感じており、特に先ほど刺された場所は赤く腫(は)れあがり、激しい痛みが走っている。

			　ニードルアントによって刺された傷は、回復魔法によって塞がっていたが、刺されると同時に体内へと流し込まれた毒は治療されていなかった。

			　ニードルアントの毒は、効力を発揮してすぐに死に至るものではない。

			　数分で動けない程度に筋肉が麻痺した後は、じわじわと毒と痛みで体力を削っていき、長い時間をかけて相手を死に至らしめるものである。

			　そして周囲にドラムを治療してくれる者はおらず、結界に阻まれているせいでジャイアントアントがドラムに止めを刺すこともできない。

			　その後、彼は毒によって死に至るまでの十数時間もの間、全身に走る痛みに耐え続けることになった。

			　その最後は土と泥にまみれ、体を蝕(むしば)む毒によって苦しみながら、涙と鼻水を垂れ流し息絶えるという壮絶なものであった。

			　こうして、サンドール男爵家の三男であるドラム・ド・サンドールは、誰にも知られることもなく、みじめにその生涯を終えることになった。

			　彼を治療したヒーラーは毒に気付かなかったのか。

			　それとも――仲間を使い捨てにされたことへの復讐のために、わざと毒を治療しなかったのか――それを知る者は、すでにこの世にいない。

			　だが、罠(わな)に嵌(は)められ奴隷となり、使い捨ての駒にされて死んでいった彼らが、ドラムを強く恨んでいたということだけは間違いない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『黒軍の大穴』のあるアストレア大陸から、海を跨(また)いで北西に進むとプレディア大陸と呼ばれる大陸がある。

			　その大陸には、魔術国家とも呼ばれるプレニシア王国が存在している。

			　その王都の郊外には、６本の白亜の塔が建ち並ぶ巨大な施設、『王立魔導技術研究所』が建てられており、世界各国から集まった研究者たちが、魔導の粋(すい)を極めんと日夜研究を行っている。

			　そこで研究されている内容は、効率的な魔術理論の追究から始まり、魔導具や兵器の開発、さらにはモンスターの生態の調査にまで及ぶ。

			　次々に発表される研究成果は、国のあちこちで実践され、街では魔術による街灯が辺りを照らし、通りでは馬の代わりにゴーレムが引く魔導馬車が行き交っている。

			　民の生活の至る所にまで魔術が使われているその光景は、まさしく魔術国家の名に恥じないものであった。

			　王都は上から見ると巨大な魔法陣を描いており、整然と計算された街並みの奥に、美しい白亜の塔が建ち並ぶその光景は、世界有数の観光名所としても人気を集めている。

			　魔術を修める者だけでなく、誰もが一度は行ってみたいと思うような国――それが魔術国家プレニシア王国である。

			　そんな王国の中でも特にその名声を轟(とどろ)かせ、あらゆる研究者の憧れでもある王立魔導技術研究所であるが、そこに所属するものには変わり者が多い。

			　ひとたび研究に熱中すると、数日間は研究室から出てこないのは当たり前。

			　中には数十年もの間、研究所の敷地の外に出たことがないような者も存在するほどである。

			　他にもひらめいたアイディアをその場で試して事故を起こす者や、新薬を自分で試して倒れる者、合法ギリギリのグレーな研究を嬉々として行う者なども存在する。

			　そして、その中には、あまりにも特異な研究の内容によって、研究を続けることができなくなった者も存在する――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王立魔導技術研究所の６本の塔のうちの１つ、魔法生物に関する研究が行われている塔の最上階では、ちょっとした騒動が起こっていた。

			「エルシル部長！　なぜじゃ！　なぜ、ワシの研究が中止させられなければならんのじゃ！」

			　魔法生物部門の部長である、見(み)目(め)麗(うるわ)しいエルフの男性に詰め寄る、白髪混じりの頭の初老の男性。その顔には、不満と怒りがありありと浮かんでいる。

			　彼は先日、進めている研究を中止するようにとの命令を下されたので、それを撤回してもらうためにやってきたのだ。

			　気色ばむ老人の様子を見て、エルシルはまずはその怒りを鎮めようと声をかける。

			「ヨハネスさん、そんなに怒ると体に悪いですよ。まずは落ち着いて、そこのソファーにお掛けください」

			　落ち着いたトーンの声で諭(さと)されたヨハネスは、わずかに怒りを収めるとソファーへと腰掛けた。

			　ここで怒鳴り散らしても意味はない。

			　怒りのあまり頭に血が上ったヨハネスだが、それくらいのことは理解できていた。

			「それでヨハネスさん、なぜあなたの研究が中止させられなければならないのかが聞きたいのでしたか？」

			「そうじゃ、ワシは法に違反するようなことは何１つしておらんぞ。それなのにワシの研究がなぜ中止させられるのじゃ……」

			　エルシルは、机の引き出しから分厚い書類の束を取り出すと、それをパラパラとめくり、目的の書類を抜き出した。

			「ヨハネスさんの研究は――これですね……新型のキメラの開発ですか。凍結の理由は、そのキメラの材料ですね。モンスターと人間を合成したキメラとのことですが、この人間というのが問題です」

			「そう！　確かにそう言われた！　じゃが、人間と言ってもワシが使用しているのは犯罪奴隷のみ。法的には何の問題もないはずじゃ！　奴隷を使った実験は他でもやっているじゃろう！」

			　エルシルの指摘した理由に、すぐに反論するヨハネス。

			　彼が長年の研究によって開発した新型のキメラは、モンスターと人間を合成することで、その双方の特性を発揮できるようになったものである。

			　材料は人間とあるが、使用しているのは重罪を犯して奴隷に落とされた犯罪奴隷のみである。

			　犯罪奴隷は魔法の実験台や、新薬の効力を確かめるために、他の研究でも利用されており、彼の言うように法的には問題はない。

			「確かに、犯罪奴隷を利用した魔術の研究は違法ではありません。それに、報告されているキメラの性能も、今までにないほど素晴らしいものです」

			「それならば！　なぜワシの研究が中止させられるのじゃ！」

			　法的にも問題はなく、成果も出ている。

			　それならば、なぜ彼の研究が凍結されなければならなかったのか――

			「……問題は、材料が人間であるということです。研究のために数人を利用するならまだしも、これが実用化されるようになれば、大量の人間が必要になるでしょう。そうなれば犯罪奴隷だけでなく、それ以外の人間もキメラにされる危険性があります。それに、もし技術が裏社会に流れれば、とんでもないことになるでしょうね」

			「じゃ、じゃが……この研究が完成すれば――」

			　反論しようとするヨハネスの言葉に、エルシルは重ねるように続ける。

			「ええ、このキメラの能力は従来のものとは比べ物になりません。きっと、この研究がもたらす恩恵は大きなものでしょう」

			　強力な戦力を、安定的に生産できるとしたら、その恩恵は計り知れない。

			　キメラ兵を各地に配備すれば、モンスターとの戦いで死ぬ者も大きく減るのは間違いない。

			「……ですが、このような人間を素材にしたキメラを使えば、その国のイメージは間違いなく悪くなるでしょうね。戦力としては魅力的でしょうが、それを好んで使用する国は皆無と言ってもいいでしょう」

			「それは――」

			「加えて、研究所で用意できる犯罪奴隷の数にも限りがあります。あなたの研究のために、大量の犯罪奴隷を用意することは厳しい。残念ですが、この決定が覆(くつがえ)ることはないでしょう」

			　そう言って、エルシルは手元の書類を机の上に置いた。

			「……そうですな。お忙しいところ、ワシのために時間を割いてくださり感謝します。ワシはこれで失礼させてもらいます」

			　もはや取り付く島もないといったエルシルの様子に、ヨハネスは力なく肩を落とすと、よろよろとソファーから立ち上がり、退室する旨(むね)を告げる。

			「ヨハネスさん、そう気を落とさないでください。ヨハネスさんは、キメラ作成の分野では、他に追随を許さないほどに優秀な研究者であると聞いています。あなたなら、新しい研究でもきっと素晴らしい成果を出すことができますよ」

			　その言葉に嘘はない。

			　ヨハネスの才能と技術は、まさしく神の領域に達しようというものであった。

			「…………」

			　しかしヨハネスは、エルシルの慰(なぐさ)めの言葉に何も返すことなく、肩を落としてとぼとぼと部屋から出ていく。

			　長い寿命を持つエルフであるエルシルは、この研究所に来てから、様々な研究者たちを見てきた。それらの中には、ヨハネスのように研究を中止させられてしまった者も数多くいる。

			　しばらくは何も手につかないほどに意気消沈する彼らだが、その後はそれが起爆剤にでもなったかのように持ち直し、偉大な発明をした者も少なくはない。

			　だがそれとは別に、元の研究を捨てきれずにそれに固執するあまり、ついには犯罪にまで手を染めてしまった者もわずかではあるが存在する。

			　そしてヨハネスのあり方は、後者に似ているように感じられた。

			　エルシルは、狂気に落ちてしまった彼らを思い出し、ヨハネスには前者であって欲しいとの想いを抱く。

			　だが、残念ながら彼の想いは裏切られることになる――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ヨハネスの研究が中止させられてからしばらくが経ち、王都では行方不明事件が相次いで起こるようになった。

			　年齢は子供から大人まで、行方不明になったのはたったのひと月で十数人。

			　その職業にもつながりはなく、商人から研究者、はたまた腕利きの冒険者までもが消えてしまうその事件は、王都の住民の恐怖を煽(あお)った。

			　一時は違法な奴隷狩りの可能性があるとも考えられていたが、わざわざ王都を選ぶメリットはなく、またそのような犯罪に手を染めそうな組織も見つからなかった。

			　攫(さら)われた人間や場所にもこれと言った共通点はなく、犯人への手掛かりになりそうなものもほとんどないため、事件の調査は難航することになる。

			　その後、長い調査の末に、ようやくヨハネスが犯人である可能性が高いことが判明し、王都の衛兵たちが彼を捕らえるために研究室へと駆け付けた。

			　しかし、そこはすでにもぬけの殻だった。

			　ヨハネスは、彼の作ったキメラ数体と共に、姿をくらませていたのだった。

			　研究室内に残された資料や、失敗作とみられるキメラの死骸から、一連の行方不明事件の犯人はヨハネスで間違いないと断定された。

			　ヨハネスが行方をくらませた後、王都での行方不明事件はぱったりと途絶え、やがて事件の記憶は埋もれていくことになる。

			　１人の研究者が起こした、恐ろしい事件から数年が経った今も、犯人であるとされるヨハネスが捕まることはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして時は過ぎて現在、ソナナ町の門では――

			「おい……なんだよ、あれ……」

			「人……？　いや、モンスターか？」

			「ば、化け物だ……」

			　門に並ぶ人々の目線の先にいるのは、３体の異形の生物と、それらを連れた１人の男。

			　男は自分の順番が来ると、不気味な生物を見て顔を青くしている兵士に身分証を渡す。

			　身分証を受け取った兵士は、震える手でそれを確認すると、通行の許可を出した。

			「か、確認しました！　Ｂランク冒険者のヨハン殿ですね。どうぞお通りください……」

			　兵士から返された身分証を受け取ると、男はそのまま無言で門を通過していく。

			　そして、その後ろを３体の異形たちがぞろぞろとおとなしくついていくのを確認すると、兵士は安(あん)堵(ど)のため息をついた。

			　異形を連れた男の次に門へとやってきた商人が、未だに顔色の悪い兵士に声をかける。

			「衛兵さん。あの化け物を連れた男は、いったい何者なんです？」

			「……冒険者の方のようですが、守秘義務があるのでこれ以上は――」

			「あれも冒険者なんですかい。モンスターを連れた冒険者はたまに見るけど、あんな不気味なのは初めて見たよ」

			「ええ、私もあんなモンスターは初めて見ました……今でも震えが止まりませんよ」

			　兵士は異形の化け物の姿を思い出して、ぶるりと体を震わせる。

			　３体の化け物――黒いカマキリの下半身と腕を持った獣人の男、赤いトカゲの背中から鱗(うろこ)に覆(おお)われた女性の上半身が生えたもの、そして両腕に巨大なワニの口のようなものが付いた巨漢。

			　まるでモンスターと人を混ぜたような不気味な姿、その人間部分の虚(うつ)ろな顔を見てしまった者は、一生それを忘れることはできないだろう。

			　ヨハンと呼ばれた男――それはかつて行方をくらませたヨハネスであった。

			　彼は潜伏中に自らの姿を変え、事件の詳(しよう)細(さい)が一般に伝わっていないことを確認したのち、ヨハンと名乗り、別の国で冒険者に登録することで新しい身分を得た。

			　それからは冒険者として活動しながら、時にはいなくなっても目立たない人間を攫(さら)っては、キメラ作成の実験台にしつつ各地を転々としていたのだ。

			　彼がソナナの町へとやってきた目的は『黒軍の大穴』である。

			　そこにいると思われる強力なモンスターと、上質な素材になる人間――高ランクの冒険者を捕獲するためにやってきたのだ。

			　材料となるモンスターと高い能力を持つ冒険者たちが揃うその場所は、彼にとって研究にはうってつけの場所であった。

			　村へと入ったヨハンはまるでそれを誇(ほこ)るかのように、３体の異形を見せつけながら冒険者ギルドへと向かう。

			　多少のことでは動じない歴戦の冒険者たちも、その悪夢のような見た目のモンスターには、さすがに動揺を隠せないようであった。

			　冒険者ギルドにて、許可証を手に入れたヨハネスは、町を出てダンジョンへと向かう。

			　彼の頭の中には、もはや自分の研究を完成させることしかなかった。

			　そのために、どれだけの人間が犠牲になろうとも、彼にとってはどうでもいいことである。

			「もうすぐじゃ、もうすぐワシの研究が完成する――」

			　かつての上司であるエルシルの不安は的中し、研究のためなら手段を選ばない、狂気に落ちた研究者の姿がそこにあった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　キメラたちを連れ、草原を進むこと数時間。

			　ヨハネスは、ようやく草原に開いた穴へとたどり着いた。

			「おおお！　見えたぞ！　あれが噂のダンジョンか！」

			　ダンジョンを目前に、興奮した様子で声をあげるヨハネス。

			　町の中にたくさんいる、良質なキメラの素材を目の前にしながらも手を出さなかった彼は、すでに我慢の限界だった。

			「いつかは彼らも素材にしたいものじゃが、今はまだ戦力が足りんからのう」

			　たとえ小さな支部だろうと、ギルドで素材を調達するのは危険だ。

			　ギルドが壊滅させられたとなれば、すぐに強力な冒険者たちが派遣され、どこまでも追い回されることになる。

			　いくらヨハネスのキメラが強力だとはいえ、その戦力に限界はある。

			　良質な素材が向こう側からやってくるのはありがたいことだが、そのせいで研究の邪魔をされるのは避けたかった。

			　――だが、ダンジョンの中なら話は別である。

			　ダンジョン内であれば、相手の人数も限られるうえに、たとえ冒険者たちが帰ってこなかったところで特に不自然ではない。

			　素材を回収してしまっても、もともとダンジョンで死んだ者は死体が残らない。

			　熱中してやりすぎなければ、ヨハネスに嫌疑がかかる可能性は低い。

			「人間とモンスター！　双方の素材を調達しても問題はない！　まさしくワシの研究のためにあるような場所じゃ！」

			　ギラギラと目を輝かせたヨハネスは、キメラたちを連れてダンジョンの中へと足を踏み入れた。

			「ふむ、通路の広さはそこそこあるようじゃな。これならキメラが戦っても十分に力を発揮できるほどの広さを確保できるじゃろう」

			　ヨハネスは周囲を見回し、キメラが十全に力を発揮できそうだと頷く。

			「さて、まずはどうするかのう……」

			　ギルドで得た情報では、入り口の先は冒険者たちの拠点になっているとのことである。

			　ヨハネスはキメラを連れ、ダンジョンの奥へと進んだ。

			「おお、どうやらあの先の広間が拠点のようじゃな」

			　広場には10人ほどの冒険者たちがいるようだ。

			　さすがに高ランクの冒険者だけあって、どれもなかなか良い素材になりそうだと、ヨハネスは期待に胸を高鳴らせる。

			　すぐにでも素材を確保したいヨハネスだが、ここはまだ入り口からほど近い。

			　万が一、彼らに逃げられてしまえば、その先に待っているのは身の破滅である。

			　――慌てる必要はない。ここでの調達は控え、別の機会を待てばいいのだ。

			　ヨハネスがそんなことを考えていると、こちらを遠巻きに見ていた冒険者のうちの１人が、警戒しつつも彼の下へと向かってきた。

			「ふむ……見たところ前衛職、それも防御を重視しているタイプのようじゃな。ここにいるということは、そこそこの使い手なのじゃろう」

			「前衛役ってのは当たりだが――腕に関してはそこそこじゃなくて一流って言って欲しいところだな」

			　ヨハネスのつぶやきを拾い、冒険者の男は口元に笑みを浮かべて軽口をたたく。

			「ほっほ、すまんのう」

			「はっはっは！　まあ有名どころには、ちいっとばかし負けるけどな！　俺はブラン、これでもＡランクの冒険者だ」

			「ワシはヨハンじゃ。Ｂランクの冒険者をやらせてもらっておる」

			　緊張が解けたのか、冒険者とヨハネスはにこやかに挨拶を交わす。

			「それで、爺さんもダンジョンを攻略しに来たのかい？　見たところテイマーみたいだが、ここは自分もある程度戦えないとちょっと危ないかも――爺さん？　どうかしたのか？」

			「おっと、ちいっとばかし、考え事をしておっただけじゃ」

			「そうか？　それならいいんだけどよ。それで――」

			　心ここにあらずといったヨハネスの様子を訝(いぶか)しんだ冒険者だが、気を取り直してダンジョンの説明を始める。

			「ふうむ。なるほど――」

			　親切な冒険者の話を聞き流しながら、ヨハネスは目の前の男をキメラにするとしたら、どのようなモンスターと混ぜ合わせるのがいいだろうかと考えていた。

			　オーガなどのモンスターで近接戦の能力を底上げするか、それともいっそ魔法系のモンスターと混ぜて、高い防御力を持った砲台にするか――

			　Ａランクの冒険者というだけあって、目の前の男はヨハネスの発想を刺激する素晴らしい素材だった。

			「さて、説明はこんなところか。まあ、何はともあれ無理は禁物だな。命あっての物種だぜ」

			　まさか目の前の老人が、そんなおぞましいことを考えているとは知るはずもない冒険者の男は、最後にそう締めくくり説明を終えた。

			「ほっほ、心配してくれてありがとうよ。じゃが、ワシの連れは、そんじょそこらのモンスターなどには後れは取らんぞ？」

			　ヨハネスが後ろにいるキメラたちを指さすと、改めてそれを見た冒険者がたじろぐ。

			　冒険者の姿を見て、彼の作ったキメラの素晴らしさに圧倒されたのだと判断したヨハネスは、その顔に満足気な笑みを浮かべる。

			　ヨハネスが連れている３体のキメラは、彼の最高傑作と言っても過言ではない。

			　まだまだ改良の余地は残されているが、それでも十分な力を持っている強力なキメラばかりであった。

			「こいつらが爺さんの連れか……その、なかなか変わった見た目だけど、確かにとんでもなく強そうだよな――」

			「おお！　お主！　ワシのキメラの凄(すご)さが分かるのか！　なかなか見所がある男じゃな！　よし！　お主にもこのキメラの素晴らしさがもっと分かるように、ワシがいろいろと教えてやろう！　そもそもじゃが、キメラというのは、本来はモンスターの――」

			「あ、ああ……爺さん、それは、また今度聴かせてくれ……」

			　こんなところで、気味の悪いキメラについて講義など始められては、たまったものではない。

			　自分の作ったキメラを褒(ほ)められ、嬉々としてその知識を披露しようとしたヨハネスを、冒険者の男が止める。

			「なんじゃ……これからがいいところだったというのに、つまらんのう」

			「と、とりあえず、あっちの道の方で他の冒険者たちが合同で狩りをしているからな。もし参加するなら、そっちに行くといい」

			　せっかくの講義を中断させられ、ヨハネスは不満げに鼻を鳴らした。

			「だけど、他の道を進むときは注意しろよ。自信満々に進んで帰ってこなかった奴は、少なくないぜ……」

			「なるほどのう。お前さんたちのような腕利きが帰って来ないとなると、よほどのものがあるのかのう」

			　まだ見ぬダンジョンの奥地に、期待を膨らませているようなヨハネスを見て、冒険者の男は、以前護(ご)衛(えい)したことのあるどこかの研究者もこうだったと、苦笑いを浮かべた。

			「さて、それは分からんが、とりあえず慣れるまでは、慎重にやるのをお勧めするぜ」

			「そうじゃな、まずは下見を兼ねて、他の冒険者の様子でも見に行かせてもらうとしようかのう」

			「よっしゃ、それじゃあ、俺の話は終わりだ！　長々と引き留めて悪かったな！　爺さんも頑張れよ！」

			　ヨハネスの言う下見の意味に気が付くはずもなく、冒険者は話を終えた。

			「なんの、いい話を聞かせてもらったわい。また会う機会があれば、ワシの研究の素晴らしさをじっくりと教えてやるからのう」

			「おう！　また会えるように祈ってるぜ！」

			　親切な冒険者に見送られ、ヨハネスは教えてもらった通路へと向かう。

			「……行ったか。それにしてもあの爺さんの連れているモンスター……やけに気味の悪いものばっかりだったな。なんだかやる気も削(そ)がれちまったし、今日はもう引き上げるとするかね」

			　冒険者がぽつりとつぶやいたその言葉は、通路の奥へと消えたヨハネスたちに届くことはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冒険者が示した道を進むこと十数分。

			　ヨハネスの耳に、戦闘の音らしきものが聞こえ始めた。

			　どうやら、そろそろ話にあった冒険者たちの集団に近づいてきたようだ。

			　その姿が遠目に確認できる頃には、すでに戦闘は終わっていたようで、冒険者たちは戦利品の回収作業を始めている。

			　近づいてくるヨハネスたちに気が付いた冒険者たちが、どこかぎょっとした様子で視線を送っているが、ヨハネスは気にしたふうもなく集団へと近づいていく。

			「あー……あんた何者だ？　なんだか変わったモンスターを連れているようだが……」

			「なに、ただのしがない冒険者じゃよ。ここに来るのは初めてじゃし、下見を兼ねて少し混ぜてもらおうと思ってきたまでよ」

			「そ、そうか……まあなんにせよ、一緒にモンスターを狩るっていうなら歓迎するぜ。よろしくな、爺さん」

			　冒険者と挨拶を交わし、さっそく狩りに混ぜてもらおうとしたヨハネスだが――

			「……シエル？　シエルじゃないか……？」

			　そこにいた冒険者のうちの１人が、ヨハネスの連れていたキメラを見てそう声をあげる。

			「シエル？　ああ……だいぶ前に行方不明になったっていうお前のパーティーメンバーか？」

			「ああ……間違いない！　あれはシエルだ！　シエル！　俺だ！　ヴィクシムだ！」

			　どうやら、この男はキメラの素材となった人間と知り合いだったらしい。

			　このキメラの素材は、ヨハネスが３か月ほど前に調達した物だ。

			　優秀な魔法使いだったようで、サラマンダーとの合成によって、強力な火属性の魔法を行使できるようになったのだ。

			　ヴィクシムと呼ばれた冒険者が懸命に声をかけるが、キメラが反応を返すことはない。

			　ガラス玉のような眼は、ぼうっと虚空を見つめるばかりだった。

			　ヨハネスの作ったキメラは、ある程度の知識や技術は引き継いだものの、モンスターと融合したことによる拒絶反応によるものなのか、意識は希薄な状態になっている。

			　そのせいで、素材となる前の性能を完全に引き出すことができず、ヨハネスも何とか改良しようとしたものの、なかなか成果が出ない欠点であった。

			　何度もキメラに声をかけていたヴィクシムだが、何をしても反応がないとようやく理解できたようだ。

			　声をかけるのをやめ、怒りに歪んだ形相でヨハネスを睨(にら)みつける。

			「おい、ジジイ！　てめえシエルになにしやがった！　早く元に戻せよ！」

			　ヨハネスに詰め寄り、声を張り上げる男。

			　だが、一度キメラになった時点で元に戻すことなど不可能であり、そもそもヨハネスには、彼女を元に戻す理由など欠片(かけら)も存在しない。

			　それに、ただの魔法使いであったときよりも、より強力な存在へとなったのだ。

			　なぜ元に戻す必要があるのか、ヨハネスには理解できなかった。

			　周囲にいた冒険者たちも状況を理解したのか、武器を構えてヨハネスたちを見ている。

			　このまま、彼らを逃がしてしまえば、面倒なことになるのは間違いない。

			　偶然とはいえ、キメラの素材と知り合いだった者がいたとは、何とも間が悪いことだと、ヨハネスはため息をつく。

			「やれやれ、まあ仕方あるまい、予定より早いが、素材の確保と同時にキメラの性能実験をしてしまうとするかの。26番、やれ」

			　ヨハネスの言葉とともに、彼の後ろに控えていたカマキリ型のキメラが、ヴィクシムの首元めがけて大鎌を振るう。

			「ヴィクシム！　下がれ！」

			「なっ!?」

			　目にもとまらぬ速さで振るわれた大鎌だが、仲間の声に反応したヴィクシムがとっさに下がったせいで、ギリギリのところで避けられてしまう。

			「やれやれ、避けるでないわ。せっかくきれいな状態で素材にしてやろうと思ったのにのう」

			　キメラにするならば、できるだけ素材の損傷は少ない方が良い。

			　戦闘で無駄に傷が付いてしまえば、それだけ完成するキメラの質が下がるのだ。

			「26番、54番、87番、１人も逃がすでないぞ。できるだけきれいな状態で殺すのじゃ。お前らの後輩になるかもしれんのじゃからな」

			「ちいっ！　こいつ狂ってやがる。全員武器を構えろ！　来るぞ！」

			「ちくしょう！　このジジイ、絶対に許さねえぞ！」

			　武器を構え、冒険者たちは異形のキメラたちに相対する。

			「複数の高ランク冒険者をキメラの性能実験に使う機会など、そうそうないじゃろう。良いデータが取れるといいのじゃがなあ……」

			　ヨハネスは戦いに巻き込まれないよう、少し離れた場所から観察を始める。

			　鬼気迫る冒険者たちの様子とは対照的に、落ち着いた様子のヨハネスからは、自分の作ったキメラの性能への自信が感じられた。

			「こいつの元はデスサイズか!?　鎌の攻撃に注意しろ！　俺が押さえるからその間に攻撃するんだ！」

			　まず動いたのは、カマキリ型のキメラと相対している冒険者たち。

			　重装備の冒険者が、振りかぶられた鎌を受け流そうと、盾を構える。

			　確かに、普通のデスサイズが相手ならば、その対応は間違いではない。

			　だが、ヨハネスのキメラは、それが通用するほど甘くはなかった。

			「ぎゃっ!?」

			「なにっ!?」

			　26番の振った鎌は、その軌道をわずかに変え、相対した冒険者をその盾と鎧(よろい)ごと真っ二つにする。

			　その太刀筋は、どこかたどたどしいものの、通常のデスサイズとは比べ物にならない技量が見て取れた。

			　さらに、26番は足を止めてしまった冒険者へと襲い掛かり、その鎌で次々に獲物を切り裂いていく。

			「ふむ、あの盾と鎧(よろい)はおそらくミスリル製じゃろう。なかなかきれいに切断できておるようじゃな」

			　26番は、デスサイズと呼ばれるモンスターと、獣人の戦士を混ぜたキメラである。

			　強(きよう)靭(じん)なミスリル製の装備すらも、まるで紙のように切り裂く鎌を持っているデスサイズだが、その攻撃方法はただ切れ味に任せて鎌を振るうだけである。

			　うまく攻撃を受け流すことができる者がいれば、隙も大きいためさほど脅威ではない。

			　だが、26番は素材となった獣人の経験により、より切り裂きやすく弾かれにくい角度で鎌を振るうことができる。

			　その結果が、真っ二つに引き裂かれ、屍(しかばね)を晒(さら)す盾役の冒険者の末路だった。

			　モンスターの高い身体能力に、人間の技術を掛け合わせる。

			　26番は、まさしくヨハネスの理念を体現したキメラだった。

			「シエル！　やめてくれ！　クソッ！　どうしたらいいんだ！」

			「ヴィクシム！　気持ちは分かるが諦(あきら)めろ！　このままじゃ俺たちがやられるんだぞ！」

			　サラマンダーのキメラを相手にしている冒険者は、足並みが大きく乱れているようだ。

			　元仲間と戦うという現実を受け入れられずに取り乱すヴィクシムを、他の冒険者たちが説得していた。

			「このままだと、データに誤差が出る可能性があるんじゃがのう……さっさと諦(あきら)めて戦って欲しいところなんじゃが」

			　54番は、トカゲの口から火炎を吐き、さらにトカゲの背中から生えた人の上半身も、いくつもの火球を生み出し目の前の冒険者たちへと攻撃を始める。

			　そこに、元仲間への感情は欠片(かけら)も存在しない。

			　ただ、命令に従い、機械のように獲物に攻撃をするだけだ。

			　何人かの魔法使いが壁を出して防いでいるが、すでに攻撃の機会を失い、完全に防戦一方に追い込まれていた。

			　絶え間なく打ち込まれ続ける炎のせいで、近づくことすらままならないだろう。

			「やれやれ……こっちは有用なデータを取る前に終わってしまいそうじゃわい」

			　54番は、サラマンダーと呼ばれる火山地帯に生息するトカゲのモンスターと、火属性に適性を持つ魔法使いを合成したキメラだ。

			　炎の精霊の使いとも言われるサラマンダーとの合成により、火属性の魔法の威力は大きく向上させることができた。

			　だが、知能の低下の影響なのか、複雑な魔法を行使することはできなくなってしまった。

			　物理型の26番とは違い、魔法型の54番は知能の低下の影響を大きく受けてしまうため、課題も多い。

			　とはいえ魔法の威力自体はキメラになる前の数倍になり、さらに行使できる時間や回数も増加している。

			　事実、複数の魔法使いを相手にしても優勢な状態を維(い)持(じ)しているのが、その性能の高さを物語っていた。

			　知能面の問題が解決すれば、54番は26番を大きく超える力を持つ、非常に強力なキメラになるはずだ。

			「素材となる魔法使いが少ない点、それに素材同士の属性を合わせないと、性能が大きく劣化する点も何とかしたいところじゃな」

			　これ以上観察していても、特にめぼしい情報は得られないだろうと、ヨハネスは最後のキメラ、87番へと目を向ける。

			　87番こそが、ヨハネスが自信をもって現時点での最高傑作と呼べる存在だった。

			　このキメラは、２種類のモンスターと人間を混ぜ合わせることに成功したものだ。

			　まずは、ブラストアリゲーターと呼ばれる双頭を持つワニのモンスター。

			　片方の頭から水を吸い込み、もう片方の頭がそれを圧縮して発射するという、一風変わったモンスターの頭部を、素材となる人間の両腕に移植した。

			　双頭の大(おお)顎(あご)から発射される高圧の水は、岩を砕くほどの威力を持ち、並みのモンスターなら一撃で倒してしまう。

			　だが、このキメラの最大の特性はそこではない。

			「さあ、ワシにその真の力を見せておくれ――」

			　ヨハネスは、どんな些(さ)細(さい)な情報すらも見逃さないようにと、目を皿のようにして87番と冒険者の様子を見守る。

			　87番に使用された素材は、通常のモンスターのものではない。

			　この世界の東の果てに存在する、ミリシア諸島と呼ばれる小さな島々。

			　かつて、もう１つの大陸があったと伝えられるそこには、他の陸地と隔離されたことによる固有の生態系が築かれている。

			　新しいキメラの素材を手に入れるために、その島々を回った時に発見した、とある素材。

			　とある民族の神殿に、破滅の神の一部として祀(まつ)られていた、太古のモンスターの一部とみられる化石。

			　それに何かを感じたヨハネスは、長い年月を経て化石となったそれを、神聖魔法や特殊な秘薬、さらには死霊術まで用いて復元しようと試みた。

			　そしてついに――たった１つだけだが、その機能を復元することに成功したのだ。

			　数年をかけ、ようやく復元に成功した機能。

			　それは取り込んだ物質を、高純度かつ超硬度のマナの結晶へと変換する機能だった。

			　マナから物質を作るモンスターはありふれた存在だが、その逆が可能なモンスターの存在は、王立魔導技術研究所に所属していたヨハネスですらも聞いたことはなかった。

			　まさに世紀の発見――いや、まさしく神の領域に至る発見と言ってもいいだろう。

			　手に入れた化石が、破滅の神の一部だという話も、この能力を見た後ではただのお伽(とぎ)噺(ばなし)と笑い飛ばすことはできなかった。

			　その機能を組み込み、さらに精製した結晶を、ブラストアリゲーターの頭部から射出することができるようにしたのが、この87番と呼ばれるキメラだった。

			　２体のモンスターを組み込んだことで、知能面では通常のキメラよりも劣る。

			　だが、周囲に物質が存在すれば、このキメラは無限に強力な攻撃を放つことができる。

			　惜しむべきは、マナの変換効率の低さと、元のモンスターについてはまったく分からなかったことだ。

			　もし、これを量産することができれば、歴史すらも変えることができるとヨハネスは考えていた。

			「なんとか生きているそのモンスターを手に入れたいものじゃが、物質をマナに変換できるモンスターが見つかった話など聞いたこともないからのう……」

			　おそらくは、すでに絶滅してしまったのか、ユニーク個体の一種だったのだろうとヨハネスは残念そうに首を横に振る。

			　彼がそんなことを考えている間に、87番は着実に敵を倒していた。

			「あれに当たるな！」

			「『ストーンウォール』！　……ダメだ！　防ぎきれない！」

			　87番が結晶の弾丸を放つたびに、避けきれなかった冒険者たちがハチの巣にされて倒れていく。

			　防御呪文を使っている者もいるが、大した効力を発揮しているようには見えない。

			　発射される結晶の弾丸は、事前の実験では、中級のドラゴンの鱗(うろこ)でさえもやすやすと貫くことができることが分かっている。

			　英雄と言われるような存在ならまだしも、普通の人間程度の魔法で防げるはずがない。

			　逃げ場のない細い通路の中でばらまかれた弾丸は、前衛も後衛も分け隔てなく死に至らしめていく。

			「ちくしょう！　アイツだ！　あのジジイを狙うんだ！」

			「まったく、ワシのキメラに背を向けて、無事で済むとでも考えているのかのう？」

			　何人かの冒険者は、キメラではなく、ヨハネスを狙おうとしているようだが、それを見たヨハネスに慌てた様子はない。

			　彼の下に向かおうとする冒険者は、背後からキメラの攻撃を受け、散り散りにされてしまう。

			　そして、戦いが始まってから10分も経つ頃には、20人近くいたはずの冒険者は、誰１人として生きていなかった。

			「ふ、ふはっ、ふはは！　どうじゃ！　ワシのキメラの力は！　未完成の今でもこの性能！　完成すれば敵などないじゃろう！」

			　あれだけの高ランク冒険者を相手にするのは初めてだったが、ヨハネスのキメラは冒険者たちを容易(たやす)く蹂(じゆう)躙(りん)して見せた。

			　その戦果を見て、ヨハネスは自分の理論が間違っていなかったことを確信する。

			　いつからか――キメラの研究を重ねるうちに、彼はなぜ強力なモンスターが住むこの世界で、人間たちが勢力を伸ばしているのかという疑問を抱くようになった。

			　硬い金属を切り裂く者、高速で天を駆ける者、大地を単純な力のみで割る者。

			　モンスターたちは、人間に比べて圧倒的とも言えるほどの力を持っている。

			　人間の中にも、モンスターに匹敵する身体能力を持つ者もいるが、そんな者はほんのひと握りでしかない。

			　それならば、なぜ人間がここまで勢力を伸ばすことができたのか――それは、その高度な知能によるものだ。

			　高い知能を持つ人間は、様々な知識を、そして連綿と受け継がれる技術を磨いてきた。

			　蓄(たくわ)えた知識は相手の行動を予測し、時には緻(ち)密(みつ)な連携を可能とし、積み重ねた技術は己の能力を高め、強大なモンスターとの身体能力の差を埋める。

			　そうして得た経験を、新たな戦いの糧(かて)として、人間たちはこの世界で繁栄してきた。

			　だが、人間がどれだけ力を付けようとも、それを歯(し)牙(が)にもかけないような強力なモンスターはこの世界に数多く存在する。

			　そして、そのような人間の手に負えないような強力なモンスターは、高い知能を持っていることが多い。

			　ならば、人とモンスターを合成することで、高い身体能力を持ちながら、なおかつ高い知能を持つキメラを作ればよいとヨハネスは考えた。

			「その成果がこれじゃ！　見よ！　やはりワシの研究は間違ってはいなかった！　ここに骸(むくろ)を晒(さら)す冒険者たちが、ワシの研究が正しかった何よりの証拠じゃ！」

			　未だ完成に至っていないのにもかかわらず、これだけの性能を誇(ほこ)る彼のキメラ。

			　研究が完成した暁(あかつき)には、竜すらも容易く倒す、最強の戦力を生み出すことができるようになるじゃろう。

			「そして、その時こそ！　ワシの偉大な研究が世界に認められるのじゃ！」

			　――とはいえ、未だに改善しなければならない点は山積みである。

			　特に、モンスターと人間を融合したことによる知能の低下は、絶対に解決しなければならない課題だ。

			　これでも、最初期のキメラと比べると知能は格段に向上しているのだが、それでも目指すものにはまだまだ届いていない。

			　現に、できるだけきれいに殺すように命令したのだが、冒険者の死体はそのほとんどが素材として使うには少々無理がある状態になってしまっている。

			「素材として使えそうなものは――たったの３体といったところじゃなあ」

			　単純な命令しかこなせないようでは、キメラに戦闘を任せるわけにはいかない。

			　ヨハネスの目標は、最低でもキメラ兵のみで指示通りの働きができるようになることだ。

			　現時点では、その目標を達成するのはまだまだ先であるとしか言えなかった。

			「さて、素材を手に入れたはいいが、少々予定が狂ってしまったわい。さっさとキメラの材料となるモンスターを手に入れないと、せっかく手に入れた素材が劣化してしまうのう」

			　劣化を防ぐ処理をしたところで、限界がある。

			　ゆっくりダンジョン内を見て回ろうと思っていたヨハネスだが、予定を変える必要に迫られていた。

			「仕方ないの。87番、地面を掘るのじゃ。このまま直接ダンジョンコアの下へ向かうとしよう」

			　このダンジョンの通路は、土でできている。それならば、土を掘って進めばよい――

			　ヨハネスの命令を受けて、87番が鰐(わに)の大(おお)顎(あご)で地面を削り、下へ下へと地面を掘り進んでいく。

			「このペースじゃと、それほど時間はかからなさそうじゃな。これなら素材が劣化する前にダンジョンの奥深くまで行けるじゃろう」

			　先ほどの戦いで87番が消費したマナも、掘った土を利用して補給できる。

			　ヨハネスたちが地中を掘り進んでいくうちに、ジャイアントアントがやってきたが、どれも素材としては微妙な中級以下のアントばかりだった。

			「ふん、54番、焼き尽(つ)くせ」

			　真っ直ぐな道に向けて吐き出された、54番の炎が追手のアントたちを焼き尽くす。

			「さて――これだけ有名なダンジョンじゃ、何匹かは魅力的なモンスターがいることじゃろう。ワシの研究に役立ってくれるような素晴らしい素材があればいいんじゃが――」

			　まだ見ぬ良質な素材を求め、狂った科学者はダンジョンを進み始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　モニターに映る老人と不気味なモンスターの集団は、冒険者を倒した後、なんと地面を掘り始めた。

			　どうやらダンジョンの通路を通らずに、直接最下層まで降りるつもりのようだ。

			「いや……それは反則だろう……」

			「ええ!?　あんなのズルいよ！」

			「ですが、間違いなく効果的な手ですね……」

			　確かに、ダンジョンを普通に攻略するよりはずっと早く、そして厄(やつ)介(かい)な手だ。

			　隠し通路も、迷路状になっている構造も、徘(はい)徊(かい)しているモンスターすらほとんど無視できるのだから――

			「まさか、本当にこんな方法でダンジョンを攻略しようとする相手がいるとはな……」

			　確かに効果的ではあるが、デメリットも大きい。

			　穴の中では逃げ場がないうえに、脱出しようにも出口は掘った穴のはるか向こう。

			　よほど腕に自信があるにしても、ダンジョンを掘って攻略するというのは、正気の沙汰ではない。

			　長いこと頭を悩ませていた冒険者の集団が倒されたのはいいが、さらに面倒な相手が現れてしまった。

			　しかも、ダンジョンの入り口付近で戦っていた冒険者の集団は、問題を解決するための時間の余裕もたっぷりあったが、こちらはそうではない。

			　急いで対策を立てなければ、そのうちに最下層までやって来てしまうかもしれない。

			「ダンさん、どうしますか？」

			「そうだな……よし、まずはアーマイゼたちと相談してみるか」

			　せっかく会話できるようになったのだから、彼女たちの意見も聞いてみるとしよう。

			　ダンジョンの防衛や拡張にも深く関わっている彼女たちだ、もしかしたらいいアイディアをすでに考えている可能性だってある。

			　さっそく、ここにいないサブマスター４人に念話を飛ばす。

			　一番先に反応が返ってきたのは、怒り心頭といった様子のアーマイゼと、それを宥(なだ)めるフォルミーカだった。

			『ダン様！　なんですか、あの無法者たちは！　私たちが作った巣をあんな方法で攻略しようなんて許せません！』

			「そうだよ！　みんなが作ったダンジョンであんなことするなんてズルいよ！」

			　怒りに燃えるアーマイゼにフィーネが賛同するが、文句を言ったところで現状が変わるわけではない。

			『まあまあ、落ち着いてよ、アーマイゼにフィーネちゃん。気持ちは分かるけど、まずはあいつらをどうやってやっつけるかを考えるのが先だよ。あんなのがいるんじゃ、安心してお昼寝もできないじゃないか』

			『……そうですね。ダン様、先ほどは失礼しました。さっそく、あの侵入者を倒す手立てを考えるとしましょう』

			　アーマイゼは、ダンジョンを無視して攻略されそうなのが、どうにも許せないようだ。

			　ダンジョン制作の大まかな方針はこちらで決めてはいるが、それを具体的な形にするのは彼女たちの役目だ。

			　それをこのような形で攻略されるというのは、今までの努力を踏みにじられたように感じるのだろうか。

			　フォルミーカもアーマイゼを宥(なだ)めてはいるが、いつにもまして侵入者を倒すことに前向きなようだ。

			「それじゃあ、まずは相手の戦力について確認するか。シュバルツ、そっちはどうだ？」

			『はい、主様。まず、敵は４体。人族の老人が１人と、奇妙な形状の正体不明の相手が３体です』

			『正体不明の３体ですが、通常の生物ではありませんね。おそらく人とモンスターを魔法で合成したものでしょう。安定させるために、いくつもの魔法が掛かっているようですね』

			　シュバルツの報告を、念話に参加したフロレーテが補足した。

			　どうやら、あの不気味な生き物は、キメラとでも言うべき存在のようだ。

			『フロレーテ様、ありがとうございます。老人の戦力は、現時点では一度も戦っていないので不明です。続いて、３体のキメラですが――』

			　あの３体のキメラで注意するべき点は、大鎌による攻撃、炎による攻撃、そして、結晶を飛ばす攻撃である。

			　大鎌は遠距離攻撃を主体として近づかなければ脅威ではない。

			　炎に関してはファイアアントをけしかけるか、アースアントの土の壁で防げるだろう。

			　問題は、あの結晶の弾丸だ。

			　冒険者との戦いを見る限り、あの弾丸は魔法で作られた土の壁すらも簡単に貫通するほどの威力を持っている。

			　あれをどうにかしなければ、いざ戦闘となっても、防御もままならないまま一方的に蹂(じゆう)躙(りん)されるだけになるかもしれない。

			　近づけば大鎌を持ったキメラが、遠距離ならば結晶の弾丸が飛んでくる。

			　さらに、炎が壁のような役割を担うと考えると、非常に面倒な構成と言えるだろう。

			『――以上が３体のおよその戦闘力ですね。現在は散発的に攻撃を続けていますが、あまり効果は出ていません』

			「ありがとう、シュバルツ。次は、あいつらの目的だな……おそらくは、例のキメラの材料を狙っていると思うんだが……」

			　モニターを通して観察していたが、侵入者たちは倒した冒険者の死体をいくつか回収していた。

			　そしてフロレーテの言った、人間とモンスターを合成したキメラという話。

			　人間の素材を手に入れたのならば、次に手に入れようとするのはモンスターの素材だろう。

			『私の眷(けん)属(ぞく)たちを、あのようなおぞましい生き物にするつもりなのですか!?　ますます許せません！』

			『私も、あんな不気味な生き物にされちゃうのは、さすがに勘(かん)弁(べん)して欲しいかなー』

			　確かに、あのキメラの材料にされるのは遠慮願いたいところである。

			『主様、私もあのような輩(やから)を許すことはできません。それに、このままではそう遠くないうちに、最下層まで攻め込まれてしまうでしょう。そうなれば、私たちを素材にキメラを作るというのも、現実になってしまうかもしれませんね』

			「ええ!?　アタシもキメラにされちゃうのかな……そんなのやだよ！」

			『そうですね……７層以降は戦える者も少ないです。それまでに止めなければ、大変なことになるかもしれません……』

			　そう、下層にいるモンスターのほとんどは、ワーカーアントやメディックアントなどの戦闘向きではないモンスターばかりである。

			　戦闘向きのアントたちは、防衛用の階層に集中してしまっているからな……。

			　最下層に戦力を集めようにも、ラーヴァアントや卵の育成に特化した構造なので、小部屋ばかりで戦いには向きそうにない。

			　フロレーテの言う通り、最低でも防衛用の階層――つまり６階層までで、相手を何とかしないといけないということだ。

			　ここでフィーネが、１つの案を出す。
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			「はいはい！　アタシにいい考えがあるよ！　穴を掘って進んでるなら、その穴ごと埋めちゃえばいいんだよ！」

			「そうですね、確かにそれは名案かもしれませんね」

			「ふむ……フィーネの案は悪くないんだが、問題はどうやって相手を埋めるのか、だな。ダンジョンにいるモンスターで、一気に地面を崩せるほどの力を持ったモンスターはいない」

			「あっ……そうだね……いい考えだと思ったんだけど……」

			　フィーネはしょんぼりとしてしまったが、その考えは悪くはない。

			　何せ相手は、逃げ場のない一方通行の穴の中だ。

			　周囲に出口がないならば、土で埋めてしまえばそのまま倒すことも可能だろう。

			　落ち込むフィーネだが、そこへシュバルツから助けが入る。

			『いえ、主様。不可能ではないかもしれません。侵入者は、真っ直ぐに穴を掘っています。そして、このまま進むと、１階層の中央付近――何本もの通路が隣接している、この地点を通過するでしょう』

			　確かに、このまま敵が地中を進むと、戦力補充用の連絡通路に行き当たるようだ。

			『この周辺の通路を塞ぎ、ファイアアントの可燃性のガスを充満させ、相手が通過する瞬間に爆破すれば、崩落を起こすことは可能だと思われます』

			　どうやら、シュバルツは通路が集中しているために地盤の緩(ゆる)い、この地点を爆破することで、元の通路ごと埋めてしまうつもりのようだ。

			「なるほど……それなら、一度試してみるのもいいかもしれないな」

			『そうだね、どうせ終わったら穴を埋めなきゃいけないんだし。崩れちゃおうが少し手間が増えるだけだもんね』

			　フォルミーカの言う通り、補修にかかる手間はそこまで変わらない。

			　フィーネとシュバルツの案を採用するとしよう。

			　さっそく、各地に散らばるファイアアントたちを、目的地点へと移動させる。

			『急いで準備を進めなさい！　遅れは許されませんよ！』

			　通路で作業するアントたちに、アーマイゼが檄を飛ばす。

			　アントたちはすべての通路を掘り繋げると、それ以外の場所へと通じる場所を土で固めて密閉する。

			　さらに、密閉された通路の中にファイアアントが大量の液体をばらまき、揮発した可燃性のガスを充満させる。

			「これで準備は完了だな。ファイアアントたちを避難させろ」

			『畏(かしこ)まりました――』

			　ファイアアントたちは、厚めに作られた土の壁の中に避難し、通路に繋がる小さく長い穴の前で、着火の合図を待つ。

			　そして、シュバルツの予想通り、侵入者たちが目標地点に現われた。

			「今だ！　爆破しろ！」

			　着火の合図とともに、通路内は爆炎に包まれ、その衝(しよう)撃(げき)によって天井が崩れていく。

			　侵入者たちは崩落に巻き込まれ、大量に降り注ぐ土砂とともに土埃の中に消えた。

			「やった！　成功だよ！　さすがアタシの作戦だね！」

			「ああ、これならさすがに――いや、まだ生きてるぞ！」

			　モニターの向こうの光景を見てフィーネは得意気だったが、ダンジョン内には侵入者の反応が残っている。

			　しばらくすると侵入者がいた辺りの土が弾け、巨大な結晶の砲弾が、はるか上にある天井へと突き刺さった。

			　そこから這い出してきた侵入者たち。

			　最初に這(は)い出してきたカマキリのキメラは足が折れ、大きなダメージを受けているようだ。

			　だが、それに続いて出てきた赤いトカゲのキメラと、結晶を打ち出していたキメラはあまり大きなダメージを受けた様子はない。

			　老人に至っては、土で汚れてはいるが、ただそれだけだ。

			　おそらく、あのカマキリのキメラが盾代わりとなって、仲間を守ったのだろう。

			　被害の小ささから、他にも防御手段があったのだろうと思われるが、さすがにそこまでは分からない。

			　折れていたキメラの足も、老人が治療を施すとすぐに治ってしまったようだ。

			「そんなあ……うまくいったと思ったのに……」

			『フィーネ様、確かに失敗ではありますが、相手の手の内をいくつか見ることができました。相手に回復能力があることも分かりましたし、攻撃方法も小さな結晶だけでなく、あのような巨大なものまで飛ばすことができると分かったのは大きいでしょう』

			『そうですよ、フィリオーネ、そこまで落ち込むことはありません。十分に成果は出ていますよ』

			　落ち込むフィーネだが、すべてが無駄に終わったわけではない。

			　少なくとも、相手の手の内をいくらか暴くことはできたのだ。

			「そうだな、先に相手の手の内が分かったのは、これから役に立つだろう。戦闘中にいきなりやられるよりはずっといいからな」

			　だが、これで穴ごと埋めてしまうという作戦はもう使えないだろう。

			「崩落させてもダメとなると、もう進路上で待ち伏せするくらいしかないか？」

			『主様の言う通りですね、これ以上大きな崩落を起こすのは無理でしょうし、同じ手を何度も使ってもおそらくダメでしょう。どこか広い場所で迎え撃つことができれば勝機はあるでしょう』

			　一度目で攻略されてしまったのだ。条件の整っている場所も少ないうえに、そもそも何度も同じ手が通用するということは考えにくい。

			『ダン様！　ならば進路上に大きな部屋を作って、そこで待ち伏せするのはどうでしょうか！　５階層か６階層ならスペースもまだありますし、時間の猶予もあるでしょう！』

			『私もアーマイゼの案に賛成だね。それと、ジャイアントモールの皆にも手伝ってもらえば、もっと早く準備できそうだよ』

			　どうやら、他のメンバーも待ち伏せ作戦に賛成のようだ。

			「ダンさん。たしか、ジャイアントモールの巣に行っていた妖精がいるはずです。協力を呼びかけるように伝えておきましょう」

			「よし、それなら余裕を持って、５階層で待ち受けることにしよう」

			　相手の侵攻の速さを見る限り、準備に使える猶予はおよそ１週間というところか。

			　この間に部屋の拡張とモンスターの移動、それに相手との戦闘への対策を練るとなると、長いようで短い。

			「まずは、炎を防ぐための壁と、あとはあの弾丸を避けるのに段差が必要になるか？」

			『主様、特に結晶による攻撃はかなり危険です。壁は相手をかく乱するのにも使えますし、壊れてもいいように、ある程度の数は用意しておきたいですね』

			「じゃあ、壁の近くにも隠し通路を作っておこうよ！　隠れながら移動すれば、相手を混乱させられるんじゃないかな！」

			「天井からも攻撃できるようにしておきましょう。あちこちから攻撃すれば、相手も混乱するかもしれません」

			　フィーネたちと相談しながら、待ち伏せ用の大部屋を作り上げていく。

			『ダン様！　アントレディアの数も増えていますし、彼女たちの装備もある程度整っています。一度実戦で使ってみるのはいかがでしょうか』

			「そうだな、アントレディアに持たせる装備は――」

			　強力なキメラたちを相手にするならば、アントレディアたちの力は大いに頼りになるはずである。

			　地下深くならば情報を持ち逃げされる可能性も低い。

			　ここらで一度、実戦に投入してみるとしよう。

			　次々と出たアイディアをまとめて、決戦のための準備へと取り掛かる。

			　待ち伏せポイントでは、キングモールがガリガリと重機のように壁を削り、掘った後をワーカーアントたちが整えている。

			　さらに、出来上がった大部屋に、アースアントたちがいくつもの土壁を作り、その周辺の地面に隠し通路を張り巡らせていく。

			　その間にアントレディアの装備と編成を考え、必要な戦力をかき集める。

			　――そして、侵入者が到達する前に、無事に準備が完了した。

			　現在相手がいるのは４階層、予定通り作った空間に向けて真っ直ぐ向かってきている。

			　じきに待ち伏せしている場所へと到達するはずだ。

			『主様、そろそろ敵が目的地点に到達します』

			「ついに来たか……シュバルツ、あとは頼んだぞ」

			　戦闘に参加するアントたちへの細かな指揮は、シュバルツへと任せる。

			　ジェネラルアントとしての統率力と、高い知能を持つ彼女ならば、たとえ敵味方入り乱れた乱戦の中でも、的確な指示をアントたちに送ることができる。

			　こちらがモニターを通して俯(ふ)瞰(かん)的に戦場を見ることができるとはいえ、彼女以上に的確な指示を出すことは難しくなっていた。

			「シュバルツちゃん、頑張って！」

			「無理はしないでくださいね」

			『シュバルツ！　必ずやあの無法者たちを討ち取るのです！　情けなど無用ですよ！』

			『ああもう、アーマイゼはちょっと落ち着いてよ。もう私たちにできることはないんだから』

			『シュバルツさん……無理をしすぎないでくださいね。妖精たちにできることはありませんが、ご武運をお祈りしています』

			　サブマスター権限を持つフィーネたちが、口々にシュバルツへと声援を送る。

			　アーマイゼは一緒に戦いたがっていたのだが、今回は観戦にまわってもらう。

			　彼女たちエンプレスアントは、シュバルツのようなボスモンスターの効果による高い回復能力や、修羅場をくぐってきた戦闘経験はない。

			　さらに、万が一にでもやられてしまえば、戦力が大幅に落ちてしまうのだ。

			　最終的にはフォルミーカに宥(なだ)められて、しぶしぶといった様子ではあったが、引き下がってくれた。

			　そうしているうちに敵が待ち伏せしている場所へと到達した。

			　多少のズレはあったものの、計算した通りに天井を掘り抜き、アントたちが待機している場所へと落下してくる。

			　相手が地面に着地すると同時に、先手を取ったファイアアントたちが攻撃を開始する。

			　一列に並んだファイアアントから発射された炎が、落下した衝(しよう)撃(げき)で体勢を崩した相手を飲み込んだ。

			　敵はそれに対処することもできず、炎の中へと姿を消した。

			「やった！　うまく決まったね！」

			「あとは、これがどこまで効くかだな」

			　着地によって体勢を崩したところへの、回避できない攻撃。

			　これで倒れてくれればいいのだが、やはりそう簡単にはいかないようだ。

			　まず、結晶の弾丸が燃え盛る炎を突き破ると、次々と飛来してはファイアアントたちへと着弾する。

			　さらに、ファイアアントの列が乱れた隙に、炎から飛び出してくる影――カマキリ型のキメラが、吹きつけられる炎を迂回するように移動しながらその鋭い鎌を一閃。

			　大鎌による攻撃を受けたファイアアントの甲(こう)殻(かく)が、まるで紙きれのように切り裂かれていく。

			　冒険者との戦闘を見た時にも同じ感想を抱いたが、やはり、あの鎌の切れ味は驚異的だ。

			　炎から飛び出してきたカマキリ型のキメラは、すでに体のあちこちが黒く焦(こ)げ付き、人間の部分もかなりひどい火傷(やけど)を負っているように見える。

			　だが、その見るも無残な見た目とは裏腹に、まるでダメージなどないかのように次々と吹き付けられる炎を素早い動きで躱(かわ)し、時には炎の中を無理やりに突き抜けてでも鎌を振るい、ファイアアントたちを攻撃し続ける。

			「ねえ、ダン、あのキメラおかしいよ……」

			「あれだけのダメージを負ったなら、普通は動きが悪くなるはずだ。それがまさか、あそこまで動けるとはな」

			「なんだか、かわいそうですね」

			　普通の生き物なら、全身にあれだけの火傷を負ってしまえば、動かなくなったとしてもおかしくはない。

			　さすがに、１階層で冒険者相手と戦っていた時よりは動きが鈍くはなっているが、異常とも言える動きだ。

			　おそらくは、キメラになった時点で、どこかを弄(いじ)られているのだろう。

			　つまり、あのキメラたちは生き物としてではなく、ただ戦うための兵器として扱われているのだ。

			　リリーネのかわいそうという言葉が、その戦いの無残さを物語っていた。

			　なんにせよ、初手である程度のダメージを与えることには、成功したようだ。

			　カマキリ型のキメラが重傷、ワニ型のキメラが軽傷、残りはほぼ無傷。

			　残念ながら、ワニ型のキメラは、近くにいた老人の治療を受けて回復してしまったので、まず倒すべきは、あのカマキリ型のキメラだろう。

			　老人にダメージがないのが気になるが、崩落でも無傷であったことを考えると、何かしらの防御手段を持っていそうだ。

			　回復役はできるだけ早めにつぶしたいところだが、キメラたちを盾にするように立っているため、なかなか難しい。

			　ファイアアントが敵を引きつけている間に、敵を囲むように展開していたガンナーアントたちによる攻撃が始まる。

			　優先的に狙うのはもちろん、縦横無尽に暴れ回るカマキリ型のキメラだ。

			　全方位から迫る酸の雨が、着実に相手にダメージを与えていくが、敵のキメラも負けじと炎や結晶を飛ばして応戦を開始する。

			　アントが放った酸が、キメラたちへと降りかかり、その表面を溶かしているはずなのだが、たとえ頭から酸を被っても、その動きが鈍ることはない。

			　さらに、固定砲台と化している２体のキメラは、近くに立つ老人の手によってどんどん回復していく。

			「ああっ！　ダン！　どんどん傷が治っていくよ！」

			「このままじゃジリ貧だな……まずは回復役を何とかしないと……」

			　今はまだ、２体のキメラにつきっきりだが、重傷のカマキリ型を回復されてしまう前に、何とか老人の動きを止めたいところだ。

			　ガンナーアントたちが攻撃の勢いを強め、カマキリ型のキメラに近づけないように、老人を牽(けん)制(せい)する。

			　老人へと降りかかる酸は、その周囲を覆(おお)う膜のような結界で防がれているようだ。

			　今までの戦いで、結界による防御は何度か見ている。

			　そして、防御手段が結界だけならば、その動きを封じる手がないわけではない。

			　あとは、老人が移動するタイミングを待つだけだ。

			　迫る炎を、土の壁に隠れてやり過ごしたアントたちの下に、ワニ型のキメラが放つ結晶の弾丸が追撃を加える。

			　分厚い土の壁が、穴だらけにされて崩れ落ちるが、すでにそこにはアントの姿はない。

			　アントたちは、地下に設けられた通路を利用して、別の場所に移動している。

			　攪(かく)乱(らん)作戦はうまくいっているようで、あるものは相手の死角から、またあるものは相手の注意を引くようにして、次々とキメラに攻撃を加えていく。

			　その動きに、キメラたちはうまくついていけないようだ。

			　そしてついに、攻撃に耐えきれなくなったカマキリ型のキメラが、その場で崩れ落ちる。

			　それを治療しようと、老人が２体のキメラの下を離れた――

			「今だ！　床ごと落とせ！」

			　命令とともに、地面に張り巡らされた通路の一部が崩落し、その中へと落ちる老人。

			　さらに、多数のファイアアントたちがその周囲を取り囲むことで、移動を完全に封じた。

			　これまでの戦いでは、あの老人が攻撃に参加したことは一度もない。

			　おそらく攻撃する手段がないか、もしくは攻撃しても、こちらに有効打を与えることはできないのだろう。

			「やったね！　これでもう回復できないよ！」

			「近接型のキメラも動けなくなったし、一気に畳みかけるぞ！　シュバルツ！」

			『畏(かしこ)まりました。これより出撃します！』

			　そして、部屋の中へと突撃するのは、シュバルツ率いるネームドモンスターと、武装したアントレディアたち。

			　シュバルツたちネームドモンスター組は、鍛(か)冶(じ)を学んだアントレディアの手によって作られた、特製の鎧(よろい)を装備している。

			　鎧は防御力だけではなく攻撃力も上がるように、ところどころに突起をつけた刺(とげ)々(とげ)しいデザインのものだ。

			　その後ろに続くアントレディアたちが装備しているのは剣や盾、槍(やり)に弓といった多種多様な武器だ。

			　彼女たちは、まさしくこのダンジョンの最高戦力。

			　余計な被害を避けるためにも、相手が態勢を立て直す前に、勝負を決めてしまいたいところだな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「素晴らしい！　何と素晴らしい場所じゃ！」

			　シュバルツたちが戦闘に参加した頃。

			　穴の中に落とされたヨハネスは、狂喜していた。

			「何ということじゃ！　このダンジョンには、ただ素材を手に入れるために来ただけじゃというのに、このような素晴らしい光景を見ることができるとは！　もっとじゃ！　もっとワシにその素晴らしさを見せてくれ！」

			　ジャイアントアントがここまでの知性を持つなど、彼には信じられないことだった。

			　最初の崩落くらいならば、偶然起きることもあるだろう。

			　だが、そのあとも不思議な出来事は続いた。

			　侵入者が出てくる場所を計算したような待ち伏せ。

			　そして、こちらの戦い方を見切ったうえでの戦略。

			　落とし穴で回復役であるヨハネスの動きを封じたと思えば、さらなる驚きが彼を待っていた。

			「武具を装備したモンスターに――あれはまさか、新種のモンスターか!?」

			　ヨハネスの前に現れた、弱点を守るような形状の鎧(よろい)や、角のような突起を付けたモンスターたち。

			　そして、それすらも霞(かす)んでしまうような、特異な姿をしたモンスター。その形状は、彼の作ったキメラにも似ているが、その手に持つ武器は、モンスター由来のものではない。

			　このタイミングで出てくるということは、敵の切り札なのだろうが、何とも興味深いモンスターばかりだった。

			　火属性の攻撃を放つジャイアントアントにも驚かせられたが、あの程度ならば、変異種としてはあり得るものだ。

			　しかし、あの武器を持ったジャイアントアントだと思われるモンスターは、明らかに異常だった。

			　あのように、人に似た特異な形態は、単純な変異や進化で行きつくとは思えない。

			　彼らが高い知性を持つという確かな証拠が、ヨハネスの前に示されていた。

			「このダンジョンに来て正解じゃった！　複雑な戦術を扱うジャイアントアントに、あの道具を扱う新種のモンスター！　高い知能を持っているだろうことは明白じゃ！　それも、比較的知能が低いとされる、虫系統のモンスターがじゃと!?」

			　いったい何が、あのモンスターたちに高い知能をもたらしたのか――それを知ることができれば、ヨハネスの研究は完成に大きく近づくはずだ。

			「なんと……こんな場所ではよく見えないではないか！」

			　もっと近づいて観察したいと考えるヨハネスだったが、彼の周囲を囲むジャイアントアントが邪魔で、穴から出ることはできそうにない。

			「お前たち！　奴らに全力を出させるのじゃ！」

			　仕方なく、穴の中から観察することに決めたヨハネスは、キメラたちへと指示を出す。

			　まずは、54番が新手のモンスターたちに向けて炎を放つ。

			　灼熱の炎がジャイアントアントたちに迫るが、地面から次々と飛び出る土の壁がそれを防いだ。

			「なんと！　奴らは魔法まで使うことができるのか!?」

			　さらなる驚きに、ヨハネスは子供のように目を輝かせる。

			　魔法を使ったのは１体や２体ではない。

			　あの新種のモンスターのほぼすべてが、魔法を行使できるようだ。

			　さらに、炎の奥から大量の矢が54番と87番の下へと降り注ぐ。

			「なるほど。奴らは実用可能な弓を作り、それを扱うことができるほどの技術があるということじゃな。何と素晴らしい！」

			　お返しとばかりに、87番が放った弾丸は、敵の鎧(よろい)ごとその甲(こう)殻(かく)を貫く。

			　だが、何体かのジャイアントアントが装備している赤い盾や鎧は、結晶の弾丸を受けても貫かれず、それどころか弾丸を弾いて見せた。

			　中級の竜種の鱗(うろこ)すら貫く、87番の攻撃を防ぐほどの強度を誇(ほこ)る防具。

			　それはつまり、上級の竜の鱗に匹敵、もしくはそれ以上の強度を持つ素材で作られているということだ。

			　このダンジョンでそんな素材といえば、思いあたるものは１つしかない。

			「何ということじゃ！　あれは炎竜王の鱗か!?　そんなものが残っているなんて、想像もしなかったわい！　このダンジョンは、いったいなんなのじゃ!?」

			　最上級――いや、それ以上の力を持つ竜の鱗ならば、ヨハネスの最高傑作の攻撃が効かなくてもおかしくはない。

			　驚くヨハネスをよそに、ジャイアントアントたちの攻撃は激しさを増していく。

			　降り注ぐ酸の雨が、武装したジャイアントアントたちが、そして数々の魔法が、キメラたちにダメージを加えていく。

			　キメラたちも反撃をしてはいるが、もはやどちらが優勢なのかは、火を見るよりも明らかだった。

			「回復させることができれば……いや、無理じゃろうな……」

			　キメラたちに施した治療は、即効性と効果は非常に高いが、その分かかる負担や副作用も大きい。

			　ヨハネスの作ったキメラは、たとえどんなダメージを受けたとしても、肉体さえ無事なら戦うことができる。

			　だが、過剰な負荷により体組織が崩れてしまえば、さすがに動くことはできない。

			「もはや、これまでじゃろうな……ここから逆転できる手立てはあるまいて」

			　ヨハネスのキメラよりも、あちらの方が優秀であった。それが結果だ。

			　研究を完成させることができなかったのは、心残りではある。

			　だが、それと同時に、どこか満足したような気持ちがヨハネスの心を満たしていた。

			　モンスターの高い身体能力と、人間に匹敵する高度な知性。それに加えて、力の不利を補うほどの圧倒的な数を兼ね備えた存在。

			　ヨハネスのキメラの原理に近しい、いや、その一種の究極系が彼の目の前にいるのだから。

			「……結界が維(い)持(じ)できる時間も残りわずかじゃな。87番がいれば補給できるのじゃが、もう動けそうにないのう」

			　死が間近に迫り、ヨハネスの脳裏にこれまでの記憶が走馬灯のように浮かびあがっていく。

			　研究所を追放された後の、放浪の毎日。

			　忙しくも充実していた、研究所での日々。

			　そして、研究所の門を叩いた数十年前の――

			「やれやれ、いつの間に、ワシは道を踏み外していたんじゃろうなあ……」

			　かつて、研究の道に進んだ日のことを思いだし、ヨハネスは苦笑いを浮かべた。

			「お前たちにも、悪いことをしたのう」

			　ヨハネスは倒れ伏すキメラたちを見回し、そうつぶやくが、キメラたちが反応を返すことはなかった。

			　終わりの間際に、ようやく正気に返ったヨハネスだったが、この先に待つ結果は変わらない。

			　彼の周囲では、夥(おびただ)しい数のジャイアントアントが蠢(うごめ)いていた。

			「まったく、感謝してもしきれんわい」

			　自ら結界を解いたヨハネスは、穏やかな表情を浮かべたままジャイアントアントの群れの中へと消えた――

			　

			◆　◆　◆

			　

			『主様、敵の殲(せん)滅(めつ)が完了しました』

			「ご苦労だったな、シュバルツ」

			「シュバルツちゃん、お疲れさま！」

			「ゆっくり休んでくださいね」

			　念話による指示を終えると、自然とため息がこぼれる。

			　今回の相手はその見た目も能力も、今までとは大きく違うものだった。

			　知らないうちに、肩に力が入っていたのかもしれないな。

			　穴を掘って直接乗り込んでくる敵に、モンスターのような能力を持った相手との戦いの経験。

			　そして、アントレディアの戦闘能力を確認できたこと。

			　今回の戦いで得ることができたものは計り知れない。

			「なんにせよ、無事に勝ててよかったな。次はもう少し余裕を持って勝ちたいところだが」

			「もう一度、皆さんで集まって考えれば、もっといい案が出るかもしれませんね」

			「そうだね！　アタシもがんばるよ！」

			「そうだな。今度みんなでゆっくり考えようか。……さて、じゃあまずは目の前の仕事を片付けるとするか！」

			「「おー！」」

			　穴の埋め立てに、アントの治療、戦利品の確認など、やるべきことは山積みだ。

			　数が減ったとはいえ、未だに１階層には冒険者たちも残っている。

			　面倒ごとが起きる前に、さっさと作業を終わらせてしまうとしよう。

			　さて、まずは何から始めようか――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あのキメラとの戦いが終わり、３日が過ぎた。

			　ダンジョンを訪れる冒険者たちは、その数を大きく減らしている。

			　理由はいくつか考えられるが、何が起こったか分からず警戒していることと、単純に冒険者の数が減ってしまったことが主な原因だろう。

			　キメラたちへの対抗策を用意している間に、入り口付近に拠点を作っていた冒険者たちが慌てた様子でダンジョンから脱出していたのを思い出す。

			　一時は、１日に50人ほどに届くかという勢いで増えていた冒険者も、現在では１日に10人程度が来るかどうかといったところだ。

			　そして、その数少ない冒険者たちも、ダンジョン内に長居することはなく、入り口周辺で数時間ほど活動すると外へと脱出してしまっている。

			　そのため、夜になるとダンジョン内の侵入者がいなくなることも珍しくない。

			　ここ数か月の間で、ダンジョンから侵入者がいなくなることはめったになかったが、久しぶりに安心してゆっくり眠れるようになったのである。

			「まあ冒険者がいないのはちょうどいいな、この間にダンジョンの強化を進めてしまおう」

			「そうだね！　まずは何をするの？」

			「とりあえず……まずはこの穴を埋めないとな。埋めるまでに時間がかかりそうだし、並行して11階層の追加と防衛用の階層の変更をしようか」

			　ダンジョンを垂直に貫く細長い穴は、５階層の一番下まで届いてしまっている。

			　この穴を他の侵入者たちに利用されないためにも、今のうちにさっさと埋めてしまうべきだろう。

			　別に、完全に埋めてしまわなくとも、穴の出入り口を塞ぐだけでもいいのだが、今後改築するときに邪魔になるかもしれない。

			　少し手間だが、今のうちにすべて埋めてしまうことにする。

			　穴を埋める方法は、ワーカーアントが固めた土で少しずつ穴を埋め、そこに底が抜けないように慎重に土をかぶせていくだけだ。

			　土は今まで掘ったものが倉庫に大量に溜まっているため問題はない。

			　かなり長いトンネルになっているので、いくつかの区域に区切って作業をさせているが、完全に埋めるにはかなりの時間がかかるだろう。

			　まったく、面倒なことをしてくれたものだ。

			　さらに、２階層を草原型の環境へと変更して、１階層のあちこちへと、２階層への転移陣を設置しておく。

			　そして、草原型の環境へと変化した２階層なのだが――

			「地下なのに、青空があるんですね？」

			「ほえー、まるでお外みたいだね！」

			「初めて環境を変えたが、こうなるんだな……」

			　２階層に広がる草原部分から、天井までの高さは１キロメートルほど。

			　もし、前回のように掘り進んだとしたら、距離１キロメートルのフリーフォールを楽しむことになる――そう考えて設置したのだが、なぜか２階層の天井部分には青空が広がっている。

			　今まで必要性を感じなかったため、環境の変更を使わなかったのだが、まさかこんな仕様になっていたとは思わなかった。

			　ご丁(てい)寧(ねい)にも、外のものと連動しているらしき、太陽のような光源まで存在している。

			「あの空はどうなってるんだ？　どう見ても、１階層が上にあるようには見えないんだが……」

			「うーん……そうだ！　１階層の下がどうなってるのか、調べてみればいいんじゃないかな！」

			「そうですね。とりあえず、１階層を確認してみましょう」

			　さっそく、１階層の下がどうなっているのか調べることにする。

			　モニターに映る１階層の最下部。

			　今まで２階層へと繋がる通路があった場所は、真っ黒な床で塞がれていた。

			　試しに、近くにいたアントに攻撃させてみたのだが、壊れるどころか、傷が付いた様子すらない。

			　どうやら、この黒い床は壊すことができないようだ。

			　ダンジョンの全体図を見る限りでは、１階層の真下に２階層があるはずなのだが、１階層を掘り抜いて下へ向かうことはできないらしい。

			　２階層の青空の謎は解けなかったが、とりあえず１階層から転移陣を経由することなく、２階層へ移動することはできないということは分かった。

			　穴を掘って攻略しようとする敵を、地上１キロメートルの高さから落とすという策は、残念ながら使えないのだろう。

			　しかし、穴を掘ることによる、ダンジョンを無視した攻略法を防ぐことはできたようなので、まあ良しとしよう。

			「フィールド系の環境を使えば、階層を独立させられるのか？　それなら、ちょっと試してみるか……」

			「ふえ？　何か思いついたの？」

			「ああ、うまくいくかどうかは分からないけどな」

			　少し思い浮かんだことがあるので、３階層の環境も草原へと変更し、１階層と２階層を少しだけ弄(いじ)ることにするとしよう。

			　もし、今考えていることがうまくいくならば、ダンジョンの防衛力はさらに向上するだろう。

			　とはいえ、あまりにも大規模な仕掛けになるので、うまくいく保証はないのだが。

			「ねえねえ、ダン！　アタシにも何をしようとしているのか教えてよ！」

			「私も、何がしたいのか気になります」

			「そうだな――いや、まだうまくいくと決まったわけじゃない。とりあえずは、やってみてのお楽しみだな。それまでは秘密だ」

			「ぶー！　ダンのケチ！」

			「まあ、いつか役に立つかもしれないからな。その時を楽しみにしておいてくれ」

			　１階層の改築に関しては、特に問題はない。

			　不安なのは、２階層に施そうとしている仕掛けである。

			　成功しなかったからといって、特に大きなデメリットがあるわけではないが、時間もかかることだし、まだ秘密でいいだろう。

			　次は11階層だが、これは従来通りに卵と幼虫の育成がメインの階層だ。

			　特筆することと言えば、一部の区画に、アントレディアたちが鍛(か)冶(じ)などの作業をするための、工房を設置したことくらいだな。

			　今までは空き部屋で作業していたが、これで本格的に作業に打ち込むことができるだろう。

			「さて、ダンジョンの強化はとりあえずこんなところだろう。次は、今回の戦利品を確認するか」

			「おおー！　あれ？　でも、あんまりいいものがないような気がするんだけど……」

			「そうですね、キメラを解体するのもちょっと……」

			　そう、なにせあのキメラは、モンスターである部分だけならいいのだが、人らしきものと融合してしまっているのである。

			　今まで大量の侵入者を容赦なく倒してきたとはいえ、さすがにこの素材を使うのは、どうにも気が引ける。モンスターの部分は普通に素材になりそうではあるのだが、それでもやっぱり使うとなると抵抗感がある。

			　彼らの死体は、まとめて倉庫内に入れてあるのだが、名称は３つともキメラの死体となっていて、なんのキメラなのかは分からない。

			　パーツごとに解体してしまえば、どのモンスターなのかが分かるのかもしれないが、解体するのもちょっとためらわれた。

			　彼らの亡骸はすべてまとめて、ダンジョンコアに吸収させてしまうことにする。

			　墓を作って埋めてやることも考えたが、そこまでする義理もないだろう。

			　残念ながら、新しい機能や環境などは増えなかったが、なんと30万ポイントものＤＰが獲得できた。

			　どうやら、ワニのようなキメラが大量のマナを蓄(たくわ)えていたようだ。

			　炎竜王を倒したときに手に入れたＤＰと比べれば少なくはあるが、たった４体でこれほどのポイントとなると、冒険者よりもはるかに手に入るポイントが多い。

			　予想以上に獲得できたポイントが多かったが、ポイントはどれだけあっても困ることはない。

			　ありがたく、今後のダンジョンの強化に役立たせてもらうとしよう。

			　キメラ以外に残された戦利品は、特に目立った効果のない老人の装備と、彼が持っていたマジックバッグ。そして、あの結界を発生させていたと思われるペンダント型の魔導具だ。

			　以前倒した侵入者が持っていたものと合わせると、結界を発生させる魔導具は２つになった。

			　ショップにも似たような機能のアイテムがあるので、もし使えるようならば、交換しておくのもいいだろう。

			　その後、マジックバッグの中に入っていたものを取り出してみたのだが――

			「そういえば、そんなものも入れてたな……」

			「だ、ダン！　は、早く片付けようよ！」

			「さすがに、これはちょっと……」

			　出てきたものは、冒険者の死体に様々なモンスターの一部、さらには何に使うのかも分からない毒々しい見た目の薬品や、怪しげな器具などが大量に出てきた。

			　苦悶の表情を浮かべた、冒険者の亡骸と目が合ってしまったフィーネは、涙目でぶるぶると震えている。

			　冒険者の死体はコアへ吸収させ、モンスターの死体は解体した後に武具の素材として倉庫へ。薬品と器具類は使うかどうかすら不明だが、とりあえず倉庫内へ放り込んでおく。

			「なんかいろいろ出てきたけど……このバッグ、欲しいか？」

			「い、いらないよ！　なんだか呪われてそうな気がするもん！」

			「わ、私も遠慮しておきます……」

			　バッグを差し出すと、そろって後ずさるフィーネたち。

			　鑑定したところ、特に呪われたりはしていないようだが、大量に出てきたあの中身を見た後では、あまりこのマジックバッグを使いたいとも思えない。

			　容量自体は、今まで手に入れたものの中で最大に近いのだが……。

			　倉庫の中には、未だに使っていないマジックバッグやポーチが他にもたくさんあることだし、とりあえずこれも一緒に、倉庫に放り込んでおくとしよう。

			　使わないまま忘れ去られたとしても、特に問題があるわけでもない。

			　ダンジョンの倉庫の容量は、無限に近いのだから――

			　ついでに、いくつかのマジックバッグを武具の制作をしているアントレディアの下へと送っておくとしよう。

			　ぜひ、作業効率の向上に役立てて欲しい。

			「あとは、この大量の結晶か。鑑定だと、名前と保有魔力しか分からないんだよな。２人は、これが何か分かるか？」

			「うーん……特になにかの魔法が掛かっていたりはしないみたいだね」

			「純粋なマナの塊みたいですけど、それだけみたいですね？」

			「あと、魔石よりもキラキラしてて綺麗だよ！」

			　つまり、特に詳しいことは分からないようだ。

			　マナの塊ということは、魔石に近いのだろうか？

			「……たくさんあるし、もし気に入ったならいくつか持って行ってもいいぞ」

			「本当!?　じゃあアタシはこれにする！」

			「では、私はこれにします」

			　フィーネとリリーネは結晶の山の中から、小さなものを１つずつ持ちあげた。

			　結晶は小さなものから大きなものまで、数百個が積まれている。

			　鑑定によると魔結晶というらしい。

			　保有魔力は、今まで見つかった魔石を大きく超えて、一番小さなものでも１００以上。

			　一番大きな結晶で、１万を少し超えているくらいだ。

			　魔法効果がないならば、魔石の上位互換のような存在だろうか。

			　魔石に比べると、不純物が少ないからなのか透明度が高く、まるで宝石のような見た目になっている。
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			　あのワニ型のキメラだけ突出して獲得ＤＰが大きかった理由は、この結晶によるものだったのだろう。

			　コアに吸収させたのは、少しばかり失敗だったかもしれない。

			　モンスターの名前だけでも特定しておけば、土から大量のＤＰを生み出せる可能性もあったのではないだろうか？

			　まあ、すでに吸収させてしまったものは仕方ない。

			　気を取り直して、この魔晶石をどうするか考えよう。

			　この結晶の特性として特筆するべきは、やはりその硬さだろう。

			　戦闘が終わった後、アントレディアたちに装備させていた盾を確認したのだが、貫通はしていないものの、その表面には細かな傷が付いていた。

			　どうやらこの魔結晶は、アントたちが傷１つ付けることのできなかった炎竜王の素材よりも、さらに硬度が高いようなのだ。

			　ここまで硬い物質は、今までに見たことがない。

			　試しに、小さなものをコアに吸収させてみたが、何らかの機能が拡張されたり、追加されたりすることはなかった。

			　これだけの強度を誇(ほこ)るのだ。魔石のような使い道は少々もったいない。

			　何とかうまく活用できれば、かなり良質な武具の材料になるはずだ。

			　とはいえ加工しようにも、その強度が問題となるのだが、どうしたものか――

			　まずは、魔結晶を観察してみるとしよう。

			　魔結晶の山から、手ごろなサイズのものを１つ手に取ってみる。

			　手のひらにすっぽりと収まるサイズの魔結晶は、無色透明で傷１つないつるつるとした表面。

			　形は正二十面体で、正三角形の面が規則正しく並んでいる。

			　結晶のサイズはこぶしの半分程度の小さなものから、ひと抱えほどもある大きなものまでまちまちで、保有する魔力に応じて大きくなっている。

			　手に持ってみると予想以上に軽く、その透き通った見た目は宝石のようでいて、結晶の山がキラキラと光を反射するその光景はなかなかに美しい。

			「さて、このまま眺めているのも悪くはないが……まずはどうやって加工するかだな。これからアントレディアのところに向かうけど、フィーネたちはどうする？」

			「もちろん一緒に行くよ！」

			「通訳も必要ですからね。一緒に行きましょう」

			「よし、じゃあさっそく転移で向かうとするか！」

			　大量に積み重なった結晶を倉庫内に戻すと、アントレディアたちの工房がある場所へと移動する。

			　工房は鍛(か)冶(じ)、アイテム製作、素材置き場などに分かれており、それ専用の部屋がいくつも連結して作られている。

			　各部屋には、ＤＰによって取り寄せた各種設備や器具などが用意されている。

			　普段は、鍛冶や道具作成の知識を覚えたものが中心となって、新しく加入したアントレディアたちに各種知識を教えながら、武具や道具を製作しているようだ。

			「ギギッ」

			　工房の中に入ると、俺たちに気が付いたアントレディアの１体が、作業を中断してこちらにやってきた。

			　この青いリボンを付けたアントレディアは、シュミットという名前で、工房全体の責任者を任せている。

			　どうやらちょうど、ジャイアントアント用の防具を作っているところだったようだ。

			　作りかけの、鉄やミスリルの防具らしきものが見える。

			「作業を中断させて悪いな。今日はちょっと見てもらいたいものがあって来たんだ」

			　そう言って、倉庫から魔結晶を取り出して、シュミットへと渡す。

			　シュミットは受け取った魔結晶をじっくりと観察していたが、しばらくすると満足したのか顔を上げた。

			「ギギギ？」

			「えっと、『主殿、これはこの前の戦いで手に入れた素材ですか？』だって！」

			「ああ、前回倒したキメラのうちの１体が、攻撃に使っていた結晶だな。炎竜王の鱗(うろこ)に傷をつけるくらいだったから、何かに使えないかと思ったんだが」

			「ギギー」

			　シュミットはそれを聞き、しばらく考え込むように沈黙する。

			　アントレディアは、昆虫型のモンスターだけあって、いつでも完全なポーカーフェイスだ。

			　鳴き声のトーンである程度の気持ちは読み取れるが、無言だと少しばかり怖い気がする――

			　そんなどうでもいいことを考えていると、ようやく方針が決まったようだ。

			「ギギギー」

			「『分かりました。とりあえず、加工できるかどうか試してみましょう！』だそうです」

			「よろしく頼む。せっかくだから様子を直接見学させてもらってもいいか？」

			「ギギ」

			　シュミットは頷くと、部下であるアントレディアに防具製作を続けるように伝え、工房の奥へと向かう。

			　その後ろをフィーネたちと一緒についていき、大きな炉(ろ)などが置いてある、鍛(か)冶(じ)用の大部屋へとたどり着いた。

			「ギギー！」

			　入り口でシュミットが声を上げると、中にいたアントレディアがぞろぞろと集まってくる。

			　全員が集まったところで、シュミットが彼女たちに大きな身振り手振りを交えて、何かを熱心に演説し始めた。

			「フィーネ、通訳してくれ」

			「えっと……『我らが主殿が、新しい素材を持ってきてくださった！　まずは、どのような加工ができるのかひと通り調べることにする。今こそ我らの普段の活動の成果を主殿にお見せするのだ！　さっそく準備に取り掛かれ！』って言ってるみたい」

			「……なんだか熱血な感じだな。まあ、やる気がある分にはありがたいが……」

			「ダンさんが来てくれたのが嬉しくて、張り切っているみたいですね」

			　シュミットの演説が終わると、アントレディアたちは各々大きな鳴き声を上げて、あちこちへと散らばっていく。

			　まず最初にやってきたのは、炎竜王の鱗(うろこ)と、砥(と)石(いし)などの道具を持ったアントレディアだ。

			　どうやら最初は、魔結晶を削ることで加工ができるか試してみるようだ。

			　これに関しては、あまり期待はできそうにない。

			　なにせ、炎竜王の鱗(うろこ)とぶつかっても、鱗に傷が付くだけで魔結晶の方は無傷だったのだ。

			　現時点では、炎竜王の鱗を加工することすらできていない。

			　皮から剥(は)がれ落ちた鱗を、盾や防具に張り付けるだけで精いっぱいなのだ。

			　とはいえ、魔結晶の性質によってはもしかしたら、ということもあるかもしれない。

			　さっそく、アントレディアが魔結晶と炎竜王の鱗をこすり合わせる。

			　残念ながら、鱗の方はわずかに削れたが、魔結晶の方はまったくの無傷だった。

			　続けて、砥石、ミスリル製のヤスリ、魔結晶同士などで試してみるが、いずれもうまくいかないようだ。

			　魔結晶が加工できなかったのは残念だが、逆に考えれば、炎竜王の鱗の加工手段が見つかったともいえる。

			　手間はかかるが、何かの役に立つこともあるだろう。

			「ギギー、ギギ……」

			「『もしかしたらと期待はしたのですが、やはりダメなようですね。もっと強度の高い道具があればいいのですが……』だって」

			「ふーむ、ちょうどいくらかＤＰが入ったところだし、何か出してみるか」

			　ショップ機能を使って呼び出したのは、オリハルコン製のヤスリ。

			　たった１本で、10万ＤＰものポイントを要求するとんでもない品だ。

			　これで加工できないなら、魔結晶を削ることは諦(あきら)めるしかないだろう。

			　シュミットがオリハルコンのヤスリで、魔結晶を削ろうと試みる。

			　だが、削れたのはオリハルコンのヤスリの方だった。

			「ダメか……これ以上の強度の工具は、今のところないんだよな……」

			「まだまだ最初だからね！　きっと次はうまくいくよ！」

			「そうですよ！　まだ始まったばかりです！」

			「ギギー」

			「まあそうだな、さっそく次を試してみよう」

			　次にアントレディアたちが持ってきたのは、ミスリルの金(かな)床(とこ)とハンマーだ。

			　今度は魔結晶を砕いてみようということだろう。

			　金床に乗せられた魔結晶が固定され、その上にハンマーが振り下ろされる。

			　甲高い音が辺りに響いたが、魔結晶は砕けるどころか、ヒビが入った様子すらない。

			「ギギー！」

			「『これでは威力が足りません！　あれを持ってきなさい！』だって。何を持ってくるんだろうね？」

			　シュミットの命令を受けて、工房の奥へと飛んでいったアントレディアたちは、数体がかりで巨大なハンマーを運んできた。

			「ダンさん。あれも工具なのですか？」

			「いや、あれはどちらかというと、武器じゃないか？」

			　巨大な鉄の塊は、その威力を誇(ほこ)るかのように、鈍く輝いている。

			　部下たちからその巨大なハンマーを受け取った彼女は、危ないから離れているようにと伝えると、その鉄塊を勢いよく振り下ろす。

			　勢いの乗ったその一撃は、ドスン、という低い音とともに周囲をわずかに揺らし、叩かれた金(かな)床(とこ)は地面へと深く沈み込んでしまった。

			　もはや、鍛(か)冶(じ)をしている光景にはまったく見えないが、さすがにこれなら少しくらいは期待してもいいのではないだろうか。

			　シュミットがハンマーを持ちあげると、その下の様子が明らかになる。

			　強烈な一撃によって、無残にも変形した金床の上には――傷１つなく輝く魔結晶があった。

			　シュミットが持っていたハンマーも、魔結晶とぶつかったことにより、わずかにへこんでしまっている。

			　これでも無傷とは、この魔結晶というのはどれだけの強度があるのだろうか。

			　だが、今の光景を見たことで、１つアイディアを思いついた。

			「なあ、サイズの大きい魔結晶を、ハンマーの打撃面に埋め込んだら、かなりの威力が出るんじゃないか？」

			「ギギー！　ギギギ！」

			「『おお！　さすがは主様！　素晴らしい発想です！　さっそく作らせましょう！』だって！」

			「確かに、それなら加工しなくても使えそうですね」

			　シュミットが、部下たちに魔結晶を埋め込んだハンマーを作らせている間にも、実験は次々に行われていく。

			　カノンアントの酸の中に魔結晶を漬ける――表面の汚れが取れて、魔結晶はさらに輝きを増した。

			　遠くからでも、その熱気が感じられるほどに熱した炉(ろ)の中へと放り込む――ミスリルが変形するほどの熱量でも、魔結晶にはまったく変化はなかった。

			　さらに限界まで熱した魔結晶を、水の中へと浸けて急冷する――水に浸けた瞬間に、大量の蒸気が噴き出して辺りを包んだが、それでも魔結晶が割れることはなかった。

			　そして、もうどうにでもなれと、火属性の魔法を魔結晶にぶつけたときだった。

			　魔法によって生まれた炎が消えた後に残っていたのは、赤く変色した魔結晶だった。

			　鑑定すると、保有魔力がわずかに増加し、炎魔結晶という名前に変化していた。

			　今まで何をしても効果がなかったのだが、ようやく実験の成果が出たようだ。

			　一番知りたい加工方法は、未だに見つかっていないのだが……。

			「炎魔結晶か……保有魔力も少しだけ増加しているな」

			「中に入っているマナも、火属性のものに変わっていますね」

			「見た目もちょっと綺麗になったね！」

			　真(しん)紅(く)の結晶は、火属性のマナを含んでいるようだ。

			　保有魔力が増えていることから推察するに、魔法を吸収したのではないだろうか？

			「なるほど……とりあえず、これをいろいろ試してみるか」

			「ギギー」

			　その後、妖精たちやアントレディアの力を借りて、何度も魔結晶に魔法をぶつけて、どう変化するのかを確かめた。

			　どうやら、各属性の魔力に触れることで、魔結晶はその属性に変質する特性があるようだ。

			　さらに、火属性なら熱くなり、水属性は冷たくなり、土属性は重量が増加し、風属性は軽くなるといった特性があり、その効果は上限はあるものの、保有魔力が増えることで強力になっていくことまで分かった。

			　さらに、変質するときに周囲の魔結晶同士が接している場合、接触面で結合することも判明した。

			　問題は、一度変化してしまった魔結晶は、他の属性魔法をぶつけても変化せず、元に戻すこともできないという点か。

			　数が限られているので、あまり変化させすぎると、元の魔結晶がなくなってしまいそうだ。

			「ギギー！」

			「ダン！　武器が完成したみたいだよ！」

			「やっとできたか。ついでに、そのハンマーで魔結晶を砕けるかも試してみよう」

			　ミスリルで作られたハンマーに埋め込まれているのは、土属性の魔力が大量に込められ、深い黄色に染まった魔結晶。

			　先ほどのハンマーのときよりも多くのアントレディアで、一歩一歩、ゆっくりと進みながら持ってきたそれが、シュミットの足もとへと置かれる。

			　さっそくそれを持ちあげようとするシュミットだが、どうやら重すぎるようでビクともしていない。

			「どうやら、重すぎたみたいですね」

			「そうみたいだな」

			　これは、作り直しだろうか？　そう考えた時、彼女の周囲がわずかに揺らぐとともに、ミシリと大地が軋(きし)むような音を立て、ゆっくりとハンマーが持ち上がる。

			　――どうにも様子がおかしい。少し離れた方がいいかもしれない。

			「フィーネ、リリーネ、もう少し離れよう。なんだか嫌な予感がする」

			「わ、私も賛成です」

			「ふえ？　まあ、２人がそう言うならいいけど……」

			　周りで見ていたアントレディアたちも、先ほどよりも距離を取っているようだ。

			　本能的に危険を感じたのは、俺たちだけではないらしい。

			　そして、ゆっくりとハンマーを振り上げたシュミットが、周囲に重々しい威圧感をまき散らしている、その巨大な塊を振り下ろす。

			　ハンマーが風を切り、魔結晶に触れた瞬間――

			　ダンジョン中に響きわたるかのような重低音とともに、ハンマーを振り下ろしたシュミットを中心にして土が放射状に飛び散った。

			　先ほどの比ではないほど地面が大きく揺れ、天井からは土の欠片(かけら)がいくつも降り注いだ。

			　地面の揺れと衝(しよう)撃(げき)に思わずしりもちをつき、吹き飛ばされそうになったフィーネたちが、俺の肩にしがみつく。

			「うおお!?」

			「ひええ!?」

			「ふひゃあ!?」

			　そのあまりの威力と迫力に、３人の口から情けない悲鳴が漏(も)れた。

			　しばらくして、なんとか起き上がった俺たちが見たのは、シュミットを中心としたクレーターと、柄(え)の部分からぽっきりと折れたハンマーだったもの。

			　そして――その衝(しよう)撃(げき)を受けて板のようになった金(かな)床(とこ)と、それにめり込んだ魔結晶。

			　魔結晶を、ペラペラになった金床だったものから引きはがしたシュミットが、こちらへと向かってくる。

			　手渡されたそれは、あれだけの被害をもたらした必殺の一撃を受けながらも、傷一つなくその存在を主張していた。

			「ギギー……ギギ、ギギギ」

			「…………『主殿、申し訳ありません。これでも傷がつかないとなると、現時点では加工は不可能でしょう。そのままの形で利用するしかなさそうです。防具や、打撃武器ならば素材として十分使えるでしょう』」

			　これでも傷一つ付けることができない、魔結晶のとんでもない強度も信じられないが、それどころではない。

			　いくらネームドモンスターとなっていたとしても、アントレディアの能力であれだけの被害を出すことなど、絶対に不可能なはずなのだ。

			　ここが、ダンジョンの最下層で本当によかった。

			　もし、下に空間があったならば、間違いなく床が崩れて生き埋めになっていただろう。

			「…………シュミット、今のはどうやってやったんだ？　いくらお前でも、あそこまでの力はなかったはずなんだが……」

			「ギギ！　ギギギー！」

			「えっとね――」

			　フィーネに通訳をさせながら、シュミットが身振り手振りを交えて説明を始める。

			　なんでも、鍛(か)冶(じ)の作業を進めるにつれ、彼女は筋力が足りないことに気が付いたらしい。

			　だが、ネームドモンスターとなり、保有魔力も上限に達した彼女は、それ以上進化することも、筋力を上げることもできそうにはなかった。

			　そこで、身体能力を補うためにあれこれと試行錯誤した結果、魔力によって身体能力を上げる方法を発見したようだ。

			　その技術に名前を付けるならば、『身体強化』とでもいうべきか。

			　どうだ！　とばかりに胸を張るシュミットだが、彼女が引き起こした惨状を見れば、素直に褒(ほ)めることはできなかった。

			　鍛冶場の中心には大きなクレーターができ、その一角に積まれていた鉱石があちらこちらに転がっている。

			　並んでいた炉(ろ)にはひびが入り、修理しなければ使えないだろう。

			　天井も一度点検しなければ、崩落の危険性があるかもしれない。

			　たったの一撃で、俺たちがいた鍛冶場は、見るも無残な状態になっていた。

			　げに恐るべきは、誰にも教えられることもなく、新たな技術を生み出してしまった彼女の執念か。

			「シュミット……確かにすごいが、さすがにちょっとやりすぎだ。とりあえず、鍛(か)冶(じ)場が復旧するまで謹慎だな」

			「「異議なし！」」

			「ギギ!?　ギギギ!?」

			　どうして!?　とでも言わんばかりのシュミットの様子にため息をつく。

			　魔結晶の活用法をある程度見つけることができたのは間違いない。

			　あれだけの強度があるなら、防具に埋め込めば間違いなく役に立つ。

			　武器に利用した場合に関しては、彼女が目の前でその威力を実証してみせた。

			　今後も研究を進めていけば、新しい活用法も見つかるかもしれない。

			　それだけのポテンシャルがあの魔結晶にあることが分かったのは、まさしく僥(ぎよう)倖(こう)と言えるだろうし、強力な素材が手に入ったことも喜ぶべきことだ。

			　だが、今回の実験の中で一番の発見を挙げるならば、間違いなくシュミットが体得した『身体強化』であろう。

			　こちらに縋(すが)りつき、弁明を始めたシュミットに揺さぶられながら、もう一度ため息をつく。

			　どうやら、これからまた忙しくなりそうだ――

		

	
		
			エピローグ

			　

			「ねえねえ、ソナちゃん。ハルちゃんたちは大丈夫かしら……」

			「ユグ……そんなに心配なら、一緒についていけば良かったのではないか？」

			　社(やしろ)のような作りの、どこか神聖な空気に包まれた部屋に、２人の女性の声が響く。

			　しかし、部屋の中にいるのは、黄金の髪を持つエルフの少女のみ。

			　その会話の相手は、狭(せま)い部屋のどこにも見当たらない。

			「だって、ハルちゃんが、妖精たちも親離れする時が来たって言うから……」

			　虚空から聞こえたその声に、エルフの少女は深いため息をつく。

			「それならばついでに、子離れもしたらどうだ？　あまり過保護なのもよくないだろうに」

			「ううぅ……ソナちゃんのいじわる！」

			「そうか、それならば、意地悪な私は黙るとしよう」

			　エルフの少女は瞑(めい)想(そう)を始め、辺りには静寂が訪れるかのように思えた。

			　しかし――

			「ああ、ハルちゃんたちはいじめられてないかしら。他のダンジョンは恐ろしいところだっていうし、もしかしたらモンスターに食べられちゃうかも……ねえ、ソナちゃん。ほんとに大丈夫なのかしら？」

			「知らん」

			「ソナちゃんが冷たいよう。ハルちゃんも、最近はめんどいって言って、ぜんぜんかまってくれなかったし――」

			　ブツブツとつぶやき始めたその声を無視して、エルフの少女は精神を集中させ始める。

			「ねえねえ、ソナちゃん――」

			「……」

			「ソナちゃんってば――」

			「……」

			「ソーナーナちゃーん！」

			　虚空から響く声が執拗に彼女へと語り掛け、その集中を乱す。

			　瞑(めい)想(そう)を邪魔された少女の肩が震え始めるが、声の主はそれすらもチャンスだと判断したようで追撃を始める。

			「あれは、ソナちゃんがまだ、ぴちぴちの１００歳の時でした――」

			「ええい、うるさい！　ハルたちが無事か、確かめればいいのだろう！」

			　とうとう根負けしたエルフの少女は、深い深いため息をつくと、虚空へと目を向ける。

			「やったぁ！　さすがソナちゃん。頼りになるぅ！」

			「……まあ、私もいろいろと確かめておきたいと思っていたからな。ちょうどいい機会だ」

			「いろいろ？」

			「ここ最近の地脈の乱れの原因に、あの乱暴者を瀕(ひん)死(し)に追い込んだ相手。それと、例のダンジョンの主が、どういう人間かも確かめねばなるまい」

			「うーん。ちらっと見た限りでは、悪い人じゃなさそうだったけど……」

			　少し前の出来事を思いだし、そうつぶやく声だが、エルフの少女は首を横に振る。

			「いや、ハルならまだしも、お前の判断は当てにならん」

			「えぇー……」

			　当てにならないと言われ、虚空から不満げな声が漏(も)れる。

			「ねえねえ、ソナちゃん」

			「今度は何だ？」

			「もしもだけどね？　もしも、あのダンジョンのマスター君が、悪い人だったり、ハルちゃんたちの秘密を知っていたりしたら――」

			「そんなの、決まっているだろう？」

			　エルフの少女は、はるか遠く、『黒軍の大穴』が位置する方角へと視線を向ける。

			「厄(やつ)介(かい)ごとの芽が出る前に、摘(つ)むだけだ――」

			　そう告げる少女の声は、まるで氷のように冷たかった――

		

	
		
			あとがき

			　

			　初めての方は初めまして、ＷＥＢ版からの方はこんにちは。作者のテランです。

			　何の捻(ひね)りも芸もない挨拶ですが、まずは本作を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

			　さて、突然ですが、皆さんにとってゲームや物語のモンスターとは、どのような存在でしょうか？

			　私は小さい頃からゲームというものが大好きでして、初めてプレイしたポケットな某作から始まり、ドラゴンなあれやファイナルなそれなど、いろいろなゲームをプレイしてきました。

			　そんないろんなゲームに当たり前のように登場するのが、様々なモンスターたちです。

			　時には主人公の征(ゆ)く手を阻み、時には心強い仲間となる彼らなしでは、大半のゲームは味気のないものになってしまうのではないでしょうか。

			　そんなモンスターたちを、経験値やお金稼ぎなどのためにちぎっては投げ、ちぎっては投げと蹂(じゆう)躙(りん)の限りを尽(つ)くしていた私ですが、ある時から、モンスターとはいったい何なのだろうという考えを抱くようになりました。

			　そんなのただの敵キャラだよ！　と言ってしまえば簡単ですが、それでは面白くはありませんよね。

			　野望達成のために、物語の始まり以前からコツコツと頑張っていたり、時には、家族や仲間のために死地へと飛び込んでいたりするのかもしれません。

			　幾多の主人公たちが綴(つづ)る、華々しい冒険譚(たん)の裏側には、その敵であるモンスターたちによる物語が存在します。

			　前置きが長くなりましたが、この作品はダンジョンマスターとその仲間たち、いわば大多数のゲームや物語の主人公ではなく、その敵側のお話です。

			　時に助け合い、時には悩み迷いながらも、生きるために戦う彼らの物語を、読者の皆さんと一緒に追っていくことができればと思い、この作品を書き始めました。

			　ダンジョンに住む主人公やその仲間たち、そしてそこにやってくる、さまざまな事情や目的を抱えた挑戦者たちの姿や生き様が、読者の皆様に伝われば幸いです。

			　そんな始まりだった本作ですが、ほんの記念のつもりでネット小説大賞に参加させていただいたところ、あれよあれよという間に選考を駆け抜け、双葉社様より書籍化させていただくことになりました。

			　そのレーベルはなんとモンスター文庫！

			　モンスター側のお話である、この作品にぴったりな名前で運命すら感じてしまいますね。

			　この作品をＷＥＢで書き始め、そしてこうして書籍化に至るまでには、いろいろなあれこれもありまして、一時は途中で折れそうになったこともありました。

			　そんな私を励ましてくださった読者の方々や、編集部の皆様のおかげで、何とかこうして１巻に続けて、２巻も出すことができました！

			　どちらか欠けていれば、きっと本作はこうして皆様の手に渡ることもなかったでしょう。

			　この場を借りて、もう一度皆様に心よりの感謝を申し上げます。

		

	
		
			テラン

			一九九三年一二月三日生まれ。自称ありんこ研究家。今日も未知なるありんこたちを求め、世界の果てまで行ったり来たり。最近のマイブームは、実家の猫をかまい倒すこと。やりすぎたのか、最近は猫に無視されるようになった。（二〇一七年五月現在）

			　

			イラストレーション

			いちやん

			積みゲーを増やし続けるイラストレーター。最近二代目ペンタブがお亡くなりになりました。少しでも綺麗なイラストが描けるよう日々練習中です。（二〇一七年五月現在）
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